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例 江瑠

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成5年10月から平成6年3月まで実施した，

茨城県土浦市に所在する右粗貝塚東遺跡，内路地台遺跡，念代遺跡及び平坪遺跡の発掘調査報告書である。

なお，遺跡の所在地は次のとおりである。

右粗貝塚東遺跡　　茨城県土浦市大字右粗2821番地の1ほか

内路地台遺跡　　茨城県土浦市大字右粗622番地の1ほか

念　代　遺　跡　　茨城県土浦市大字右粗588番地ほか

平　坪　遺　跡　　茨城県土浦市太字右槻3633番地の2ほか

2　右粗貝塚東遺跡ほか3遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

i 理　 事　 長 横　 田　　　 勇 昭和63年 6 月～平成 7 年 3 月

橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長

角　 田　 芳　 夫 平成 3 年 7 月～平成 6 年 3 月

小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～

中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月～

瞳　 務　 理　 事
中　 島　 弘　 光 平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月

糎　 務　 理　 事 一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月～

事　　 務　　 局　　 長
藤　 枝　 宣　 一 平成 4年 4 月～平成 7 年 3 月

斎　 藤　 紀　 彦 平成 7年 4 月～

睦 蔵 文 化 財 部 長
安　 戒　 尊　 重 平成 5年 4 月～

埋蔵文化財 部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

企
画

課　　　　 尽 水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～

課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～

管 主 任 調 査 員 川　 井　 正　 一 平成 5 年 4 月～平成 6 年 3 月

理

課
主 任 調 査 員 海老澤　　　 稔 平成 6 年 4 月～

主　　　　　 事 杉　 山　 秀　 一 平成 4 年4 月～平成 6年 3 月

経

理

課

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 5年 4 月～

主　　　　　 査 鈴　 木　 三　 郎 平成 7 年 4 月～ （平成 5 年 4 月～平成 7 年 3 月　 課長代理）

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7 年 4 月～

主　　　　　 任 飯　 島　 康　 司 平成 4 年 4 月～平成 6 年 3 月

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7 年 4 月～

主　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年4 月～

調

査

課

課長（部長兼務） 安　 義　 幸　 重 平成 5年 4 月～

調 査 第三 班長 鈴　 木　 美　 治 平成 5年度

主 任 調 査 員 海老澤　　　 稔 平成 5 年10月～平成 6 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 矢ノ倉　 正　 男 平成 5 年10月～平成 6 年 3 月　 調査

整
理
課

課　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成 7 年 4 月～

主 任 調 査 員 矢ノ倉　 正　 男 平成 7 年10月～平成 8 年 3 月　 整理 e執筆 e編集



3　本書に使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　発掘調査及び整理に際して，ご指導，ご協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

5　遺跡の概要

ふ　 り　 が　 な しゅようちはうどうつちうらりゅうがさきせんどうろかいりょうこうじちないまいぞうぶんかぎいちょうさほうこくしょ

書　　　　　 名 主要地方道土浦竜ヶ崎線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　　 書　　 名 右粗貝塚東遺跡　 内路地台遺跡　 念代遺跡　 平坪遺跡

巻　　　　　 次

シ リ　ー　ズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第111集

編　 著　 者　 名 矢ノ倉　 正　 男

編　 集　 機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　　 在　　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1丁目356番地の 2　 ℡029－225－6587

発 行 年 月　日 1996 （平成 8 ）年 3 月31日

ふ　 り　 が　 な

所　 収　 遺　 跡

ふ　 り　 が　 な

所　　 在　　 地
コード 北　 緯 東　 経 調査期間 調査面積 調　査　原　因

みぎもちかいづかひがしいせき
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いばらきけんつちうらしおおあざ
茨城県土浦市大字
みぎもみ　　　　ばんち
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主要地方道土浦竜

ヶ崎線道路改良工

事に伴う事前調査

ほか A－20 27秒 5秒 19940331

ないろ　じだいいせき
内路地台遺跡
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茨城県土浦市大字
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右粗588番地 08203

36度

2 分

140度

11分

19931001

4 ，756nf
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たいら　つぼ　　い　　せき
平　 坪　 遺　 跡

いばらきけんつちうらしおおあざ
茨城県土浦市大字
みぎもみ　　　　ばんち
右粗3633番地の 2 08203

36度

3 分

140度

11分

19931001

主635nf

ほか A－27 1秒 34秒 19940331

所 収 遺 跡 名 種　 別 主 な時代 主 な遺 構 主　 な　 遺　 物 特記事項

右粗貝塚束遺跡 集落跡 縄 文 時代 竪穴住居跡　 1軒 縄文土器片　　 深鉢 標高25m 。縄文

（前　 期） 土坑　　　　　 4基 石製品　　　　 石鉄 時代の小集落跡。

時期 不 明 土坑　　　　 9基

内路地台遺跡 集落跡 縄 文 時代

悍期・前期・後恥

縄文土器片　　 探鉢 標高20 m ほど。

ヰ安時代の集落

跡。片口の鉢を平 安 時代

時期 不 明

竪穴住居跡　 2軒 土師器片　　　 杯，嚢，甑，鉢

火葬墓　　　 2基

土坑　　　　　 7基

須恵器片　　　 杯，嚢，

高台付杯，盤

かぶせた蔵骨器

が出土している。



所　 収　 遺　 跡
種 別 序 を 時機 i 主 な遺 構 ！　 主　 な　 遺　 物　 i 特 記 事 項

念　 代　 遺　 跡　 集落跡　 古 墳 時 代　 竪穴住居跡　 1軒　 土師器片　　　 杯，窯，甑　　　 標高15－20 m 。

須恵器片　　　 杯，婆，甑，蓋　 奈良 。平安時代

壷　　　　　　　 を中心とする集

土製品　　　　 上土　　　　　　 落跡。墨書土器

奈良 ・平安　 竪穴住居跡 19軒　 土師器片　　　 林，高林，婆，　 が10点以上出土

時代 竪穴状遺構　 2軒　　　　　　　　 甑，高台付杯，　 している。その

土坑　　　　 6基　　　　　　　　 鉢　　　　　　　 他，鋒苗や須恵

溝　　　　　 4条　 須恵器片　　　 硯，杯，　　　　 器の硯などが出

道路跡　　　 1条　　　　　　　　 高台付杯，蓋，　 土している。

遺物包含層 1か所　　　　　　　　 高台付盤，甑

石製品　　　　 砥石

金属製品　　　 跨帯，刀子，鎌，

釘

中　　　 陛　 地下式壌　　 4基　 土師質丑恕片　 内耳鍋夢　すり鉢診

土坑　　　　 1碁　　　　　　　　 皿

陶磁器片　　　 瀬戸，美濃，

常滑

古銭　　　　　 勲寧元宮

時 期 不 明　 土坑　　　　 75基

平　 坪　 遺　 跡　 集落跡　 古墳 時代　 竪穴住居跡　　 軒　 土師器片　　　 棒　 高榛　 東　　 標高摘～蟻m 。

器台　　　　　　 古墳時代，平安

土製品　　　　 土玉，紡錘車　　 時代の住居跡。

奈良 ・平安　 竪穴住居跡　 2軒　 土師器片　　　 杯，高台付杯，　 東海系の特徴を

時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿，婆　　　　　 備えた古墳時代

須恵器片　　　 杯，襲，甑，蓋 の装飾壷の口縁

金属製品　　　 鉄鉱，刀子　　　 部が出土してい

時 期 不 明 据立柱建物跡 1棟 る。

土坑　　　　　 8碁



凡

1　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅳ系座標を

用いて区画し，Ⅹ軸（南北）＋19，120m，Y軸（東西）

十22，800mの交点を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に東西，南北各々40mず

つ平行移動して大調査区を設定し，さらに，大調査区を

東西，南北に各々10等分して，4m方眼の小調査区を設

定した。

大調査区の名称は，北から南へ「A」，「B」，「C」

…，西から東へ「1」，「2」，「3」…とし，「Al」

区，「B2」区というように呼称した。小調査区も同様

に北から南へ「a」，「b」，「C」・・・「j」，西から

束へ「1」，「2」，「3」…「0」と小文字を付し，

1　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

2 3 4 5 6 7 8 9 ．
b

C
d

●
I
g
h l
i
I

■
第1図　調査呼称方法概念図

位置を表示する場合は，大調査区と合わせて，Albl区，

B2b2区のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，以下のとおりである。

遺構　住居跡・・・SI，掘立柱建物跡・・・S B，土坑…S K，溝…SD，不明遺構・・・SX，道路跡・・・S F

遺物　土器…P，拓本土器・・・TP，土製品・・・DP，石器・石製品…Q，金属製品・・・M

土層　撹乱…K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，以下のとおりである。

竃・炉 黒色処理

●　土器　　○　土製品　　□　石器・石製品　　△　金属製品

4　土層観察における色相，含有物の量の判定については，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著・

日本色研事業株式会社）を使用した。

5　遺構，遺物実測図作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑等は縮尺60分の1にした。

（2）遺物は原則として3分の1に縮尺した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，個

々にS＝1／○と表示した。

（3）土器の計測値のAは口径を，Bは器高，Cは底径，Dは高台径，Eは高台高，Fはつまみ径，Gはつま

み高を示した。また，（）は現存値を，〔〕は推定値を示した。

（4）遺物観察表の備考欄は，土器の現存値や実測（P）番号，出土位置及びその他の必要と思われる事項を

記した。
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第盈車　調　査　経　緯

第　節　調査に至る経過

茨城県は2潤妃に向け県土の基盤整備推進の方針のもと，県土60分構想の具体化や円滑な都市交通の確保を

図るなど夢　ゆとりある社会の実現を冒指して快適な道路の整備を進めている。主要地方道土浦竜ヶ崎線道路改

良工事も　こ弟－った趣旨に沿って計画されたものである。土浦市右楓を起点に，花室川を渡り荒川沖までの

批踊mの道路改良工事は　住宅　宅地関連事業を推進するために，烏山団地付近の交通渋滞の緩和を主な自

r机二∴平成9年開通をF‾1標に計画されたものである。

平成4年6月2日，茨城県（土浦土木事務所）は，茨城県教育委員会に対し芦主要地方道土浦竜ヶ崎線道路

改良工事予定地内における埋蔵文化財の有無について照会した。茨城県教育委員会はタ同如0月23日に現地踏

査　同如甥用から2日にかけて試掘調査を実施しタ改良工事予定地内に右楓貝塚東遺臥内路地台遺凱

念代遺跡及び平坪遺跡の存在を確認し，その旨を茨城県に回答した。平成5年摘相田以降，茨城魔教育委員

会は，茨城県と遺跡の取　扱いについて協議を重ねタ　その結果，発掘調査による記録保存の措置を講じること

にし，茨城県に調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は苧茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結びタ平成5年温0月用から平

戌　年3月凱臼にかけてタ　右楓貝塚東遺跡はか3遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

右楓貝塚東遺凱　内路地台遺跡夕念代遺跡及び平坪遺跡の発掘調査は，平成5年10月用から平成6年3月

凱臼までの6か月にわたって実施した。以下，調査経過について，その概要を月ごとに記述する。

且0月1日から右楓貝塚東遺跡の発掘準備を開始した。5日に試掘グリッドを設定し，調査区南側から試掘を

開始し，縄文土器片（前期）を採取して温2日までに試掘を終了した。表土が浅いため人力による表土除去

を実施しタ18日までに住居跡1軋土射5基を確認し，遺構調査に入った。25日には右粗貝塚東遺跡の遺

構掘り込みをほぼ終了しタ実測作業員を残して次の内路地台遺跡の調査に移り，伐間と遺跡清掃を進めた。

l摘　右楓貝塚東遺跡）温田までに金測図を作成し学　2日には調査終了全景写真を撮影した。

（内路地台遺跡）9日までに表土除去を終了。住居跡2軋土坑7基，火葬墓2基を確認し，遺構確認状

況の写真撮影後夕掘り込みを開始した。第㌦　第2号住居跡からほ平安時代の土器が出土した。24巨には

調査終了全景写真を撮影し調査を終了した。

（念代遺跡）10日から遺跡清掃を開始した。調査区が細長いので，調査区内を横切る道路によって3つの

区にわけ，南側から順にA区，B区，C区と呼称した。A区は伐開，試掘調査後，24日から29日まで重機

による表土除去を行った。C区は17日から試掘調査に入り，29日から12月用まで重機による表土除去を

行った。

（平坪遺跡）1用に試掘を開始し，遺構が確認できたため表土の浅い部分について人力による表土除去を

進めた。

12月（念代遺跡）Å区は遺構調査に入った。南端から中世の内耳鍋や捨鉢などの遺物が出土し，同時期の遺構
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である地下式壕が確認された。また，第5号土坑からは平安時代の墨書土器が出土した。C区は3日まで

に遺構確認作業を終え，22日から遺構調査に入り，平安時代の土器が比較的多く出土した。

（平坪遺跡）1日，2日に重機による表土除去を行い，古墳時代の住居跡3軒，平安時代の住居跡2軋

土坑8基言薄2条を確認した。22日から遺構の掘り込みに入った。

1月（念代遺跡）C区の遺構調査に平行して，遺物包含層に4mごとに試掘坑を入れた。異色土の中から須恵

器の蓋片や土師器片などの遺物を少量採取したが，遺構は確認できなかった。作物の収穫を待ってB区の

調査に着手した。B区を取り囲むようにトレンチを設定して試掘に入った。

（平坪遺跡）遺構調査を継続し，28日に調査終了全景写真撮影を行って調査を終了した。

2月　念代遺跡B区の遺構の掘り込みを継続し，平安時代の土器や鉄製の鎌などが出土した。C区の遺物包含

層の調査も継続した。

3月　念代遺跡B区の調査終了写真を4日に撮影した。8日には茨城県への調査報告会を行い，12日に念代遺

跡に於いて右粗貝塚東遺跡ほか3遺跡の現地説明会を開催した。15日に航空写真撮影を行い，31日までに

現地調査を終了し撤収した。
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第2章　位置と環境

第温節　地理的環境

右粗貝塚東遺跡，内路地台遺跡，念代遺跡及び平坪遺跡は，いずれも茨城県土浦市大字右粗に所在し，土浦

市役所の南西3kmから3．5kmのところに位置している。

遺跡が所在する土浦市は，茨城県の南部にあり，北から東にかけては新治郡新治村，同千代田町，同出島村

に接し，南東は大部分霞ヶ浦に画するが，一部，稲敷郡の阿見町にも接し，南は牛久市，西はつくば市に接し

ている。市域は東西約13km，南北約15km，面積は約92k戒である。土浦市の市街地は，土浦城下（現在のJ R常

磐線土浦駅西側）を中心に陸前浜街道（現在の国道6号線旧道）沿いに細長く形成されたものであったが，現

在ではJ R常磐線荒川沖駅，土浦駅，神立駅の周辺と国道6号線，125号線沿いに拡大している。さらに，常磐

自動車道の開通，筑波研究学園都市の発展及び東京通勤圏の拡大等の影響から，台地部を中心に住宅地や工場

用地が増加している。

土浦市の地形を概観すると，市域の大半は筑波◎稲敷台地と桜川流域の低地で，北から南へ30mから20mの

高度でごくゆるい波浪状の起伏が続く。台地を刻む水系は，北部で北から南，南部では北北西から南南東に流

れ，広い台地部もあるが，土浦南方，高津付近の台地は小規模な支谷が樹枝状に入り込む谷が多い。台地部は，

住宅地，畑地及び平地林などに利用され，桜川流域の低地では稲作や蓮根栽培などが行われている。

右粗貝塚東遺跡ほか3遺跡は，筑波e稲敷台地を流れる花室川右岸の同じ台地上に分布している。右楓貝塚

東遺跡はその舌状台地の中央部に位置し，その他の3遺跡は先端部に位置する。右楓貝塚東遺跡の標高は約20

mで，調査前の現況は畑である。他の3遺跡は標高15～20mで，調査前の現況は内路地台遺跡が林，念代遺跡

及び平坪遺跡が畑地や荒地となっている。
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大山年次　蜂須紀夫　「茨城県地学のガイド」1986年11月

大森昌衛　蜂須紀夫　「茨城の地質をめぐって」1987年8月

第2節　歴史的環境

霞ヶ浦沿岸地方は，利根川下流域や東京湾沿岸地方とともに，多くの遺跡が存在することで知られている。

土浦市にも縄文時代や古墳時代を中心に多くの遺跡が分布しているが，その中で右楓貝塚東遺跡ほか3遺跡周

辺の遺跡について時代を迫って概観してみたい。
き　みやみなみ

縄文時代早期の遺物が出土した遺跡としては，木の富商遺跡B　〈31〉がある。前期の遺跡は数が多く，花室
くび　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみいで

川の北側にはビヤ首遺跡（早期も含み，前期。中期が主体。）〈62〉，神出遺跡〈72〉があり，花室川の南側
ふたまた　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごいね　　　　　たけのいり　　　　　　みやまえ　　　　　みやづか

には二叉遺跡（主に浮島式土器が出土）〈1〉，後稲遺跡〈2〉，竹ノ入遺跡〈16〉，宮前遺跡〈37〉，宮塚
どうちづか　　　　　　こにし

遺跡（主に浮島式土器が出土）〈38〉，堂地塚遺跡〈44〉，小西遺跡〈48〉がある。中期の遺跡としては，花
こくぶ　　　　　　うちね　　　　　　　　　　　　　　　　ささざき　　　　　いしばし

室川の北側にビヤ首遺跡，国分遺跡〈61〉，内根B遺跡〈68〉があり，花室川の南側に笹崎遺跡〈13〉，石橋
だい　　　　　　やわらかど　　　　　　　みねさき

台遺跡〈14〉，谷原門遺跡A　〈23〉，峰崎遺跡A　〈33〉，峰崎遺跡B　〈34〉，峰崎遺跡C　〈35〉，右粗貝塚東

－3－



ごんげんまえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いけ

遺跡に隣接する権現前遺跡〈36〉がある。後期の遺跡にはタ　後期の晩期を中心に縄文土器片が多数出土した池
だい

の畜遺跡〈腑〉学　内根B遺跡がある。晩期の遺跡としてはタ　峰疇遺跡B，池の台遺跡がある。なお，土浦市の
かみたかつ

酋乳　上高津労　宍塚地区の台地上に広がる上高津員塚は撃　縄文時代後期の晩期につくられた大規模貝塚であ軋

昭和崇年は鮮習年には員塚の。ヘクタールが国指定史跡に指定されている。員層は摩いところでl。85m以

上に及び撃　上位の混土員層は縄文晩期，中位の純員層は縄文後期夕　下位の混土員層は縄文中期のものと考えら

れる。後。晩期の地点からはかなりの量の製塩土器片が採集されており芦　桜川水系のこの時期の生業活動を知

る士で重要な員塚として汗寸1されている。
はらでぐち　　はらだきた　　　はらだにし

弥生時代の遺跡としてはラ　調査が行われた土浦市北部の原出口遺跡蟄　原田北遺跡及び原田酋遺跡などがある。

原出m遺跡では撃　弥生時代の竪穴住居跡が57軒確認され学　弥生土器夕　紡錘車，石鉱夕　穂摘具及び磨製石斧など

が出土している。原田北遺跡では竪穴住居跡が96軒（内古墳時代29軒主　原田酋遺跡では12軒確認されタ　それ

ぞれ弥生式土器夕　紡錘車，土錘及び敲石などが出土している。これら隣接する3遺跡は，弥生時代後期の大集
やわらかど　　　　　　　き　みやみなみ

落を形成していたものと考えられる。当地域周辺では，谷原門遺跡C　〈25〉㌦　木の富商遺跡Å　〈30〉が存在す

るが，数は少ない。

古墳時代になると，数多くの大小の集落と古墳が築造された。古墳時代前期の遺跡としては撃　花室川の北側
かめい　　　　　うちいでどうLろ　　　　かすみがおかきた　　　　　ひがしやつ　　　　　うちね

に亀井遺跡〈19〉㌦　内出後遺跡〈53〉夕　霞ケ剛ヒ遺跡〈63〉㌦　東谷遺跡〈64上　内根A遺跡〈67〉があり汐　南
どうばだい　　　　　たいら　　　　　みなみたっちゅう　　　　　　どうご

側に堂場台遺跡〈5〉資　平遺跡〈7主　商連中遺跡B　〈27〉タ　堂後遺跡〈51〉がある。中期の遺跡としては谷
ゆむぎた

原門遺跡Å　内根A遺跡がある。後期の遺跡も数が多く，花室川の北側に亀井遺跡，内出後遺跡汐　油麦田遺跡
あ　ち　　　　　さくらがおか　　　　　こまつ　　　　　　　　　　　　　　　きそ

〈54）㌦　阿ら地遺跡〈55〉タ　桜ケ同遺跡〈57〉㌦小松遺跡〈59〉㌦　池の台遺凱　東谷遺臥　木曽遺跡〈70）㌦
かすみがおか　　　　　　　　　みやわき　　　　　　　　　　　　　　うまみち　　　　　ながみね

禰出遺凱　霞ケ同遺跡〈73〉があ軋　南側に宮脇遺跡〈6上　平遺凱　商連中遺跡Bタ　馬遺遺跡〈28）㌦　永峰
ふどうどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うまみち

遺跡〈姐）㌦　堂後遺跡がある。不動堂古墳群偶壇　基　共に径摘m　高　m）〈3〉㌦　馬遺古墳群偶墳5
かすみがおか　　　　　　　　　　　　　　なかうちやま　　　　　　　　　　　　　　ほうぜん

基）〈29〉㌦　霞ケ岡古墳（円墳径15m，高1。5m）〈65〉，中内山古墳群（円墳5基　方墳1基）〈79〉，法泉
じ

寺古墳群（円墳4基）〈76〉　などの古墳も多い。
まき　うち　　　　　　　　みなみおか

奈良魯平安時代の遺跡としては，宮脇遺跡夕　谷原門遺跡Cタ　牧の内遺跡〈40〉がある。商同遺跡〈52〉では，
ながみね

奈良◎平安時代の竪穴住居跡が7軒（古墳時代6軒）確認され，長峰遺跡〈43〉の調査においても，奈良の平

安時代の竪穴住居跡がⅢ軒（古墳時代1軒）確認されて，土師器（杯e高台相称。嚢⑳盤）や須恵器（杯◎聾

e盤◎豊）などが出土している。また，土浦市烏山町に所在する烏山遺跡では，A地区で奈良魯平安時代に属

する竪穴住居跡が講軒　掘立柱建物跡が3棟確認されタ　土師器襲撃　須恵器杯夕　鉄製紡錘車，鉄鉱，墨書土器な

どが出土している。B地区でも竪穴住居跡が諏軒　掘立柱建物跡5棟が確認され，土師器の杯や血夕　須恵器の

杯や蓋，「八」，「太反」，「太家」などと書かれた墨書土器，鉄製の紡錘車や鎌夕　鋼製足金物などが出土し
ごとおち

ている。土浦市手野町字義斗藩に所在する五斗落遺跡では，奈良e平安時代の竪穴住居跡が16軒確認され，土

師器夕　須恵器や紡錘車，球状土鐘声　管状土錘などが出土している。また，五斗落遺跡と小谷を挟んで位置する
おおまま

太麓遺跡でも，奈良◎平安時代の竪穴住居跡が13軒確認されている。さらに，土浦市田村町，、沖宿町に所在す
たむらおきじゅく

る田村◎沖積遺跡では，平安時代の竪穴住居跡が104軒，掘立柱建物跡が81棟確認されている。竃の補強に嚢や

鉢を使用したり，竃内に杯や小形の嚢を重ねているものなどが確認され，漆の付着した杯や墨書土器，灰粕陶

器，鉛粕陶器，瓦，鉄器及び皇朝十二銭などが出土している。
きだまり　いまいずみ　かんだつ

中世の館跡としては，太鼓櫓や鐘楼が現存する土浦城のほかに木田余城，今泉城，神立館などが所在してい

る。また，右楓館跡では，土塁や堀跡などが確認され，陶磁器片や土師質の皿が出土している。前述の宮壕遺

跡の調査では，中世の遺構である地下式壕が3基確認され，覆土から内耳土器，捨鉢，陶磁器及び香炉などが
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出土している。

参考文献

茨城県教育委員会　『茨城県遺跡地図』1990年3月

土浦市教育委員会　『土浦の遺跡一理蔵文化財包蔵地一』1984年3月

土浦市教育委員会　『池の台遺跡調査報告』1982年3月

土浦市教育委員会　『図説　土浦の歴史』1991年3月

茨城県　『茨城県史料　考古資料編　先土器・縄文時代』1979年3月

茨城県　『茨城県史料　考▼古資料編　弥生時代』1991年3月

茨城県　『茨城県史料　考古資料編　高月帥寺代』1974年2月

茨城県　『茨城県史料　考古資料編　奈良・平安時代』1995年3月

茨城県教育財団　『一一般国道125号道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書』　茨城県教育財‘川調査報告第

64集1991年3月
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第2図　周辺遺跡分布図



表鼠　周辺遺跡一覧表

国中

番号
遺　 跡　 名

県遺跡

番　 号

時　　　 代 ；回申

番号
遺　 跡　 名

県遺跡

番‾号

時　　　 代

踏 芸奈°平
中
世

腔 芸‡芸
1 又　　 遺　 跡 5226 ○ 45 沖　 ノ　 台　 遺　 跡 5219 ○

2 後　 稲　 遺　 跡 5227 ○ O i 46 鳥　 山　 A　 遺　 跡 5220 ○

3 不 動　堂 古 墳　群 1823 ○ 47 烏　 山　 B　 遺　 跡 5221 ○

4 中　 新　 台　 遺　 跡 5228 ○ 48 小　 西　 遺　 跡 5222 ○ ○

5 堂　 場　 台　 遺　 跡 5229 ○ 49 北　 平　 南　 遺　 跡 5223 ○ ○

6 宮　 脇　 遺　 跡 5230 （⊃ ○ ○ 50 北　 平　 北　 遺　 跡 5224 ○

7 平　　　 遺　　　 跡 5231 ○ 51 堂　 後　 遺　 跡 5225 ○i
i ○

8 諏　 訪　 遺　 跡 5232 （⊃ 52 南　　 岡　 遺　 跡 ○ ○ ○

9 平　 代　 地　 遺　 跡 5233 ○ ○ 53 内　 出　 後　 遺　 跡 5250 ○ ○

10 白　 楽　 所　 在　 塚 5234 ○ 54 油　 麦　 田　 遺　 跡 5251 ○

Ⅲ 大　　 日　　 古　 墳 1821 ○ 55 阿　 ら　 地　 遺　 跡 5252 ○

12 浅　 間　 古　 墳 1822 ○ 56 い　 さ　 ろ　 遺　 跡 5253 ○

13 笹　 崎　 遺　 跡 5236 ○ 57 桜　 ケ　 丘　 遺　 跡 5254 ○
i 14 石　 橋　 台　 遺　 跡 5237 ○ 58 桜　 ケ　 丘　 古　 墳 5255 ○
i 15 酋　 所　 在． ・塚 5238 ○ 59 小　 松　 遺　 跡 5256 ○

16 竹　 ノ　 入　 遺　 跡 5239 ○ 60 池　 の　 台　 遺　 跡 5257 ○ （⊃

17 寺　家　 ノ　後　遺　跡 5279 …○ 61 国　　 分　 遺　 跡 5258 ○

18 宮　 久　 保　 遺　 跡 5261 ○ 62 ビ　 ヤ　 苗　 遺　 跡 5259 ○
i 19 亀　 井　 遺　 跡 5262 ○ 63 霞　ケ　岡　北　遺 跡 5247 ○

i

i

i

i

i

i

j

i

i

20 右　 粗　 十　 三　 塚 5245 i

i

！

i

l t

i

i

io

i

i

i

i

！

恒

！○

lO

io

i

i

i

！

i

i

i

64 東　 谷　 遺　 跡 5248 i

i

！

i

〇

〇

〇

〇

；

21 鳥　 山　 A　 遺　 跡 5220 65 霞　 ケ　 岡　 古　 墳 5249

22 天　 神　 遺　 跡 5192 66 ひ　さ　ご 塚 古 墳 1807

23 谷 原　門　遺　跡　A 5193 67 内　 根　 A　 遺　 跡 5269

24 谷 原　門　遺　跡　 B 5194
i

i

i

i

i

！

！

！

i

l

i

i

i

！

i

i

i

I

i

i

i

O i
i

i

i

i

O i

O i

○！

○i

O i

○！

O i

○i

O i

i

i

i

0 1

○！

0 1

！

○！
！

！

I

l

○！
i

！

i

i

i

l

！

！

i

i

i

i

l

l

io

O ！

○！

○！

○！

○！
！

○！
！

i

i

○！

○i
l

！

○！

O i

O i

○！

○l
l

‖

○！
i

！

i

i

！

！

i

I

i

i

i

I

I

i

O i

i

l

○l
l

○

68 内　 根　 B　 遺　 跡 5270 io ‖ l

l ‖ ○！

！ ‖ 〇日

io i ‖ つ

！〇日 〇日

日 日 〇日

「 ‖ ○i

l ‖ o i

日 日 〇日

目 iO i

i i io i

日 lo i

i o io I○

！○ ！○！

i〇　 日

l

O io

〇

〇　　　 〇

〇！○
lo i 0 lo

25 谷 原　門　遺　跡　 C 5195 69 内　 根　 C　 遺　 跡 5271

26 商 連　中　遺　跡　 A 5196 70 木　 曾　 遺　 跡 5272

27 南 達　中　遺　跡　 B 5197 71 大　 岩　 旧　 貝　 塚 3999

28 梅　 迫　 遺　 跡 5198 72 神　　 出　　 遺　 跡 5274

29 馬　 道　 古　 墳　 群 5199 73 霞　 ケ　 岡　 遺　 跡 5246

30 木 の 宮 南 遺 跡 A 5201 74 五　 蔵　 遺　 跡 5275

31 本 の宮 南 遺 跡 B 5202 75 中　内　山　古 墳 群 1816

32 木 の宮 南 遺 跡 C 5203 76 法　泉　寺　古 墳 群 5276

33 峰　 崎　 遺　 跡　 A 5204 77 音　 宿　 古　 墳　 群 1682

34 峰崎遺跡B 東 ・B 酉 5205 78 立　の　越　古 墳 群 3979

35 峰　 崎　 遺　 跡　 C 5206 79 丸　 山　 古　 墳　 群 3981

36 権　 現　 前　 遺　 跡 5207 80 宮　 脇　 遺　 跡 5658

37 宮　 前　 遺　 跡 5208 81 熊　 野　 脇　 遺　 跡 5659

38 宮　 塚　 遺　 跡 5210 82 阿　　 見　　 貝　　 塚 1687

39 小　 谷　 遺　 跡 5211 83 立　 の　 越　 館　 跡 5660

40 牧　 の　 内　 遺　 跡 5213 84 西　 郷　 遺　 跡 5661

4 1 永　 峰　 遺　 跡 5216 ◎85 右楓貝塚東道断当遺跡） 5209

42 松　 原　　 遺　 跡 5217 I

i

5218 i

◎86 内路地台遺跡（当遺跡） 5212

43 長　　 峰　　 遺　　 跡 ◎87 念代 遺跡（当遺跡自 5214

44 堂　 地　 塚　 遺　 跡 ◎88 平坪 遺跡（当遺跡月 5215
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第3章　右籾貝塚東遺跡

第1節　遺跡の概要

右粗貝塚東遺跡は，霞ヶ浦の西方約4kmのところにあり，霞ヶ浦に流れ込む花室川の右岸，標高約25mの台

地縁辺上に位置し，調査面積は1，574nfで，現況は畑地である。

今回の調査によって確認した遺構は，竪穴住居跡1軒（縄文時代前期）と土坑13基である。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に1箱出土している。大部分は縄文時代前期の土器片である。

第2節　基本層序

調査区内（B2C2区）にテストピットを設定し，

第4図に示すような土層の堆積状況を確認した。25．8m－

第1層は，20cm前後の厚さの耕作土層で，暗

褐色をしている。

第2層は，25－35cmの厚さで，褐色のソフト　25．2　－

ローム層への漸移層である。

第3層は，15－25cmの厚さで，やや締まりの

強い褐色のソフトローム層である。

第4層は，10－15cmの厚さで，締まりの強い

褐色のハードローム層である。

第5層は，20－30cmの厚さで，締まりの強い

褐色のハードローム層である。

24．0

第6層は，20－25。mの厚さで，ロームプロッ　第3図　基本土層図

クを少量含む，締まりの強い褐色のローム層である。

第7層は，65cm程の厚さで，締まりの強い褐色のローム層である。

第7層の下面では砂と礫が混じる。

住居跡等の遺構は，第3層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物

当遺跡では，調査区の東端から縄文時代前期の竪穴住居跡1軒，調査区東部から土坑13基を確認した。住居

跡は覆土が薄く，しかも耕作による撹乱を受けており，遺存状態は良くない。土坑は出土遺物も少なくほとん

どが細片で，時期や性格を判定できないものが多い。

1　選穴住居跡

第1号住居跡（第5図）

－9－
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第5図　第1号住居跡実測図

旦25．6m

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－十－－－」

位置　調査区の東端，B2f6区。

重複関係　本跡の北西側は第9号土坑に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　南東側が調査区外へ延びているため明権でないが，径約6mの円形と推定される。

主軸方向　不明

壁　壁高は約28cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，炉周辺は硬く踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，Pz）。Plは長径33cm，短径28cmの不整楕円形で，深さは29cm。P2は長径34cm，短径

23cmの楕円形で，深さは16cm。Pl，P2とも，底面の硬化部分もなく，性格は不明である。

炉　中央部からやや西側に位置し，長径110cm，短径93cmの不整楕円形で，床を2cm程掘り下げた地床炉であ

る。炉床は中央部に熱を受けてブロック化した焼土がわずかに確認されている。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説

1　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　住居跡中央部床面付近を中心に，縄文時代の土器が比較的多く出土している。本跡から出土した縄文土

器は，すべて縄文時代前期前葉の黒浜式土器の休部片である。胎土に繊維を含んでいる。1－4は羽状縄文
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第6図　第1号住居跡出土遺物拓影図

が施されている。6は撚糸文，5は直前段合撚縄文，7は網目状撚糸文が施されている。9－11，13，14，17，

19，22－25はRL，8，12，15，17，18，20，21はLRの単節縄文が施され，8は平行沈線，9は押引文が施されて

いる。

所見　本跡は，出土した遺物から，縄文時代前期の住居跡と考えられる。

2　土坑

遺構確認の段階で16号まで土坑番号を付けたが，調査の結果，風倒木痕の類と判断したもの3基を除いたの

で，当遺跡では13基の土坑を確認した。そのうち，土坑4基について解説を加え，他の土坑については一覧表

にまとめ実測図を掲載する。

第1号土坑（第7図）

位置　調査区北部，B2C6区。

規模と平面形　長径2．70m，短径1．73mの不整楕円形で，深さは0．30mである。
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長径方向　N－420－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　自然堆積と思われる。

土居解説
1褐　色　ローム小ブロック中量，ロー

ム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブ

ロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒

子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　覆土中から，縄文時代前期
0　　　　　　1m
し＿＿＿＿＿＿＿　」　」

（黒浜式）の土器片が11点出土　第7図　第1号土坑実測・出土遺物拓影図

している。1は繊維を含み，R Lの単節縄文が施されている。

所見　本跡は，出土した遺物から，縄文時代前期の土坑と考えられる。性格は不明である。

「＼　」　＿＿＿二＿⊥」－＿＿∴⊥＿＿ノ‾
2　　　　　　　　　　　3

4　　2　　　　5　　　6

．′昏
一一一一′．d

」　　　；　　　！

0　　　　　　5cm

し　：　［

1

3

5

6

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　；　一二］

第8図　第9号土坑実測出土遺物拓影図

位置　調査区北部，B2f5区。

規模と平面形　長径3．67m，短径2．05mの不整楕円形で，深さは0．20mである。

長径方向　N－250－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　自然堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒子中量

2　褐　色　ローム粒子多量

3　褐　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から縄文時代の土器片が21点出土している。本跡から出土した縄文土器は，縄文時代前期前葉の

黒浜式土器片である。いずれも繊維を多量に含んでいる。1は不規則な条痕文が施されている。2は縄文地

文に連続爪形文が施されている。3，4はR L，5，6はL Rの単節縄文が施されている。

ー13－



所見　本跡は，出土した遺物から，縄文時代前期の土坑と考えられる。性格は不明である。

第12号土坑（第9図）

11　1

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第9図　第12・13号土坑実測・出土遺物拓影図

位置　調査区北部，B2g5区。

規模と平面形　長径2．70m，短径〔1．54〕mの不整楕円形で，深さは0．67mである。

長径方向　N－430－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　自然堆積と思われる。

土居解説

1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

0　　　　　　　5cm
し＿＿＿＿＿＿」　」

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　明褐色　ローム粒子多量，暗褐色土ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　覆土中から，縄文土器片が4点出土している。1，2はいずれも縄文時代前期前葉の黒浜式土器の体部

片である。繊維を多量に含み，1は縦や斜め方向の沈線，2はL Rの単節縄文が施されている。

所見　出土した土器片はいずれも縄文時代前期（黒浜式）のものであるが，流れ込みの可能性もあり，時期や

性格等は不明である。

第13号土坑（第9図）

位置　調査区北部，B2g4区。

規模と平面形　長径2．08m，短径〔0．95〕mの不整長楕円形で，深さは0．20mである。

長径方向　N－250－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　自然堆積と思われる。
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土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒J′一少量，炭化粒召数量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　色　ローム粒J’一多量，ローム小プロ・ソク中量

遺物　覆土中から，縄文土器片が1点出土している。

所見　出土した土器片は縄文時代前期（黒浜式）のものであるが，流れ込みの可能性もあ軋　時期や性格等は

不明である。
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衷2　右楓貝塚東遺跡土塊一覧表

0　　　　　　　2m

：＿‥‥＿＿コ　．＿＿＿＿＿…

番号位置 長径方向 平面　彬
計　測　値

i壁面

底面覆土 出　　土　　遺　　物 備　　　　　 考
長径×短径（m）深さ（cm）

1 BZc6 N－42⊥W 不整楕円形2．70　×1．73 30 緩傾平坦自然縄文土器片仕点

2 B2d6 N－16⊥E 不整楕円形3．25　×　2．38ン 42 緩傾平坦自然

4 B2e7 N－47⊥E 楕　円　形2．45　×1．34 27 緩傾皿状自然

7 B2C5 N－64⊥W 楕　円　彬1．14　×1．00 19 緩傾皿状自然

8 B2d5 N－44⊥W 楕　円　形1．70　×1．42 23 外傾平坦自然

9 B2r5 N－25二一E 不整楕円形3．67　×　2．05 20 緩傾平坦 自然縄文土器片21点 SIlと重複（新旧不明）

10 B2f5 N－26⊥W 楕　円　形1．98　×1．40 33 垂直平坦 自然縄文土器片2点
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番号 位置 長径方向 平　面 形

計　 測　 値
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cnl）

11 B2g 5 N －66二一W 不整楕円形 （0．86）× 0．89 24 外傾 平坦 自然 縄文土器片 3 点

12 B2g 5 N －43 L w 不整楕円形 2．70 ×仕 54〕 67 外傾 皿状 自然 縄文土器片 4 点 S K 13と重複（新旧不明）

13 B 2g 4 N －25 L w 不整長楕円形 2．08 ×〔0．95〕 20 緩傾 皿状 自然 縄文土器片 1 点 S K 12と重複（新旧不明）

14 B 2d 2 N －59 L w 円　　　 形 1．34　× 1．22 51 緩傾 皿状 自然

15 B2 e 3 N －20 L E 楕　 円　 形 2．30　× 1．46 28 緩傾 皿状 自然

16 B2 e2 N －60 L w 楕　 円　 形 i・73 × 1・05 l 57 緩傾 i 凸凹 自然 l

3　遺構外出土遺物（第m図）

1～10は縄文時代前期前葉の黒浜式土器の体部片である。繊維を多く含み，縄文が施文されている。1～6

はRL，7はLRの単節縄文が施され，8は無節縄文が施されている。9は附加条1種附加温条の縄文が施さ

れている。且0は羽状縄文が施されている。11～13は浮島丑式土器の体部片で，撚糸文が施されている。14～20

は（浮島Ⅲ～Ⅲ）式土器の日録部片で，日録端部には刻み目が見られる。且4，15は横方向の洗練と貝殻腹経文

が施されている。16は横方向の刺突文が施されている。且7，18は貝殻腹縁文が施されている。19，20は刺突文．

が施されている。21～30は浮島Ⅲ～Ⅲ式土器の体部片である。21～23には横方向の洗練と押引文，24～27は櫛

臼状工具による集合沈線が施されている。28－30には貝殻腹縁文，3且には連続爪形文が施されている。32は諸

磯式土器の日録部で，地文はR Lの単節縄文が施され，半裁竹管による押引文，円形刺突文，平行洗練などが

施文されている。33は称名寺式土器の体部で，沈線が施されている。34～45は加曽利E式土器である。34，35

は目線部で横方向の太い洗練が巡っている。36，37は体部片でR Lの単節縄文を地文に，洗練が施されている。

38～40はR L，41～45はLRの単節縄文が施されている。45には縦方向の洗練が施文されている。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　土　 地　 点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm） 高 さ（cm） 孔径（cm ） 重量（g ）

第11図46 土　　　 玉 径　　 （．2．6） （2．3） 0．9 （11．7） 表　　　　　　　 採 D P l

47 泥　 面　 子 2．1 1．8 0．8 － 2．6 表　　　　　　　 採 D P 2

48 泥　 面　 子 2 ．7 2．3 0．7 － 3．4 表　　　　　　　 採 D P 3

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　 質 出　 土　 地　点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量（g ）

第11図49 石　　　 鍍 （2．6） （1．5） （0．4） （0．7） チャー ト 表　　　　　　　 採 Q l

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質 出　 土　地　 点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第11図50 釘 7．1 1．7 0．7 15．9 鉄 表　　　　　　　 採 M l
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第11図　遺構外出土遺物実測・拓影図
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第4章　内路地台遺跡

第1節　遺跡の概要

内路地台遺跡は・霞ヶ浦の西方約3・5km，右粗貝塚東遺跡の北北東約850mのところにあり，霞ヶ浦に流れ込

む花室川の右岸，標高約20～25mの台地縁辺上に位置し，調査面積は960mZで，現況は山林である。

今回の調査で確認した遺構は，竪穴住居跡2軒（平安時代），火葬墓2基（平安時代）及び土坑7基である。

2軒の住居跡は台地の南縁辺部で確認し・第1号住居跡が第2号住居跡を包み込む形で重複している。また，

土坑の多くも台地の南側縁辺部に分布している。

出土遺物は・縄文時代早期・前期，後期の土器片，平安時代の土師器片（杯，嚢，甑，鉢），須恵器片（杯，

嚢，甑，高台付杯，盤）及び鉄鉱などである。

第2節　基本層序

調査区内（Alk7区）にテストピットを設け，

第12図に示すような土層の堆積状況を確認した。

なお，表土除去により耕作土等は取り除かれ

ている。

第1層は，40－45cmの厚さで，褐色のソフト

ローム上層である。

第2層は，35－40cmの厚さで，褐色のソフト

ローム下層である。

第3層は，20－30cmの厚さで，鈍い褐色のロ

ーム層である。

第4層は，35－45cmの厚さで，褐色のハード

ローム層である。

第5層は，15－25cmの厚さで，粘土ブロック

を少量含む鈍い褐色のローム層である。　　第12図　基本土層図

第6層は，15－20cmの厚さで，鈍い褐色の粘土層である。

住居跡等の遺構は，第1層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物

当遺跡では，竪穴住居跡（平安時代）2軒，火葬墓（平安時代）2基及び土坑7基を確認した。遺構は覆土

が薄いことや樹木や篠竹の根による撹乱を受けており，遺存状態は良くない。住居跡は調査区南端の台地縁辺

部に位置し，第1号住居跡は第2号住居跡を拡張して構築している。
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且　竪穴住属・跡

第瑠号住居跡（第且4回）

ゝ
『

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L I　　　」

合
出
リ
γ
～

第掴図　第　◎　号住居跡実測図

位置　調査区の南部，B2e2区。

重複関係　本跡は，第2号住居跡を拡張して構築しているので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．44m，短軸3．22mの隅丸方形である。

主軸方向　N－115い－E

壁　壁高は約42cmでタ　外傾して立ち上がる。
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床　ほぼ平坦で，踏み固めは弱い。

ピット　Plは長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さは15emの入り口施設に伴うピットである。

竃　南東壁中央からやや南寄りを壁外に25cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ且30cmタ

幅115emである。両袖とも痕跡を残す程度で，火床部はわずかに掘り込まれ赤変硬化した焼土が薄く堆積し

ている。煙道部は，火床面から約45度で立ち上がっている。

志士層解説

i　灰褐色　ローム粒子0粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　4　灰褐色　砂粒少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒千微量　　　　　　　　5　褐　色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量

3　褐　色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　6　褐　色　ローム粒千中鼠　焼土粒子・炭化粒千微量

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子。炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量

5　褐　色　ローム粒子多量

6　暗褐色　炭化物・ローム粒子少鼠　焼土粒子微量
7　暗褐色　ローム粒守一・粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片133点，須恵器片27点，鉄鉱1点及び混入と思われる縄文土器細片4点が出土し

ている。1の土師器杯は東電内，3の土師器杯は北竜から出土している。5の土師器杯及び13の須恵器杯は

ともに覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土した遣物から，10世紀前半の住居跡と考えられる。

第且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（心 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 を色講 e焼成 備　　　 考

第 15 図 杯 Å 13．6 口綾部一部欠損。平底。体部は直線 口縁部内 ・外面ナデ。底部外面へ ラ 長石 ・石英 ・雲母 P 1　　　　 95％

1 土　 帥　 器 B　 3 ．9

C　 6 」

的に外傾 して立 ち上が り，目線部 は

わずかに外反する。

削 り後ナデ。 砂粒

鈍い橙色　　 普通

覆土中層

2

杯 A 13．0 体部から目線部一一部欠損。平底。体 目線部内 ・外面ナデ。体部外面ナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 2　　　　　 70％

土　 師　 ＿器 B　 4．3

C　 6．9

部は直線的に外傾 して立 ち上が り，

目線部はわずかに外反する。

体部外面下端回転へラ削 り後ナデ。 スコリア

鈍い橙色　　 普通

覆土中層

3

杯 B （3鳶） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部か ら底部内面へラ磨き。底部外 長石 ・雲母 ・砂粒 P 3　　　　　 40％

土　 師　 器 C　 8．4 体部は内攣 しながら立ち上がる。 面へ ラ削り後ナデ。 スコリア

鈍い橙色　　 普通

覆土下層

内面黒色処理

4

杯 A 〔10．6〕 底部から目線部にかけての破片。平 口縁部内 。外面ナデ。体部内面横方 雲母 ・砂粒 P 4　　　　　 20％

土　 師　 器 B　 3．8 底。体部は内攣 しながら立 ち上が り， 向の丁寧なヘラ磨 き，外面下端へラ 鈍い黄橙色 覆土

C 〔5．4〕 目線部は直線的に外傾する。 削 り後ナデ。底部内面へラ磨き，外

面へラ削 り後ナデ。

普通 内面黒色処理

5

杯 B （3．4） 底部から目線部にかけての破片。平 口縁部内 ・外面ナデ。体部から底部 長石 ・石英 ・雲母 P 5　　　　　 50％

土　 師　 器 C　 5．9 底。体部は内攣 しなが ら立ち上が り， 内面へラ磨 き。 小石 ・スコリア 覆土下層

口綾部は下端で小 さな稜を作って内

攣気味に外傾する。

橙色

普通

内面黒色処理

6

婆 A 〔21．4〕 底部から日綾部にかけての破片。平 目線部内 ゆ外面横方向のナデ。体部 長石 ・雲母 ・砂粒 P 6　　　　　 60％

土　 帥　 器 B　29 ．7 底。体部は直線的に外傾 して立ち上 上位縦方向のヘラ削 り，中位斜め方 鈍い橙色 覆土中層

C 〔7．4〕 が り，頚部は 「く」の字状に折れる。

目線部は直線的に外傾 し，端部は真

上につまみ上げ られている。

向のヘラ削 り，下位横方向のヘラ削

り。

普通 底部木葉痕ノ

7

聾 A　22．2 体部から日綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 7　　　　　 40％

土　 師　 器 B （29．0） 部は内攣 しながら立ち上が り，頚部

は強く外反する。目線端部は真上に

つまみ上げられ，中央 に沈線が巡る。

砂粒

鈍い橙色

普通

覆土

8

棄 Å〔22．4〕 体部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 8　　　　 20％

土　 師　 器 B （18．2） 部は内攣 しながら立ち上が り，頚部

は緩やかに外反する。日録部は外傾

し，端部はつまみ上げ られている。

鈍い赤褐色

普通

覆土下層

9

嚢 B （19 ．1） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部外面一部へ ラナデ。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 9　　　　　 30％

土　 師　 器 C　 7．0 体部は直線的に外傾 して立ち上がる。 鈍い橙色 覆土中層

底部内面やや上げ底気味。 普通 底部木葉痕
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第15図　第1号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 券　 種　 拉 離 潤）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎か 鮎 酎 別 項 ・傍＋ 考

第　日 図 磐　　　 1 1∴0　　 休部から目線部にかけての破片．休　 日縁部内 ・外面横方向のナナ． 長石 ・石英 ・雲母　 P l（1　　　 30％

10 士　 帥　 器　 H t 9 J ）1 部は球状に内増し，頭部は様やかに スコリア　　　　　 席上中層

外反するい　目線端部は斜め十方につ 明赤褐色

まみ十げられている㍉ 普通

鼠温

磐　　　 人目4．01 休部から目線部にかけての破片㍉休　 日縁部内 ・外面横方向のナデ．休部 長石 ・石英 ・雲母　 P l1　　　 20％

土　 師　 器　 勘 ＝J ）　 部は内増しながら立ちI十が 年　 頭部　 下端外面横方向のヘ ラ削 り㍉ スコリア　　　　　 将士下層

は 「く」の字状に折れる． 目線部は 鈍い赤褐色

外傾 し，端部は斜め十方につまみ士 普通

けられ，中央 を沈線が巡る㍉

12

轍　　　 8 （17．両　 底部から休部にかけての破片㍉ （目し　 体部内面十位横方向の磨き㍉体部外 長石 ・石英 ・雲母　 P 12　　　　 40％

工　 帥　 器　 L　m ．2　　 式㍉　底部中央円孔 1 ，周辺に木の葉　 面十位横方向のヘラ削 り，下位縦方 小石　　　　　　　 将士中層

状孔 5 ㍉　　　　　　　　　　　　　　　 向のヘラ削り． 橙色　　　　 普通

温3

杯　　　 A 〔8．11　 底部から目線部にかけての破片．辛　 目縁部内 ・外面ナデ．休部外面下端 長石 ・石英 ・雲母　 P 13　　　　 20％

須　 恵　 器　 8　 3．8　　 底い体部，目線部は直線的に外伸 し　 手持ちへラ削 り㍉ 灰白色　　　　　　 将士下層

C 〔6．2〕　 て立ち上がる。 普通

且複

盤　　　 A 白 ．自　 高台部から目線部にかけての破片．　 目線 部内 ・外面ナナ㍉ 長石 ・石英 ・雲母　 P 31　　　 帥％

須　 恵　 器　 B　 4」　　 平底．付高台㍉高台は直線的に垂下 吠オリーブ色　　　 将士中層

勘 8．弔　 する㍉底部は緩やかに攣曲する㍉　＝ 良好

E l．7　　 線部 は直線的に外傾するい

遜≡≡≡≡三三≡
一　′　　　　　　　　　　　′′　′

位置　調査区の南部，B2e二＿Z区。

ハ　∴　　′　′　　　、．　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　′

．　　　　　　－　：　　　′　′　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　、．

nl）の隅丸方形と推定される。

主軸方向　N一一121い1－1－1－F E

床　第1号住居跡とほぼ同じ床面である。

ピット　Plは長径50cm，短径30emの不整楕円形で，深さは15emの入り口施設に伴うピットである。

竃　北壁中央部を振り込んで構築されていたものと思われ，後に本跡を拡張して構築された第1号住居跡の壁

面にも，当遺構に伴うものと思われる15emほどの掘り込みが確認できる。砂質粘土で造られた袖部と赤変碓

ヽ一　　　′ノ　　　　′　ノ　へ　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　、′　　　′　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　J

使用されていたものと考えられる。

窓土層解説

1灰褐色　焼土粒J’・・粘土粒Jr一少量．炭化粒J’一・砂粒微量　　　　　5　褐　　色　ローム勘二多量1焼十プロい．′ク・右目二ブロック少量，炭化粒子徹家

2　鈍い褐色　粘土ブロック多量，焼巨粒子・炭化粒日放量　　　　　　6　褐　　色　しトーム粒J「・・粘1二ブロック少軋　焼‖甘十微量

3　灰　褐　色　精工ブし「ソク少量，焼巨粒イ・・炭化粒自敬呈　　　　　　7　褐　　色　U－ム粒J’一多量，精工ブLJ、ソク中量

Jri　鈍い褐色　粘1二プロ・ソク多量，焼十粒J’一・歳化粒J’・・砂粒少量　　　8　褐　　色　しトム粒川一量，しブーム小ブしトノク少量

貯蔵穴　北東コーナーに位置し，長径80cm，短径70cmの不整［‾Ij形で，深さは65cmである。黒褐色土が堆積して

いる。底面は平川で，壁は外傾して立ち上がる。

遺物　出土していない。

所見　本跡を拡張して第1号住居跡が構築されていることや，本跡の竃が第1号住居跡においても使用されて

いると思われることから，第1号住居跡とほとんど時期差がない10世紀前半の住居跡と考えられるし、
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表3　内路地台遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位置

主軸方向

（長軸方向） 平　面　 形

規　 模（m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm ） 床面

内　 部　 施　 設
竃 獲土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

新旧関係（古→新）主柱穴 貯蔵穴 ピット 入口

1 82e2 N －115L E 隅　 九　 方　 形 3．44 ×3 ．22 42 平坦 － － － 1 1 自然 土師掛杯・棄・勘 ，須恵器（杯・
高台付杯・尭），縄文土乳鉄鍍 SK7→SI 2→本跡

2 B2 e2 N －21L E 隅　 丸　 方　 形 2．55×2．36 32 平坦 － 1 － 1 1 自然 SK 7 →本跡→Sl l

2　土坑

当遺跡で確認した土坑7基のうち，2基について解説を加え，他は計測値を一覧表にまとめ，実測図を掲載

する。

第2号土坑（第16図）

第16図　第2号土坑・出土遺物実測図

位置　調査区北部，B2el区。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．17mの楕円形で，深さは0．43mである。

長径方向　N－510－E

壁面　外傾して立ち上がる。　　底面　皿状である。

覆土　人為堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　ローム小ブロック少量

4　褐　色　ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から，土師器片32点及び縄文土器片4点が出土している。1の土師器鉢及び2の土師器嚢は覆土

上層から出土している。

所見　遺物は，主に覆土上層から出土しており，時期や性格等は不明である。
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第2号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 16 図 鉢 A 〔24 滴〕 底部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。体部内面横方 長石 ・石英 ・雲母 P 14　　　　　 45 ％

1 土　 師　 器 B 12．9 部は内暫 しながら立ち上がり，口緑 向のヘラ磨き，外面横方向のヘ ラナ 橙色 覆土上層

C 〔13．8〕 端部はつ まみ出されている。 デ。 普通 内面黒色処理

2

要 B （7．7） 休部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横方向のナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 15　　　　　 5 ％

土　 師　 器 部は内野 しながら立ち上が り，頚部

は 「く」の字状に折れる。口緑端部

はつ まみ上げ られている。

橙色

普通

覆土上層

第5号土坑（第17図）

第17図　第5号土坑・出土遺物実測図

位置　調査区北部，Ble8区。

規模と平面形　長径2．97m，短径1．78mの不整楕円形で，深さは0．38mである。

長径方向　N－680－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。
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希土　自然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　色　ローム粒J’・中量，炭化粒J’ム微量

2　褐　色　ローム粒J’・多量，ローーム小ブし「′ク少量，炭化粒J’・微量

二i　暗褐色　tlトーム小ブしトノク・し1－ム粒子少量

ノ　’　　ノ　．　　　ノ　　ーミ、プ　　′’－　　．∴．＼′　こ　ノ・、．、：′、－　　　　′、．　　ら　　ノ　　　ミ′∴
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‾．．巧㌧、　　　ハ．　′‘、′、・′．　　ノ｝＼！）．　　ハ．十、′′、ニC、、、、へ／、ノ、‥・言。

ノ　　　　、．、‾十ノ。冥＿、

図版番可　 器　 種　 拉 測億潤）　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色調 0焼成 i 備　　 考

第 17 図　　　 皿　　　 A 白4．21　 体部から目線部にかけての破片㍉体 目線部内 ・外面ナデ㍉　目線部から体 長石 ・雲母　　　　 P 16　　　 10 ％

l　　 土　 師　 器　 鋸 1．7う　 部はわずかに内暫 し，目線部は外反 部内面へラ磨き。 鈍い褐色　　　　　 樟土工層

する。 普通　　　　　　　 内面黒色処理

高 台 付 皿　 H （L 7日　 底部か ら休部下位 にが ナての破片㍉ 休部内面へラ磨 き． 長石 ・実母　　　　 P 32　　　　 川％

2　　　 千　 帥　 器 鈍い褐色　　　　　 覆十十層

普通　　　　　　　 内面黒色処理

墨書 『大部』か

棄　　　 A は1．0〕　 休部から目線部にかけての破片い体 目線部内 ・外面種方向のナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母　 P 17　　　　 20％

3　　　 子　 帥　 器　 H ＝軋8）　 部は内攣 しながら立 ち十が り，頭部 鈍い橙色　　　　　 将士十層

は緩やかに外反する㍉　目線端部は真

上につ まみ上げられている。

普通

婆　　　 B （5．7）　 底部から体部にかけての破片。平底。 体部外面下位横方向のヘラ削 り予 長石 ・石英 ・スコ　 P 18　　　 10％

土　 師　 器　 C　相の　　 体部は直線的に外傾 して立ち上がる。 リア　　　　　　　　 楷土工層

鈍い橙色　　 普通

磐　　　 H （9」）「底部から休部にかけての融仕上 休部 休部外面下位疎に同心円状の叩 き＝ 長石 ・石英 ・雲母　 P 19　　　　 20％

須　 恵　 器　 C　は。　　 ほ内暫 しなが ら立ち上がる。 が施 されている。 砂粒　　　　　　　 席上上層

吠褐色　　　 普通

／
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表4　内路地台遺跡土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　　 考

新旧関係 （古→新）長径×短径（m ）深 さ（cm ）

1 B2d 3 N －44と－E 楕　 円　 形 1．46　× 1．25 40 緩傾 皿状 自然 土師器片（高台付杯 ・登）

2 B2e l N －51L E 楕　 円　 形 1．96　× 1．17 43 外傾 皿状 人為 土師器（整 ・鉢 ）．縄文土器

3 B2d l N －71L E 円　　　 形 1．23　× 1．20 52 緩傾 皿状 自然 縄文土器 SK4 と重複（新旧不明）

4 82d l N －72と－E 楕　 円　 形 （1．25〕× 1．07 29 緩傾 皿状 自然 縄文土器 SK 3 と重複（新旧不明）

5 Ble 8 N －68と一W 不整楕円形 2．97　× 1．78 38 緩傾 皿状 自然 土師器（皿・高台付皿・凱 須恵掛杯・凱 縄文土器

6 Alj o N 一日L E 不整長楕円形 3．39　× 1．48 5 2 緩傾 皿状 自然 土師器（要）、須恵器（杯）

7 B2d z N －66 L E 不整楕円形 2．30 ×（0．65） 42 外傾 平坦 自然 SK 7 →SI 2 －→Sl l

3　火葬墓

第1号火葬墓（第19図）

二二l
叫

旦22．6m　2

〕
0　　　　　　　　　1m

「－…－　ト一一一…l

第19図　第1号火葬墓・出土遺物実測図

位置　調査区の中央部，B2el区。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．25mの不整楕円形で，深さは0．37mである。

長径方向　N－220－E

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。　　底面　皿状である。

覆土　土層中のロームブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土居解説

1暗褐色　炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼

土粒子微量

10cm

！一一一‥－・l十－一一一一l一一1

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片6点，須恵器片2点及び流れ込みと思われる縄文土器片1点が出土している。2

の須恵器の嚢に1の土師器の片口鉢で蓋をした蔵骨器が底面近くから出土しており，蔵骨器中には火葬骨と

思われる小骨片が入れられている。
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所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の火葬墓と考えられる。

第1号火葬墓出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 19 図 片　 口　 鉢 A　26．0 底部か ら口綾部にかけての破片。平 口録音β内 ・外面ナデ。休部内面へ ラ 長石 ・雲母 P 20　　　　 70％

1 土　 師　 器 B　 7．1 底。体部，口綾部は内野 しなが ら立 磨 き。輪積痕が明瞭に残る。底部内 鈍い橙色 覆土

C 16．4 ち上がる。口縁部に l か所注 ぎ口が

付けられている。

面へラ磨 き。 普通 内面黒色処理

2

要 A　21．4 口縁部一部欠損。平底。体部は直線 口緑部内 ・外面横方向のナデ。休部 長石 ・石英 ・雲母 P 22　　　　　 90％

須　 恵　 器 B　30．0 的に外傾 して立ち上が り，頚部は緩 外面平行叩 き，外面下位横方向のへ スコリア ・小石 底面

C 17，0 やかに外反す る。口綾部は外傾する。 ラ削 り。 灰白色　　　 良好 器内に火葬骨

第2号火葬墓（第20図）

｛′怒：：：④

／

＼

チ

第20図　第2号火葬墓・出土遺物実測図

嘗〉♂

ト一一一一一一一十一・一一　…一一」

位置　調査区の中央部，Ble7区。

規模と平面形　撹乱により遺構の底面だけが確認されたが，長径〔1．06〕m，短径〔1．04〕mの円形と思われる。

長径方向　N－670－W

底面　皿状である。

遺物　底面から，土師器片10点及び須恵器片10点が出土し，わずかではあるが骨片が出土している。須恵器片

の焼成や調整法は，第1号火葬墓の蔵骨器と極めて似通っている。1の土師器杯，2の土師器鉢及び3の須

恵器嚢は，いずれも底面から出土している。

所見　本跡は，第1号火葬墓と形状や出土遺物が似通っていること及び骨片が出土していることから，平安時

代の火葬墓と考えられる。

第2号火葬墓出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 20 図 杯 B （6．3 ） 休部片。体部は内増 しながら立ち上 休部内面へラ磨 き。 長石 ・雲母 P 24　　　　　 5 ％

1 土　 師　 器 がる。 鈍い橙色

普通

覆土

内面黒色処理

休部外面墨書

2

鉢 B （4 ．8） 底部から休部下位にかけての破片。 休部から底部内面横方向の丁寧なへ 長石 ・石英 ・スコ P 2 1　　　 10％

土　 師　 器 C 〔10 ．6〕 平底。休部 は内野 しなが ら立ち上が ラ磨 き。体部外面下端へラ削 り。 リア 覆土

る。 鈍い黄橙色

普通

内面黒色処理

底部外面墨書
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図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

3

嚢 B （6 ．9） 休部上位片。体部は内題 しながら立 休部上位外面平行叩 き。 長石 ・雲母 P 23　　　　 20％

須　 恵　 器 ち上がる。 灰オリーブ色

普通

覆土

表5　内路地台遺跡火葬墓一覧表

番号 位置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考

長径×短径（m ）深さ（dm）

1 8 2e l N －22 L E 不整楕円形 1．40　× 1．25 37 後傾 皿状 人為 土師器（杯 ・登 ・鉢）周 恵器（登・蓋）

2 Ble 7 N －67 L w 円　　　 形 〔1．06〕×〔1．朋〕 不明 不明 皿状 不明 土師器片（杯 ・鉢），須恵器（要）

4　遺構外出土遺物（第21図）

rlヰ∴

キ∵こ　44・′ノγ　－
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第21図　遺構外出土遺物実測・拓影図

遺構外出土遺物観察表
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図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 21 回 土不 A 〔15．2〕 休部片。体部は内野しながら立ち上 口縁部内 ・外面ナデ。体部外面下位 長石 ・石英・雲母 P 25　　　　 20％

1 土　 師　 器 B （3 ．8） がり，ロ緑部は外反する。 横方向のヘラ削り。 褐灰色

普通

覆土

口綾部油煙付着
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図版番号 器　　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色譲巨 焼成 備　　　 考

第 21 図 高 台 付 皿 A 〔13．1〕 高台部か ら目線部にかけての破片。 口縁部内 ・外面ナデ。高台部内 ・外 長石 ・石英 ・雲母 P 26　　　　　 50％

2 土　 師　 器 B　 2．4

D　 7．1

E　 O．5

平底。付高台。高台は短く端部が薄

くなる。体部，目線部は直線的に外

傾 して立ち上がる。

面ナデ。 スコリア

鈍い黄橙色

普通

覆土

3

高 台 付 皿 B （2．4） 高台部から底部にかけての破片。平 高台部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 27　　　　 20％

土　 師　 器 D 〔6．0〕

E　 O．9

底。高台は薄 く短 く直線的に垂下す

る。

褐灰色

普通

覆土

4

皿 体部片。体部は直線的に外傾 して立 口縁部内 ・外面ナデ。日綾部から体 長石 ・石英 ・雲母 P 30　　　　 10 ％

土　 師　 器 ち上がる。 部内面横方向のヘラ磨き。 スコリア

鈍い黄橙色

普通

覆土

内面黒色処理

体部外面墨書

5

小　 形　 皿 A　 5．4 底部から日綾部片。平底。体部，口 日録部内 ・外面ナデ。底部回転系切 長石 ・石英 P 28　　　　 40％

土　 師　 器 B　 L l

C 〔4 ．2〕

縁部は直線的に外傾 して立ち上がる。 り。体部外面下端へラ削 り。 橙色

普通

覆土

口綾部油煙付着

6

甑 A 〔26 ．6〕 体部から目線部片。体部は内攣 しな 口縁部内 ・外面ナデ。体部に明瞭な 長石 ・小石 P 29　　　　 30％

須　 恵　 器 B （25 ．5） がら立ち上が り，日綾部はわずかに

外反する。体部上位 に一対の把手が

付 く。

輪積痕。 鈍い黄色

普通

覆土

7十mは縄文時代早期中葉の三戸式土器である。7～9は目線部片で，7は日録部に半裁竹管による押引文

が施され，目線端部に刻み目がある。体部には縦と横方向の洗練が施されている。8，9は横方向の沈線が施

されている。且0，mは体部片で，10は横方向の平行洗練の上下に連続刺突文が施され，紺ま洗練が横方向に施

されている。12は早期中葉の田戸下層式土器の休部片で，半裁竹管による横方向の連続爪形文が沈線間に施さ

れている。13は早期後葉の茅山式土器の体部片で，胎土は繊維を含み，表◎裏面に貝殻条痕文が施されている。

14は前期前葉の異浜式土器の体部片で，胎土は繊維を含みフ　Rl．の単節縄文が施されている。15－17は前期後

薬の浮島丑式土器である。15，16は目線部片で，R Lの単節縄文が施されている。17は体部片で，附加条1種

附加1条の縄文が施されている。18は前期後葉の諸磯式土器の口縁部片で，半裁竹管による爪形押引文が施さ

れている。19～22は後期前葉の堀ノ内式土器である。19，20は目線部片で，目線部に平行洗練が巡り，L Rの

単節縄文が施文され，地文として，20は複節の縄文が施されている。21，22は体部片で，21はL Rの単節縄文

が施文され，22は沈線が施されている。23は晩期前葉の安行Ⅲa式土器の目線部片で，三叉文，下向弧線文及

び洗練が施され，部分的に縄文が施文されている。

第4節　まとめ

内路地台遺跡の今回の発掘調査では，竪穴住居跡2軒学　士坑7基及び火葬墓2基が確認され，遺構から土師

器及び須恵器，遺構外から縄文土器片が出土している。ここでは，遺構と遺物について，時期ごとに簡単にま

とめてみたい。

温　縄文時代

この時期に該当する遺構は確認されていない。出土した縄文土器は，縄文時代早期中葉の三戸式及び田戸下

層式，早期後葉の茅山下層式，前期前葉の窯浜式，前期後葉の浮島式及び諸磯式，後期前葉の堀之内式，晩期

前葉の安行Ⅲ式と多時期にわたっているが，いずれも細片で極めて少量である。

縄文時代には，この地に住居を構えず，狩猟や採集の場として利用していたものと考えられる。
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2　平安時代

この時期に該当する遺構は，住居跡2軒と火葬墓2基である。

（1）住居跡

住居跡2軒は，B2e2区の南向きの台地縁辺部に位置し，谷を挟んで念代遺跡と対略している。第2号

住居跡を一回り大きく改築して，第1号住居跡が構築されている。第1号住居跡は東向き竃及び入日ピッ

トをもち，第2号住居跡は北向き竃，貯蔵穴及び入日施設に伴うと思われるピットを持っている。東向き

竃をもつ第1号住居跡に，第2号住居跡で使用されたと思われる北向き竃が取り壊されずに残っていたこ

とから，第1号住居跡構築後も第2号住居跡の北向き竃が引き続き使用されていたものと考えられる。こ

のことから，第1号住居跡と第2号住居跡は，北竜から東竃に竃を移し変える時期の重複した住居跡と考

えられる。

時期は，第1号住居跡の東竃から，日録部径に比して底部径が小さく，日録部が外反する土師器の杯が

出土していることから，10世紀前半に位置付けられる。

（2）火葬墓

第1号火葬墓はB2el区に位置し，長径1．40m，短径1．25mの不整楕円形で，確認面からの深さは37cm

である。火葬骨の入った須恵器の嚢は正位に置かれ，逆位の土師器の片口鉢で蓋がされていた。蔵骨器と

して使用された須恵器の賓は，体部外面に縦方向の平行叩き目が施され，蓋として使用された土師器の片

口鉢は，内面を横方向にヘラ磨きされ黒色処理されている。嚢は，形状や調整手法から9世紀前半のもの

である。

第2号火葬墓はB且e7区に位置する。推定径1m余りの円形と思われる。表土が薄く確認の段階ですで

に底面近くまで木や篠竹の根による撹乱を受けている。遺物は須恵器の嚢と小骨片が出土した。嚢は，形

状や調製手法から9世紀前半のものである。

参考文献

吉沢　悟　『茨城県における古代火葬墓の地域性一土浦市立博物館保管の蔵骨器の資料紹介および県内

事例の修正から－』　土浦市立博物館紀要第6号1995年3月

国立歴史民族博物館　『葬墓制と他界観』　国立歴史民族博物館研究報告第49集1993年3月
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第5章　念　代　遺　跡

第1節　遺跡の概要

念代遺跡は，霞ヶ浦の西方約3・2kmのところにあり，霞ヶ浦に流れ込む花室川の右岸，標高15～20mの台地

縁辺上に位置し，調査面積は4，756nfで，現況は畑及び山林である。

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡1軒，平安時代の竪穴住居跡19軒，竪穴状遺構2基，その他に土坑

82基，溝4条，地下式墳4基，道路跡1条を確認した。

遺物は，土師器（杯，高杯，襲，甑，高台付杯，鉢），須恵器（硯，杯，高台付杯，盤，賓，蓋），土師質

土器（皿，内耳鍋，捨鉢），土製品（土玉，管状土錘，紡錘車），石製品（砥石），金属製品（誇帯，刀子，

鎌，釘），陶磁器片及び古銭が出土している。

第2節　基本層序

調査区内（Cli8区）にテストピットを設定し，第22図に示すような土層の堆積状況を確認した。

なお，表土除去により耕作土等は取り除かれて

いる。

第1層は，15－30cmの厚さで，褐色のソフトロ18．8m－

ーム上層である。

第2層は，25－30cmの厚さで，粘性がやや強く

締まりの強い明褐色のハードローム層である。

第3層は，10－25cmの厚さで，鈍い褐色の粘土18・2

層である。

第4層は，15－20cmの厚さで，粘性，締まりと

もに強く，砂粒を少量含む鈍い褐色の粘土層であ

る。

第5層は，20～45cmの厚さで，粘性，締まりと

もに強く，砂粒を中量含む鈍い褐色の粘土層であ

る。

第6層は，5cm前後の厚さで，締まりの強い橙

色の砂層である。

第7層は，10－15cmの厚さで，締まりが強く粘

土を少量含む橙色の砂層である。

17．6

110　－
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l°°°°°°°°°°°°°°°°°°°°°°°H H H H H H　…1．dHl H H＝●1
°　±＿ナノし■　°°●°°°

第22図　基本土層図
第8層は，25－30cmの厚さで，小礫を少量含む

褐色の砂層である。

第9層は，10－30cmの厚さで，指で押すと砂粒が崩れる明褐色の砂層である。

第10層は，15－25cmの厚さで，赤みを帯びた褐色の砂層である。
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第11層は，0－20cmの厚さで，粘土を少量含む鈍い樟色の砂層である。

第12層は，10－20emの厚さで，締まりのある鈍い橙色の砂層である。

住居跡等の遺構は，第1層上面で確認した。

／′：壬′‾′　　∴′、㌧こ′．「、ナ

－′＼∴　・．二ュ

当遺跡では　古墳時代の竪穴住居跡　軒　平安時代の竪穴住居跡臓軒を確認して折る。住居跡は南側にÅり

込んだ谷に向けて傾斜するなだらかな斜面上に立地している。

．∴　．了、‾二∴ノ　工！言′′く′

位置　調査区の北部，A3i6区。

重複関係　本跡は，第1号竪穴状遺構を人為的に埋めて構築している。

規模と平面形1一一辺が3．72111の隅丸方形である。

．、′　　　　－　‥　ノ′

壁　壁高は15－20cmで，緩やかに外傾しながら立ち上がる。

床　平声Iで，踏み固めは弱い。

ノ＼　′′　十′ノ　′　　へ一：′　　’　　　い′く∴‾′－一、‥　・工　言　‾　　′′、、っ′、ノ　ー　′：・こ、1ニ　・．、、′′．′′．　ノ　＿．、、′′

、　′、′′′∴、∴′　言、、：　．′、1、．．　′，一。　′′′′　　ノ・言J′．て．　　　′ノ′，（、′．　言、　ノ、

細，P7は径30cmの円形で，深さ46cmのピットであるが，性格は不明である。

竃　北壁中央部を壁外に且5cm程掘り込んで診　砂質粘土で構築されている。規模は長さ鮒cm　幅拍動mである。

磯部は比較的良好な状態で残軋　火床部は平坦でわずかに焼土ブロックが堆積している。煙道は　火床面か

ら緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色
2　褐　色

二1　暗褐色

・4　褐　色

5　暗赤色

6　褐　色

焼士ブロック・粘土ブロック少量
白砂【巨鼠　粘土ブロック少鼠　焼土粒子微量

粘土ブロック少量，焼土粒千微量
粘土ブロック・山砂少鼠　焼土粒子微量
焼土粒子多鼠　粘土ブロック・山砂少量
焼土ブロック多鼠　炭化粒子微量

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土層解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

4　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒J’一微量
5　暗褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
（i　褐　色　粘土ブロック少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土中から　土師器片蟻点　須恵器片8鋭蕪及び土王　点が出土している。主に夢　中の上層から出土し

ている。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の住居跡と考えられる。
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第23図　念代遺跡全体図
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第24図　第1号住居跡実測図
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第25図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i i

図版番号器　　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第25囲小　型　碧A〔10．3〕体部から口綾部にかけての破片。体目線部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母Pl　　　　15％

1土　師　器B（3．8）部は内攣しながら立ち上がり，頸部

は「く」の字状に折れる。口綾部は

直線的に外傾する。

赤色

普通

覆土中層

2

土不B（1．4）底部から体部にかけての破片。平底。休部外面下端回転へラ削り後ナデ。長石・石英・雲母P2　　　　　30％

須　恵　器C（7．5）体部は直線的に外傾して立ち上がる。

底部内面がわずかに窪む。

底部外面回転へラ切り後へラナデ。砂粒

灰色　　　　普通

覆土中層

3

甑B（14．4）体部片。休部はわずかに内野しなが体部外面上位平行叩き，下位横方向長石・石英・雲母P3　　　　　20％

須　恵　器C〔15．2〕ら立ち上がる。 のへラナデ。体部内面指頭圧痕。スコリア

褐色

普通

覆土中層

図版番号器　　種

計　　　測　　　値

出　土　地　点 備　　　　　　　　　　考
径（cm）高さ（qm）孔径（cm）重量（g）

第25図4土　　　玉（3．2）（2．0）（0．8）（19．4）覆　土　中　層DPl

5土　　　玉（3．の（3．2）（0．8）（21．4）覆　土　中　層DP2

第3号住居跡（第26図）

位置　調査区の中央部，B3a4区。

重複関係　本跡は，第14号住居跡及び第20号住居跡を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　東側は調査区外（道路）に延びていて，全体は確認できないが，長軸5．47m，短軸〔3．73〕m

と推定される。北西及び南西コーナーは隅九である。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は20－35cmで，外傾して立ち上がる。

床　凸凹。ロームに黒色土が混じった土で貼り床がされ，全体が硬く踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径50cm前後の円形で，深さが35－40cmの主柱穴である。

竃　北壁中央部を壁外に60cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ95cm，幅105cmである。

竃に向かって右袖部は，一部調査区外へ延びている。火床部は約15cm掘り込まれ，赤変硬化した焼土が薄く

堆積している。煙道は，火床面から緩い傾斜で立ち上がる。
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第祁図　第3・20号住居跡実測図
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窓土層解説

1　黒褐色　焼上′トハト′ク・机上ブし「ノク少量，炭化粒J’一微量

2　暗褐色　粧「ブしトノク中量，焼「粒子少量，炭化粒召敬量

こう　黒褐色　焼土中プロ・ソク多量，粘1二ブしト′ク少量，炭化粒j’一微量

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説

1　暗褐色　机上小ブロック・粘土粒J’少量，炭化粒J’一・ローム粒子徴呈重呈二

2　暗褐色　ローム粒J’一・粘I一二中プロ・ソク・粘土小プロ、ソク少量，焼

士粒J’一・歳化粒Jr一微量

‘1　暗褐色　焼吊J白’一・歳化粒J’－・粘土ブtブック少芸書呈：

5　暗赤色　粘上ブしトノク多量，焼‖甘十微量

（i　褐　色　焼上プロ・ソク・粘土ブロック少量，炭化粒J’一微量

3　褐　色　焼上粒子・尉ヒ粒J∴ロ・－ム粒J’一・粘巨ヰ】ブロック・軋吊打・少；表：

4　褐　色　ローム粒千中量，焼土粒J’一・炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒川－；I一呈1粘土粒J’・少量，焼土粒r4炭化粒子微量

遺物　覆土中から∴土師器片293点，須恵器片83点，鉄鉱1点及び陶器片4点が出土している。3の土師器の

婆は床面から，3を除く1－8は覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，8世紀後半の住居跡と考えられる。

望
遠

が
…
戦
機

／′‾　′、′ノ，一一ノー　　．、ノー・1．ノ言、ノミ

第3号住居跡出土遺物観察表

輔 離 「 話　 種 計測値（料 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴＋ 匪 日 掛 舶 備　　　 考

第 27 図　　　 磐 A は3．0〕 休部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 6　　　　　 5 ％

1　　 土　 師　 器 勘　 7．8） 部は内暫 しながら立ち上が り，頭部 橙色 覆土

で水平方向に強 く折れて聞 く。目線

端部はつ まみ上げられている。

普通

磐 A 〔26 ．6〕 休部から＝縁部にかけての破片ナ体 ＝縁部内 ・外面ナデ．　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 7　　　　　 5 ％

2　　　 土　 師　 器 勘 6．7） 部は内暫 しながら立ち上がり，頭部 スコリア 穫土

で強 く外反する小　目縁部は斜め十方 鈍い橙色

に直線的に外伸 し，端部も斜め上方

につまみ上げられている。

普通

婆 A 〔21．0〕 体部から＝縁部にかけての破片㍉体 目線部内 ・外面ナデ．体部内 ・外面　 長石 ・石英 ・雲母 P 8　　　　　 5 ％

3　　　 土　 師　 器 勘　 7．9） 部は内暫 しなが ら立 ち上が り，頸部 ナデ㍉ 砂粒 ・スコリア 床面

で緩やかに外反する。日経端部は斜 橙色

め上方につ まみ上げられている． 普通
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図版番号　 器　 擾 序 潮位 潤）　 器 形 の 特 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 め色調 や焼成 i 備　 考

第 27 図　　　 磐　　　 A は8 ．8〕　 休部十位から目線部にかけての破片㍉

4　　　 土　 師　 器　 8 （5．7）　 休部十位はわずかに内暫 しなが ら立

ち上が り，頭部は 「く」の字状に折

れる。＝綾部は斜め十方に外傾する小

目縁部中位に接 を持つ。

目線部内 ・外面ナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母　 P 9　　　　　 ㌧％

鈍い薗橙色　　　　 将士

普通

杯　　　 A 白2．01　 底部から目線部にかけての破片。半 目線部内 ・外面ナデ∵　底部回転へラ 長石 ・石 英 ・雲母　 P 10　　　　 80％

5　　　 須　 恵　 器　 B　 4．0　　 底い休部，目線部は直線的に外伸 し 切 り後ナデい 灰 白色　　　　　　　 覆土

C　 6．4　　 て立ち上がるい 普通

杯　　　 A 白 ．幻　 底部か ら目線部にかけての破片い　半 目線部内 ・外面ナデい　底部外面へラ 長石 ・雲母　　　　　 P l1　　　 30％

6　　　 須　 恵　 器　 8　 3．7 底い休部は直線的に外傾 して立 ち十 切 り後ナヂい 吠白色　　　　　　 将士

C 白0．0〕　 が り，＝縁部 はわずかに外反するい 普通

杯　　　 A 白4 ．の　 底部から目線部にかけての破片．平 ＝縁部内 ・外面ナデい 雲母 ・砂粒　　　　 P 12　　　 10％

7 須　 恵　 器　 B　 4 ．6　　 底い休部，‖縁部は直線的に外傾 し 灰黄色　　　　　　 覆土

C 〔9．8〕　 て立ち上がるい 普通

杯　　　 A い0．8〕　 底部から目線部にかけての破片。辛 目線 部内 ・外面ナデ．休部外面に強 長石 ・石 英　　　　　 P 13　　　　 20 ％

8　　　 須　 恵　 器こ1 8　 3．6　　 底．体部は内増 しなが ら立ち上が年 いロクロ日を残す。 黄灰色　　　　　　 将士

C 〔6．0〕　 目線部は直線的に外傾す る。 普通

．工　　　∴ノ，．′∴；：；J∴

位置　調査区の中央部，B3b・l区。

’！L三十、ノ、ご∴、シ．ノ、・当欄∵．こ′，′・P′ノ17ノ＼ノ　′ノ了‾′　′十一′‥′．′＼、エ′言1ユー　′＼，～∴男ノブ′・、′

、．、ハ′、′ノ　　　く′工　∴、’∴　ハ一二　′′′　／、′・、．‾∴。男．′　うノン　だ．yC、きく、′　′、′′　一．－′　ノユ1＼1′、．

ナーは隅丸である。

長軸方向　N－00

壁　壁高は約25emで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦。

′ッ　　　　′、，ノ‘　′　ニ　′　　　　　‥、∴く∴、、こ、の：言で　六ごつ十一′′‘そこ．－の、′こ、工‾しめる

遺物　覆土中から，土師器片7点が出土している。

所鳳　本跡は夢　出土した遺物からタ　平安時代の住居跡と考えられる。重複のために竃は確認されていない。

第堵号住居跡（第28図）

位置　調査区の北部，A3i9区。

ハl・・二二′／、V′く　多　言∴く・′　′′、　ニ∴′′：、、ウニ：二．、言．十′′モ！．　′‾ト・1・・、′二　一ニ′㍉㍉　ふ、六才、ノ：言　－′．ハム

により撹乱を受けている。

童軸方向　N－40－E　　壁　壁高は購～醐cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　北西壁下及び南西壁下で確認で凱　上端　～摘cm　深さ約5cmで　断面はⅤ字形である。

床　平坦で，全体に踏み固めは弱い。

ぽッ睦　　か所律～Pの。㌘は長軸醐cm　短軸醐cmの不定形で　深さ的鋼cmの出入　沼施設に伴　ピッ

トである。㌘2は径3鮎mの開形で深さ3且cm，㌘3は長径59cmタ　短径30cmの楕閏形で深さ48cm，㌘4は長径35cm努

短径25cmの楕閤形で深さ43cmタ　㌘5は径2のcmの円形で深さ33cm。㌘2～㌘5は主柱穴である。

蜜　北東壁中央部を壁外に50cm穫掘り込んでタ　砂質粘土で構築されている。規模は長さ魚用cm　幅摘娠mである。

両袖と　良好な状態で残軋　火床部は床面から蟻cm程皿状に窪み　その表面は火を強　受けて赤変硬化した

焼土の凹凸面となっている。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。
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第28図　第4号住居跡実測図



竃土居解説

1　褐　　色　焼日立戸や量，炭化粒J’一・日ト…∴∴粒「少量

2　褐　　色　焼土粒イ・・炭化粒J’・・し1－ム粒J’・少量，精工粒子微量
こう　暗赤褐色　焼土粒J’・中量，炭化粒j′一少量，ローム粒J’一・精工粒j’一

微量

．・1　褐　　色　粘土プロ・ソク多量，焼＿i一一二プロ、ソク少量，炭化粒子微量

5　赤褐　色　廃土ブロック多量＼l圧砂少量

覆土　自然堆積と考えられる。

住居跡土居解説

l　暗褐色　廃土粒千・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐　色　ローム粒J’・少量，焼十粒j′－・炭化粒自微量

3　暗褐色　ローム粒J′・・粘上ブtlトノク少量，焼l二粒J∵・炭化粒j’・

微量

ヱ′1　褐　　色　ローム粒子【恒手蔓∴　焼抽「「・炭化粒1’・・粘土ブしトソク

少量

5　黒褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量

（i　暗　褐　色　粘土プロ、ソク少量，焼U拉イ一つ封じ粒J’一微量

（う　鈍い褐色　粘上ブt「ノケ多量，焼上中ブtトノク・帖砂少量

7　暗　褐　色　粘上ブート′ク【「量．焼土ブロック少量，炭化粒j∵・両

砂微量

8　暗　褐　色　焼1二ブしトノウ・粘t二ブ［トノク・山砂少量．炭化粒自敬
臣≡：≡葦

凰

t）褐　　色　粘上ブt「ノク多量，焼目白’・・炭化粒召数量

7　暗　褐　色　焼士ブt‾トノク少量，炭化粒召散量

8　灰　褐　色　焼上ブしトノク・粘上プロ・ソク少量，炭化粒J’・微量

9　鈍い褐色　粘1ソ’し「ノケ多㌫　焼1∵ブ、しトノク少量

1（1暗　褐　色　tトーム粒j’・・粘上ブしトノク少量，焼上ブしト、′ク・炭化

粒子微還

11暗　褐　色　焼土ブしトノク・粘土プロ・ソク少量，炭化粒子微量

12　鈍い褐色　粘土プロ、ソク中量，焼土プロ・ソク少量．炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片593点，須恵器片261点，土製支脚片上止∴不明鉄製品3点及び陶器片7点が出土

している。＿1－3の土師器杯，16，17の須恵器杯は床面から出土している。6，8，10，11の土師器楽，24

の須恵器婆は床面から出」二している。、

所見　本跡は，日日二した遣物から，9世紀後半の住居跡と考えられる。

第4骨佳屠抄出丑遺物観察衷

図版番号 器　　擾

．・11：1∴i

Il‘1．5

器　形　の　特　徴

体部から日録部…部欠損。平底。体

部は内攣しながら立ち上が軋　中位

手　法　の　特　徴

描線部から体部内薗横方向のヘラ磨

き．i心紬勺面へラ磨き，外面回転毒

胎上・色調・焼成

長11∴11‾英・雲母

‾ぺコリア

備　　　考

I）23　　　　　80％

床面

i
i

l L　 7ナ0 I から直線的に外噂する．口綾部はわ

ずかに外反するい

1 切 り韓ナデ． ［淡黄色

普通

l 内面黒色処理

杯 1 日4．0 1 底部から目線部にかけての破片．丸 目線部から休部内面楯方向の㍉＼ラ磨 長石 ・石英 ・実母 ㌘2複　　　　　 65％

2　　　 士　 帥　 器 H　 J．J 味を帯びた平底㍉休部はわずかに内 き㍉　休部外面十位手持 も∴＼ウ削り絃 ネJ lJ イ 床面

し　 5．6 攣 しながら立ち十が り，目線部は外 ナデ㍉　底部内面へラ磨 き，外面へラ 橙色 内面黒色処理

反す る㍉　比較的器高が低い． 削 り後ナデ． 普通

杯 射 鼠2 。2〕 底部から＝総計出∵ 1功し 休部は内 目線部内 ・外面ナナ． 目線部から体 長石 ・実母 ・フ∴」 ㌘25　　　　　 25％

3　　　 士　 帥　 器 H　 寸．2 暫しなが ら立 ち十が り，＝緑部は直 部内面横方向のへ う磨 き．休部外面 リア 床面

C 〔6 の2〕 線的に外傾する。 下端手持ちへ う削 り後ナナ，内面へ

ラ磨 き。

鈍い黄褐色

普通

内面黒色処理

林 A 白3．車 底部から目線部にかけての破片㍉辛 目線部内 ・外面ナデ㍉休部内面様方 長石 ・石英 ・雲母 ㌘26　　　　　 20％

寸　　　 土　 帥　 器 B　 4ず2 底。体部は内攣しなが ら立ち上が軋 向のヘ ラ磨 き．底部内面へラ磨き㍉ スコリア 覆土

C L 6．車 目線部はわずかに外反する㍉ 淡黄色　　　 普通 内面黒色処理

高 台 付 杯 A ぐ　2．0 ） 高台部から底部にかけての破片。辛 高台部内 ・外面十十十　底部回転へソ 長石 ・石英 ・雲母 P 27　　　　　 舶悌

5　　　 土　 師　 器 B　 l。4

し　 7．9

底。付高台。体部はわずかに内管 し

ながら立ち上がる。

切 り後学　一部ナデ。 砂粒

吠白色　　　 普通

持工中層

磐 A は0．2 1 休部か ら目線部にかけての破片．体 目線部内 ・外面十千十 長石 ・石英 ・実母 P 14　　　　　 5 ％

6　　　 士　 帥　 器 B （7。5） 部は内暫 しなが ら立ち上が りダ　頸部

は 「く」の字状に折れる．目線端部

は斜め上方につまみ上げられている㍉

ヌ∴」リア

特色

普通

床面

聾 A 白6 ．8〕 体部から＝縁部にかけての破片．体 目線部内 ・外面ナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母 P l5　　　　 10％

7　　　 十　 帥　 器 B （7。8） 部は内攣 しながら立ち上が り，頭部

は緩やかに外反する．目線端部は真

上につまみ上げられている。

橙色

普通

覆土

聾 Å〔且6。8〕 体部から日綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ∵ 長石 ・石英 ・雲母 P l（う　　　　　 5 ％

8　　　 士　 帥　 器 部は内攣 しながら立ち上が り，頸部

は 「く」の字状 に折れる。目線端部

はつまみ上げられている。

橙色

普通

床面

嚢 A H 8。2〕 体部か らロ嫁部にかけての破片。体 目線 部内 ・外面ナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母 P 17　　　　　 5 ％

9　　　 土　 師　 器 B （7．8） 部は内攣 しなが ら立ち上が り，頸部

は緩やかに外反する。日録端部は鋭

くつ まみ上げられている。

鈍い橙色

普通

覆土

－43－
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第29図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第30図　第超号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　5cm

と　　」　」

図 版 番 号 器　　 種 計測値（皿 ） 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 講巨 焼 成 備　　　 考

第 2 9 図 襲 Å 〔1 9 ．2 〕 体 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口 縁 部 内 e 外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 。雲 母 P 1 8 　　　　　 5 ％

1 0 土　 師　 器 B （ 5 ．3 ） 部 は 内 攣 しな が ら立 ち 上 が り， 頚 部

は 「く」 の 字 状 に 折 れ る 。 目 線 端 部

は つ ま み 上 げ ら れ て い る 。

ス コ リ ア

橙 色

普 通

床 面

1 1

嚢 Å 〔1 6 ．8 〕 体 部 か ら 口綾 部 に か け て の 破 片 。 体 目 線 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 e 雲 母 P 19 　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （ 6 ．5 ） 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が り， 頚 部

は 「く」 の 字 状 に 祈 れ る 。 目線 端 部

は斜 め 上 方 に つ ま み 上 げ られ て い る 。

ス コ リ ア

橙 色

普 通

床 面

1 2

婆 A 〔2 4 ．8 〕 体 部 か ら 日 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 目線 部 内 ・外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 0 　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （ 4 ．9 ） 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が り， 頚 部

は 緩 や か に 外 反 す る 。

ス コ リ ア

鈍 い 褐 色　　 普 通

覆 土 下 層

1 3

嚢 A 〔1 3 ．4 〕 体 部 か ら 日 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口 綾 部 ， 体 部 内 r 外 面 ナ デ 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 1 　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （ 3 ．9 ） 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が り， 頚 部

で 「く」 の 字 状 に折 れ る 。 口 綾 部 は

直 線 的 に 外 傾 す る。

明 赤 褐 色

普 通

覆 土

14

襲 A 〔1 1 ．8 〕 体 部 か ら 日 録 部 に か け て の 破 片 。 体 目 線 部 内 ・外 面 ナ デ 。 休 部 外 面 下 位 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 2 　　　　 3 0 ％

土　 師　 器 B （1 3 ．3 ） 部 は 内 攣 しな が ら立 ち 上 が り， 頚 部

は不 明 瞭 な稜 を 持 ち 緩 や か に 外 反 す

る。 ロ縁 部 は 外 傾 し ， 端 部 は 真 上 に

つ ま み 上 げ ら れ て い る 。

横 方 向 の ヘ ラ削 り後 ナ デ 。 鈍 い 赤 褐 色

普 通

覆 土 下 層

1 5

杯 Å 1 2 ．7 体 部 か ら 日 綾 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 目線 部 内 ・外 面 ナ デ 。 体 部 下 端 回 転 長 石 e 石 英 ・雲 母 P 2 8 　　　　 8 0 ％

須　 恵　 器 B　 4 ．0 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が り ， 目線 ヘ ラ 削 り後 ナ デ 。 底 部 外 面 回 転 へ ラ 灰 色 覆 土 下 層

C　 6 ．0 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 切 り後 ナ デ 。 体 部 外 面 に 強 い ロ ク ロ

目 を 残 す 。

普 通

1 6

杯 A 〔1 3 ．4 〕 底 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 平 口 縁 部 内 ・外 面 ナ デ 。 底 部 外 面 へ ラ 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 9 　　　　 4 0 ％

須　 恵　 器 B　 3 ．7

C 〔 8 ．6 〕

底 。 体 部 ， 口 綾 部 は 直 線 的 に 外 傾 し

て 立 ち 上 が る 。

削 り後 ナ デ 。 灰 色

普 通

床 面

1 7

j不 B （ 2 ．5 ） 底 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 平 底 。 体 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 底 部 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 3 0 　　　　 3 0 ％

須　 恵　 器 C　 6 ．0 体 部 は わ ず か に 内 攣 し な が ら 立 ち 上

が る 。

外 面 へ ラ 削 り。 灰 白 色

普 通

床 面

1 8

高 台 付 杯 B （ 4 ．0 ） 高 台 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 平 高 台 部 内 ・外 面 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 長 石 P 3 1 　　　　 6 0 ％

須　 恵　 器 D　 6 ．2 底 。 付 高 台 。 高 台 部 は 「ハ 」 の 字 状 切 り後 ナ デ 。 オ リー ブ 色 床 面

E　 l ．1 に 開 く。 体 部 は 外 傾 して 立 ち上 が る 。 普 通 底 部 外 面 へ ラ 記 号

1 9

高 台 付 杯 B （ 3 ．1 ） 高 台 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 平 高 台 部 内 ・外 面 ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 長 石 ・石 英 P 3 2 　　　　 3 0 ％

須　 恵　 器 D　 8 ．0

E 　 l ．2

底 。 付 高 台 。 高 台 部 は 「ハ 」 の 字 状

に 開 く。 体 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が る 。

切 り後 ナ デ 。 黄 灰 色

普 通

覆 土 下 層

2 0
円　 面　 硯

須　 恵　 器

A 〔1 2 ．5 〕

B （ 2 ．4 ）

硯 部 片 。 硯 面 回 転 へ ラ 切 り後 ナ デ 。 長 石 ・石 英 ・雲 母

黄 灰 色　　　 普 通

P 3 3 　　　　 3 0 ％

床 面　　　 転 用 硯

－45－



図版番号 器　　 種 計測値（叩） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 図 蓋 B （1．7） 天井部片。天井部は，中央部が平坦 つまみ部ナデ。天井部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 34　　　　 60％

21 須　 恵　 器 F　 l．6

G　 O ．6

で径が小 さく中央のやや窪んだつま

みをもち，口緑端部に向かってなだ

らかに下降する。比較的器肉が薄い。

外面一部へラ削 り後ナデ。 砂粒 ・スコリア

鈍い橙色

普通

覆土下層

22

斐 A 〔32．6〕 体部から口綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。体部内面ナデ， 長石 ・雲母 ・砂粒 P 35　　　　 10 ％

須　 恵　 器 B （11．6） 部は外傾 して立ち上が り，頚部は直

角に近い角度で外に折れる。口緑端

部は上下につまみ出されている。

外面平行叩 き。 灰白色

普通

覆土下層

23

嚢 Å〔25．6〕 体部か ら口緑部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。体部内面ナデ， 長石 ・石英 ・雲母 P 36　　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B （8諸） 部はわずかに内攣 しながら立ち上が

り，頸部 は 「く」の字状に折れる。

口綾部は直線的に外傾 し，端部は中

央に細い沈線が巡る。

外面平行叩き。 オリーブ色

普通

覆土中層

24

嚢 A 〔32．4〕 体部から口緑部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。体部内面ナデ， 長石 ・石英 ・雲母 P37　　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B （4 ．6） 部は外傾 しながら立ち上が り，頚部

は直角に外 に折れる。口緑端部は上

下につまみ出 されている。

外面平行叩き。 灰白色

普通

床面

図版番号 器　　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　地　 点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 高さ（cm ） 孔径（cm） 重量（g ）

第30図25 土 製 支 脚 － （12．3） （19．8） － （1537．3） 床　　　　　　　 面 DP 5

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質 出　土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第30図26 不明鉄製品 15．4 2．9 0．8 64．7 鉄 覆　　　　　　　 土 M l

27 不明鉄製品 （8．2） 3．1 0．4 （30．0） 鉄 覆　　　　　　　 土 M 2

第5号住居跡（第3温図）

位置　調査区の南部，C2C3区。

重複関係　本跡を第2号地下式境が掘

り込んでいるので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．43m，短軸3．35

mの隅丸方形である。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は20－25cmで，緩やかに立ち

上がる。

床　平坦。全体に踏み固めは見られな

い。

覆土．ロームブロックの混入状況から，

人為堆積と思われる。

住居跡土層解説
1　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロ

ック・ローム粒子少量，焼土粒子
・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロッ
ク中量

4　暗褐色　ローム4、ブロックeローム粒子少量
5　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

第31図　第5号什思跡芸別図
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遺物　覆土中から，土師器片261点及び須恵器片184点が出土している。3の須恵器高台付杯と須恵器甑は床面

から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の住居跡と考えられる。竃は第2号地下式域に掘り込まれたもの

と思われる。

第32図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　　！

図版番号器　　種計測値（8m） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第32図養B（3．4）底部から体部にかけての破片。平底。休部外面へラナデ。 長石・石英・雲母P38　　　10％

1 土　師　器C　8，3体部は直線的に外傾して立ち上がる。 鈍い橙色　　普通覆土中層

2

尭B（3．r6）底部から体部にかけての破片。平底。体部外面へラ削り後ナデ。 長石・石英・雲母P39　　　10％

土　師　器C〔7．4〕体部は直線的に外傾して立ち上がる。 スコリア

橙色　　　　普通

覆土

底部木葉痕

3

高台付杯A〔13．4〕高台部からロ縁部にかけての破片。口縁部内・外面ナデ。高台部内・外長石・石英・雲母P40　　　　40％

須　恵　器B　4．7

D〔7．9〕

E　l．1

平底。付高台。高台部は直線的に

「ハ」の字状に開く。体部はわずか

に外反しながら立ち上がる。

面ナデ。底部回転へラ切り。 灰オリーブ色

普通

床面

4
甑B（15．5）休部片。休部は直線的に外傾する。体部外面上位平行叩き。下位横方向長石・石英・雲母P41　　　10％

須　恵　器C〔16膏〕 のヘラ削り。孔数不明。 鈍い黄色　　普通床面

第6号住居跡（第33図）

位置　調査区の中央部，B3a9区。

重複関係　本跡は，第8号住居跡及び第86号土坑を掘り込み，第87号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸〔4．15〕mの隅丸方形である。

主軸方向　N－370－E

壁　壁高は55－60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西壁下で碓認できる。上端15－20cm，深さ約5cmで，断面はU字形である。

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは長径50cm，短径35cmの楕円形，P2は直径25cmの円形，P3は長径50cm，短

径20cmの長楕円形，P4は直径55cmの円形で，いずれも深さは15－20cmで，主柱穴である。P5は直径20cmの

円形で，深さは18cmの出入口施設に伴うピットである。P6，P7は性格不明である。
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第33図　第6・8号住居跡実測図
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第34図　第6・8号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿－⊥＿＿　　　！

竜　北東壁中央部を壁外へ50cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ140cm，幅160cmである。

両袖が良好な状態で残り，火床部は凹状に10cm掘り込まれ，赤変硬化した焼土が多量に堆積している。煙道

は，火床面から緩やかに立ち上がり，壁を掘り込むあたりから約70度で外傾する。

奄土居解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗赤色
6　暗褐色

炭化物・粘土ブロック少量，焼土粒子微量
粘土ブロック少量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子・山砂少量

焼土ブロック多量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
焼土ブロック多量，粘土ブロック少量

7　黒褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　褐　色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　色　焼土粒子中量，粘土大ブロック・粘土中ブロック少量，

炭化粒子・ローム粒子微量
10　褐　色　粘土大ブロック・粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
11褐　色　粘土ブロック多量

覆土　多量の粘土ブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

住居跡土居解説
1　暗褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック少量
2　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　粘土ブロック・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・山砂微量

7　褐　色　粘土ブロック多量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　色　つき固めた粘土層

10　暗褐色　炭化物・粘土ブロック・山砂少量，焼土粒子微量
11暗褐色　焼土粒子・粘土ブロック・山砂少量，炭化粒子微量
12　暗褐色　粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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二・一i；、、　！．、ニ　　∴／、′　′′）′　　上∴、／、．、ミ′主上、　丁、′い√，＿∴　一、　′上ノ㍉一　．が　＿一　言、、乙

6の土師器婆，8の須恵器坪及び17の須恵器婆は床面から出土している。

‾．ノ＼，五、　　、‥r、ニ互フニ＼ノ　′　1’、’一（ノ＼′、＿　一、、・′三′′く　一．∴くノ

1、、′．二′，ンJ・　′。、一ク言ノ∴Jごく

図版番号 器　　 種
恒 紬

器　 彬　の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第35図 蓋 B（L7）つまみ部いつまみは大きめで，工面 ナデ調整。 長石・石英・雲母 P47　　　　 10％

温 土　帥　器 G　O．7

F　4．4

中央がわずかに突出している。 スコリア

褐色　　　　 普通

韓土

2

磐 Aは1．の 休部から目線部にかけての破片。体 ＝縁部内・外面ナデい体部下位縦方 長石・石英・雲母 P42．　　　 40％

土　帥　器 8（20．2） 部はわずかに内攣しながら立ち上が

り，頭部は緩やかに外反するい　＝縁

端部は上方につまみ上げられ，端部

外面には沈線が巡る。

向のヘラ磨き。 スコリア

褐色

普通

覆土

3

聾 Å〔23。3〕体部から＝縁部にかけての破片。体 ＝縁部内・外面ナデ㍉ 長石・石英・雲母 P43　　　　　 5％

土　帥　器 勘6．5）部はわずかに内管しながら立ち上が

り，頭部は「く」の字状に祈れるい

目線部は外伸し．端部はつまみ上げ

られ　中央に洗練が巡る。

スコリア

褐色

普通

覆土

4

餐 A白9．41 休部から目線部にかけての破片U体 目線部内・外面ナデい 長石・イ調い雲母 P44　　　　 10％

土　帥　器 B（5．2） 部はわずかに内暫しながら立ち上が

り，頭部は「く」の字状に祈れる。

目線部は外傾し，端部はつまみ上げ

られ，中央に沈線が巡るい

スコリア

褐色

普通

席上

5

磐 Aは7．21 体部から＝縁部にかけての破片い体 目線部内・外面ナデい 長石・石英・雲母 P45　　　　　 5％

土　師　器 n（3．6）部はわずかに内暫しながら立ち上が

り†頭部は「く」の字状に祈れる十

日縁部は内攣気味に外伸し，端部は

つまみ上げられている章

スコリア

褐色

普通

領土

6

磐 臥「娠射 底部から休部下位にかけての破片。 体部外面横方向のヘラ削りい 長石・石英・雲母 P46　　　　 10％

土　帥　器 C　7．0 平底。体部はわずかに内攣しながら スコリア 床面

立ち上がる。 褐色　　　　 普通 底部木葉痕

杯 A 13．7 底部から目線部にかけての破片。平 ＝縁部内・外面ナデ。体部外面下位 長石・石英・雲母 P48　　　　 70％

7 須　恵　器 8　3．8 底。休部，＝綾部はわずかに内攣し 回転へラ削り後ナデい底部外面へラ スコリア 席上

C　7．4 ながら立ち上がる。 削り後ナデ。休部外面に強いロクロ

目を残す。

褐色

普通

杯 A 12．8 底部から打線部にかけての破片。平 目線部内・外面ナデい休部外面下端 長石・石英・雲母 P49　　　　 70％

8 須　恵　器 B　4．9 底。体部は直線的に外傾して立ち上 ヘラ削り後ナデ。底部外面へラ削り スコリア 床面

C　6．6 がり，‖縁部はわずかに外反する。 後ナデ。 褐色　　　　 普通

杯 A白3．2〕 底部から＝縁部にかけての破片。平 ＝縁部内・外面ナナ。休部外面下端 長石・山葵・雲母 P50　　　　 25％

9 須　恵　器 B　4．4 底。体部は直線的に外傾して立ち上 ヘラ削り後ナデ。底部外面へラ削り スコリア 覆土

C〔7．6〕 がり，日録部はわずかに外反する。 後ナデ。 褐色　　　　 普通

杯 A〔13．0〕 底部から目線部にかけての破片。平 ‖縁部内・外面ナデ。休部外面下端 長石・石英・雲母 P51　　　　 20％

10 須　恵　器 8　4．6 底い休部は直線的に外傾して立ち上 ヘラ削り後ナデ。底部外面へラ削り スコリア 席上

C〔7．0〕 がり，日録部はわずかに外反する。 後ナデ。 褐色　　　　 普通

且1

杯 B（1．3）底部片。

高台部から体部下位にかけての破片。

底部外面へラ削り後ナデ。

底部外面回転へラ切り。高台部内・

長石・石英・雲母 P203　　　 10％

須　恵　器

高台付杯

C〔6．5〕

勘　3．2）

スコリア

褐色　　　　 普通

長石・石英・雲母

預土

墨書　F中家』

P52　　　　 60％

12 須　恵　器 D　9．2

E　l．7

B（2．8）

平底。付高台。体部はわずかに内攣

しながら立ち上がる。

高台部から体部にかけての破片。平

外面ナデ。 スコリア

褐色　　　　 普通

長石・石英・雲母

覆土中層

高台付杯 高台部内・外面ナデ。

底部外面へラ削り後ナデ。

P53　　　　 30％

13 須　恵　器

盤

D〔10．9〕

E　l．3

B（2．9）

底。付高台。高台は先端に向け薄く

なり，「ハ」の字状に開く。

高台部から底部にかけての破片。付

スコリア

褐色　　　　 普通

長石・石英・雲母

覆土中層

P54　　　　 20％

14 須　恵　器 D〔11．4〕

E　l．5

高台。高台は先端が肥厚して「ハ」

の字状にわずかに開く。

スコリア

褐色　　　　 普通

覆土上層
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第35図　第6号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　 券　 種 序 踊 潤）　 器 形 の 特 徴　　　 手 法 の 特 徴 ！胎か 鮎 酎 射 可 ・備＋ 考

第 35 図　　　 患　　　 R （ ．有　 天井部片．天井部は中央に辛川面を　 天井辛川部回転へラ削 りい 長石 ・石英 ・雲母　 P 55　　　　 70 ％

15　　 須　 恵　 器　 F　 2．4　　 持ち，円柱状の比較的高いつ まみが スコリア　　　　　 繚土工層

G　 O．9　　 付 く㌔ 褐色　　　　 普通

蓋　　　 A 白1．2〕 天井部片．天井部は平川面 を持 ち，　 天井平壇部回転へラ削 り。 長石 ・石英 ・雲母　 P 56　　　　 30％

16　　 須　 恵　 器　 8　 2．3　　 目線部に向かってなだらかに下降す スコリア　　　　　　 覆土

る。 褐色　　　　 普通

磐　　　 8 （8．5） 底部から休部にかけての破片。平底い　体部外面下位横方向のヘラ削 り。 長石 ・石英 ・雲母　 P 57　　　　 20％

17 須　 恵　 器　 C 15．5　　 休部は直線的に外伸 して立ち上がる。 スコリア　　　　　 床面

褐色　　　　 普通

磐　　　 A は8．21 体部から目線部にかけての破片。体　 体部外面平行叩 き。 長石 ・石英 ・雲母　 P 58　　　　 5 ％

18　　 須　 恵　 器　 B （8．2）　 部は内暫 しながら立ち上が り，頭部 スコリア　　　　　 捲土

で 「く」の字状に折れる。 目線端部 褐色

は下方につまみ出 されている。 普通

離　　　 し白4 ．61　 底部片． 5 孔式。底部中央に円形の　 底部内面ナデ． 長石 ・’石英 ・雲母　 P 59　　　　 5 ％

19　　 須　 恵　 器　　　　　　　 孔が 1 つ，周辺部に木の葉彬の孔が スコリア　　　　　 繚土

4 つ穿たれていたもの と思われる。 褐色　　　　 普通

出　 面　 煤　 A　 9．5　 脚部から硯部にかけての破片J 透か　 硯面へラナデ予硯乱　 脚部ナデ． 長石 ・石英 ・雲母　 P 60　　　　 50％

20　　 須　 恵　 器　 B ぐ4．5）　 し窓は4 か所で，間に16条の刻みが スコリア　　　　　　 床面

施 されているい 褐色　　　　 普通

図版番号 器　　 種
計　　　　 測　　　　　 値

畏摘 項 幅㈲ 「離 届 孔径 cm再 的 ） 出土 地 ノt、　　 備　　　 考

第35図21 土　　　 上 径　　 eバ　 07 可　 器可 覆　　　 土序 7

22 土製支脚 巨 細 巨 幽 巨 。中 床　　　 可 評6

図版番号 器　 種 ！　 計　 測　 値

材　 質　　　 出　土 地 点　　　　　　　 備　　　　　　　 考
長さ五m） 幅（cm） 厚さ五m） 重量（g）

細 配 車 り ・可 （細
（L 6） （0ゆ6） ぐ7．3） 鉄　 棒 ＋ ＋ ＋ 二項 削

′ミ′一一、．′ノ　′L、、主：削

位置　調査区の中央部，B3a再亘。

11．∴実　′＼′′一、′・∴うこ上　、′　一′　′．′ノ′′　′．’、ニ　′　′　一シ′1′J′．：こ．′ノ＿　，－．ハ　′、．：．

、二二ノ‾‥ごj J、′ミ：′∴　　　一、一、、工　‥　′、．ノ′・・一　ノ、＿一′！′、。．′　一tノ、ヱ／二、′．／＼′′ノ、ゝ′′∴千二、、∴′′㌧

い。東コーナーは隅丸である。

主軸方向　N－41い－E

壁　壁高は0－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

′一・一一　′．、　　し‘′′　′・、、、工　　∴′、′く　　′∴　く、ナ′′、′、一　　′　　一、ノ　三・′ノ．∴

ノ、　∴工　′′：　‥′′′′′　　て　（．－′′′＼7　／一・′㌢－ノ　ノ′　t．∵∴て　′＼ふ　1′〕′′′、∴、．二

、ノ、、つ、‥一　′・一一一ノ　′　、’　ニ′、㍉′CJ′－∴二、‥男t　言∵　沼∴くノ1こ　て・′モ（：こ　′　′一＿1人．　∴・ノ．

cm。P～㌘は主柱穴である。いずれ軋　第　号住居跡の貼　床をはがした下の癖で確認された。炉は長

径測cm　短径掴cmの楕洞形で　深さ翫cmであるが　性格は不明である。

竃　北東壁中央部を壁外へわずかに掘　込んで　砂質粘土で構築されている。竃に向かって右磯部は良好な状

態で残っているが　左磯部は第　号住居跡に掘　込まれている。確認で　る規模は廉さ魚用cm　幅翻cmである。

火床部は柑cm掘　込まれていて　焼土がわずかに確認できる。煙道は9　火床商から緩やかな傾斜で立ち上が

る。

竃土層解説
1　褐　　色　粘土ゾUック多量，焼土ブLJ・ノク・山砂少量
2　褐　　色　粘土ブロック・焼土ブロック中嵐　山砂少鼠　尉ヒ粒子微量
3　暗褐色　炭化物中鼠　粘土ブロック少量，焼土粒r一微量

‘1　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒r・微量
5　鈍い褐色　粘土ブロック，山砂多量
6　暗褐色　焼土ブロック中嵐　山砂少鼠　炭化粒子微量



覆土　土層図中13－15が本跡の覆土である。粘土ブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

住居跡土居解説

13　黒褐色　粘土ブロック・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　暗褐色　焼土小ブロック・粘土ブロック・山砂少量，焼土粒子微量

15　黒褐色　粘土ブロック中量．焼土粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片78点，須恵器片19点及び流れ込みと思われる縄文土器片1点が出土している。2

の土師器杯及び3の須恵器杯は覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，8世紀前半の住居跡と考えられる。

第36図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

＼∈＝土＝♂4

10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

図版番号器　　種計測値（①）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第36図杯A〔11．1〕底部から口綾部にかけての破片。平口縁部内・外面ナデ。底部回転糸切長石・石英・雲母P71　　　　60％

1 土　師　器B　3．6

C　5．0

底。休部は内管しながら立ち上がり，

口綾部は外反する。

り。 スコリア

鈍い橙色　　普通

覆土

2

珂こA13．6底部から口綾部にかけての破片。平体部外面ナデ。 長石・石英・雲母P72　　　　60％

土　師　器B　3．4

C　9．1

底。休部，口綾部は直線的に外傾し

て立ち上がる。

鈍い黄橙色

普通

覆土下層

3

土不A〔14．8〕底部から口綾部にかけての破片。平底部回転へラ切り後へラナデ。長石・石英・雲母P73　　　　60％

須　恵　器B　5．1

C　9．3

底。体部，口緑部は直線的に外傾し

て立ち上がる。

灰黄色

普通

覆土下層

4

杯B（2．1）底部から体部にかけての破片。体部底部外面へラ削り。 長石・石英 P74　　　　40％

須　恵　器C　7．7は直線的に外傾して立ち上がる。 黄灰色

普通

覆土

5

短　頚　壷A〔11．0〕休部から口綾部にかけての破片。平内・外面ナデ。体部上端から肩部に長石・石英 P75　　　　20％

須　恵　器B〔20．0〕

D〔12．6〕

E　l．0

底。付高台。体部は直線的に立ち上

がって屑が張り，頭部で上方に折れ

る。口縁部は短く垂直に立ち上がる。

かけて自然粕がかかる。 灰色

（軸）灰オリーブ色

普通

覆土下層

第7号住居跡（第37図）

位置　調査区の北部，A3jo区。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．35mの隅丸方形である。　　主軸方向　N－480－E

壁　壁高は20－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東コーナーが根により撹乱を受けているが，竃付近を除き仝周している。上端15－20cm，深さ約5cmで，
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第37図　第7号住居跡実測図

断面はU字形である。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l一・一一一1　－－」

床　平坦で，中央部はやや踏み固めが見られるが，他の部分は硬化面が見られない。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径35cm，短径30cmの出入り口施設に伴うピットである。PZは長径50cm，

短径25cmの楕円形で，深さ7cm，P3－P5は径が30～35cmの円形で，深さ11－83cmである。P2－P5は性格

不明である。

竜　北東壁中央部を壁外へ60cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ90cm，幅140cmである。

両袖とも良好な状態で残り，火床部は平坦で焼土ブロックが比較的多く確認できる。煙道は，火床面から約

50度で立ち上がる。
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竃土居解説
1褐　　色　煉土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，7　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・山砂少量

ローム粒子微量
2　褐　　色　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
3　暗赤褐色　焼土大ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
4　暗褐色　壌土粒子少量，焼土大ブロック・ローム粒子微量
5　暗褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

8　暗褐色　粘土ブロック多量，山砂少量，壌土粒子・炭化粒子微量
9　褐　　色　粘土ブロック多量，山砂少量，炭化粒子微量
10　暗褐色　煉土ブロック中鼠　粘土ブロック・山砂少量，炭化粒

子微量
11黒褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・山砂少量
12　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・山砂少量，炭化粒子微量

覆土　多量の粘土ブロックの存在から，人為堆積と考えられる。

住居跡土居解説
1黒褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
2　褐　色　粘土ブロック中量，山砂少量．焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・山砂微量
4　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子・山砂微量
5　黒褐色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック・山砂少

量，炭化粒子微量

7　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗褐色　山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　暗褐色　粘土ブロック・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗褐色　粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
11黒褐色　粘土ブロック少量，壌土粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片215点及び須恵器片162点が出土している。9の小形壷は竃内から出土している。

1の土師器要は覆土下層からの出土で，比較的広い範囲で接合している。

所見　本跡は，出土した遺物から，9世紀後半の住居跡と考えられる。

第38図　第7号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　 器　　 種 計測値（珊† 音　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 i 胎土 。色調 e焼成 備　　　 考

第 38 掬　　　 聾 A 白8．91 底部から目線部にかけての破片い辛 目線部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 61　　　　 70％

1　　 土　 師　 器 B　32．2 底。体部は直線的に外傾 しながら立 鈍い赤褐色 床面

し　 古．5 ち 上が り，頭部は緩やかに外反する。

目線部は外傾 し．端部は内増気味に

つまみ上げられているい

普通

棒 A 13．8 底部から打線部にかけての破片。乎 目線部内 ・外面ナデ．　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 62　　　　 85％

2　　　 須　 恵　 器 B　 4．4 底。休部，＝縁部は直線的に外傾 し 鈍い黄得色 穫土下層

C　 6．8 て立ち上がる。 普通

杯 Å 14．4 底部から＝縁部にかけての破片。辛 目線部内 ・外面ナデ。休部外面下端　 長石 ・石英 ・雲母 P 63　　　　　 70％

3　　　 須　 恵　 器 B　 4．5 底。休部，目線部は直線的に外傾 し 手持 ちへラ削 り後ナデい底部外面回　 スコリア 床面

C　 6．5 て立ち上がる。 転へラ削 り後へ ラナデ√休部外面に　 明褐色

強いロクロH を残す。　　　　　　　 普通

杯 A 0 3．7〕 底部から目線部にかけての破片い　辛 目線部内 ・外面ナデ。休部外面下端　 長石 ・石英 ・雲母 P 64　　　　 60 ％

4　　　 須　 恵　 器 8　 3．9 底．休部は直線的に外傾 して立ち十 回転へラ削 り後ナデ。底部外面へラ 砂粒 e スコリア 床面

C　 6 ．3 が り，目線部はわずかに外反する． 削 り。　　　　　　　　　　　　　　 鈍い黄橙色　 普通

杯 A 白2 ．6〕 底部から＝縁部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 65　　　　 50％

5　　　 須　 恵　 器 B　 4．4 底。休部，目線部は直線的に外伸 し 黄色 再土

C　 6．0 て立ち上がる。 普通

捧 A 白3．5〕 底部から目線部にかけての破片い辛 ＝縁部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 66　　　　　 30％

6　　　 須　 恵　 器 桔　 4．2 底。体部は直線的に外傾 して立ち工 砂粒 ・スコリア 穫土

C 〔7．0〕 が 軋　 日綾部は外反する。 灰黄褐色　　 普通

杯 A 白3．0〕 底部から日経部にかけての破片。平 ＝縁部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 67　　　　 30％

7　　　 須　 恵　 器 8　 4．1 底予休部は直線的に外傾 して立ち十 昧オリーブ色 将土下層

C 〔7．0〕 が り，‖縁部は外反する。 普通

高 台 付 林 A ll．4 目線部一部欠損。高台は直線的に 目線部内 ・外面ナデい高台部内 ・外 長石 ・石英 ・雲母 P 68　　　　 95％

須　 恵　 器 B　 5も5 「ハ」の字状 に開 く。体部は直線的 面ナデ。 ′lヽJ∵
〝　J　′＝

床面

0　 7．6 に外傾 して立ち上が り，‖縁部はわ 暗灰黄色

E　 l．2 ずかに外反する。 普通

小　 形　 壷 A　 8 ．9 目線部1 部欠損。休部はわずかに外 目線部内 ・外面ナデ。底部外面丁寧 長石 ・石英 ・雲母 P 69　　　　 95％

9　　　 須　 恵　 器 B　 7．1 反 して立ち上がる。肩部から目線部 なヘ ラナデ。 黄灰色 竜内

C　 6 ．2 にかけて L 字状に屈曲し， 目線部は

わずかに外反する。

普通

聾 B （16．の 体部から日録部にかけての破片。体 目線部内 ・外面横方向のナデ。休部 長石 ・石英 ・雲母 P 70　　　　 30％

10　　　 須　 恵　 器 部は内暫 し，頭部は 「く」の字状に 外面平行叩き。 灰色 床面

祈れる。目線部はわずかに外反 して

斜め上方に伸びる。

普通

第9号住居跡（第39回）

位置　調査区の中央部，B3il区。

重複関係　本跡はタ　南コーナー付近に第摘号住居跡の貼床が確認されているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸7。20m診　短軸〔5。85〕m。住居跡の北東壁は耕作によ　撹乱されてお軋　全体は確認でき

ない。撹乱されて確認できない東コーナーを除き，他のコーナーはすべて隅丸である。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は0－34cmで，残っている壁は外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周している。幅約25cm，深さ約15cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部は踏み固められて非常に硬い。

ぽッ紅12か所律且～㌘12）。Pi～㌘4は径3～錮cmの円形で　深さが34～53cmの主柱穴である。

P5－P12は性格不明である。

覆土　土層図中4－14が木跡の覆土で，自然堆積と思われる。
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第罰図　第　砂柑号住居跡実測図
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住居跡土居解説
4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　黒褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
11黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
12　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
13　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
14　褐　色　ローム中ブロック多量

遺物　覆土中から，土師器片207点及び須恵器片79点が出土している。3の土師器杯は北西壁下床面から出土

している。

所見　本跡は，出土した遺物から，8世紀前半の住居跡と考えられる。撹乱されていたため，竃は確認されて

いない。

第40図　第9号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　十　　　　l

図版番号 器　　種 計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第40回 杯 A〔12．4〕底部から口縁部にかけての破片。九 体部外面下端から底部にかけて横方 長石・石英・スコ P76　　　　 50％

1 土　師　器 B　3．3 味を帯びた平底。体部は内培しなが 向のヘラ削り。 リア 床面

C〔4．7〕ら立ち上がり，口綾部は外傾する。 黄橙色　　　 普通底部外面へラ記号

2

杯

土　師　器

C〔7．6〕底部片。 底部外面へラ削り後ナデ。 長石・石英・雲母

鈍い黄橙色

普通

P77　　　　　 5％

覆土中層

内面黒色処理

墨書r太部」か

3

杯 A 13．6 底部から口縁部にかけての破片。平 口緑部内・外面ナデ。体部外面下端 長石・石英・スコ P78　　　　 90％

土　師　器 B　3．4

C　4，6

底。体部は内暫しながら立ち上がり，

口綾部は直線的に外傾する。

手持ちへラ削り。 リア

鈍い橙色　　普通

床面

4

杯 A〔10．5〕底部から□綾部にかけての破片。平 口縁部内・外面ナデ。 長石・雲母 P79　　　　 30％

須　恵　器 B　3．1

C〔7．9〕

底。休部は直線的に外傾して立ち上

がり，ロ緑部はわずかに外反する。

褐灰色

普通

覆土下層

5

要 B（25．0）底部から口縁部にかけての破片。体 休部外面肩上部横方向の平行叩き。 長石・石英・小石 P80　　　　 40％

須　恵　器 C〔15．2〕部は直線的に外傾して立ち上がり，

肩部から逆「く」の字状に内傾する。

口綾部は直線的に外傾する。

体部中・下位斜め方向の平行叩き。 灰色

普通

床面

第10号住居跡（第39図）

位置　調査区の中央部，B3jl区。

重複関係　本跡は，北側半分を第9号住居跡上に構築しているので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．90m，（短軸未確認）。第9号住居跡との重複により，全体は確認できない。南東コー

ナー及び南西コーナーは隅丸である。

長軸方向　N－770－W

壁　壁高は0－30cmで，残っている部分はほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　住居跡の南側壁下は周回している。幅約10cm，深さ約5cmで，断面はU字形である。
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床　ほぼ平坦で，踏み固めは弱い。

ピット　2か所（Pl，Pz）。Plは長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さは27cm。P2は径約25cmの円形で，

深さは20cm。ともに性格は不明である。

覆土　土層図中1－3が本跡の覆土で，自然堆積と思われる。

住居跡土居解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片126点及び須恵器片30点が出土している。1の土師器楽は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の住居跡と考えられる。竃は後世の耕作等により削平されたもの

と思われる。

戸

第41図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居・跡出土遺物観察表

闇

L－　　　＿　／

／

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 4 1 図 寮 A 〔18．7〕 体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 81　　　　 5 ％

1 土　 師　 器 B （6．3） 部は内野 しながら立ち上が り，頚部 スコリア 覆土

は外反する。口綾部 は外傾する。 鈍い褐色　　 普通 頚部外面へラ記号

2

埜 B （6．6） 底部か ら休部にかけての破片。体部 休部外面下位へ ラ磨 き。 長石 ・石英 ・雲母 P 8 2　　　　 10％

土　 師　 器 C　 7．7 は内轡 しながら立ち上がる。 鈍い褐色

普通

覆土

底部木葉痕

第11号住居跡（第42図）

位置　調査区の中央部，B3C2区。

重複関係　本跡は，東部で第12号住居跡に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．30m，（短軸未確認）。住居跡の北西部は調査区外に延びていて，全体は確認できない。

南東コーナー及び南西コーナーは隅丸である。

主軸方向　N－570－E

壁　壁高は約85cmで，緩やかに外傾しながら立ち上がる。

壁溝　ほぼ仝周している。幅約20cm，深さ約10cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部は硬く踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径60cmの円形で，深さ46cm，PZは径90cmの円形で，深さ59cmの主柱穴で
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第42図　第11号住居跡実測図



ある。㌘3は擾径誹cm　短径鵠cmの楕洞形タ　㌘は径醐cmの閏形で　深さ的醐cmの出入　沼施設に伴　ピット

と考えられる。

竃　北東壁中央部を壁外に80cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ125cnl，幅130cmである。

両袖が良好な状態で残軋　火床部には赤変硬化した焼土が薄　堆積している。煙道は　火床商から緩やかな

傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・山砂微量

2　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

3　褐　色　粘土小ブロック少量，焼土粒J’一・炭化粒子微量

こま　暗褐色　焼土ブロック・粘土プロ、ソク少鼠　炭化粒子微量

5　黒褐色　焼土粒l子・・粘土小プロ・ソク少量．炭化粒J’一微量

滞丑　多量のロームブロックや粘土プロッタの混Å状況からタ　Å為堆積と思われる。

住居跡土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒千・両砂微量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒千・山砂微量

3　暗褐色　ローム粒子・山砂少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微
【」

月邑

5　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

6　暗褐色　粘土ブロック【巨星，山砂少量，焼土粒子・炭化粒召数量

7

　

8

　

9

　

1

0

　

日

　

1

2

　

1

3

黒褐色　焼土粒子・山砂少量，炭化粒子微量
里
柚
褐色　焼土粒子・軋I二ブロック少量，炭化粒j’・微量

暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

暗褐色　ローム粒子多鼠　焼士粒子微量

暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒了・・炭化粒子微量

暗褐色　焼土粒千・粘土二ブロック少量．炭化粒J’・つ11秒微量二

暗褐色　粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒J’－・炭化粒J′・微量

過物　覆土中から　土師器片媚点　須恵器片錮乱獲及び丑玉2点が出土している。　の須恵器杯は床面から芦

7の須恵器甑は竃内から出二上している。

所見　本跡は，出土した遺物から，8世紀後半の住居跡と考えられる。

第m号住居跡出立遺物観察衷

図版番号 器　　 種 計測値（佃） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 43 図 磐 A 〔23．6〕 体部から目線部にかけての破片．体 目線部内 ・外面ナデい 長石 ・石英 ・雲母 P 83　　　　　 5 ％

l 土　 師　 器 勘　 9．日 部は内攣しながら立ち上がり，頭部

は 「く」の字状に祈れる。目線部は

垂直につまみ上げられている。

橙色

普通

覆土

2

饗 A 〔23．8〕 休部から目線部にかけての破片。体 目線部内・外面横方向のナデ。 長石 ・石英・雲母 P 84　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （8さ5） 部は内暫しながら立ち上がり，頭部

は外反する。‖縁端部は斜め上方に

つまみ上げられている。

鈍い褐色

普通

覆土

3

餐 B （3 ．0） 底部から体部下位にかけての破片。 休部下位外面横方向のヘラ削り。 長石・石英 ・雲母 P 85　　　　 10％

土　 師　 器 C 〔9．0〕 休部は直線的に外伸しながら立ち上 スコリア 覆土下層

がる。 鈍い褐色　　 普通 底部木葉痕

4

杯 A 〔12．9〕 底部から目線部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ。休部下位回転 長石 ・石英 ・雲母 P 86　　　　 70％

須　 恵　 器 B　 4．3 底。体部はわずかに内攣しながら立 ヘラ削り。底部外面へラ削り。体部 暗灰黄色 床面

C　 7．5 ち上がり，目線部は外傾する。 外面に強いロクロH を残す。 普通

5

杯 A 〔12．7〕 底部から＝縁部にかけての破片。平 ＝縁部内・外面ナデ。体部外面下位 石英 ・雲母・小石 P 87　　　　　 40 ％

須　 恵　 器 B　 3．7 底。休部，‖縁部は直線的に外傾し 回転へラ削り。底部外面へラ削り。 灰黄色 覆土

C 〔8．0） て立ち上がる。 休部外面に強いロクロ目を残す。 普通

6

高 台付 杯 A 〔13．5〕 高台部から目線部にかけての破片。 口縁部内 ・外面ナデ。底部回転へラ 長石 ・石英 ・雲母 P88　　　　 60％

須　 恵　 器 B　 5．1 付高台。高台は直線的にわずかに開 切り後ナデ。高台部内 ・外面ナデ。 小石 再土

D　 8 ．5

E　 l．0

く。体部，＝縁部は直線的に外伸し

て立ち上がる。

休部外面に強いロクロ日を残す。 褐灰色

普通

7

幾 B （8．2） 底部から体部にかけての破片。5 孔 休部外面中位斜め方向の平行叩き。 長石・石英 ・雲母 P 89　　　　 30％

須　 恵　 器 C 〔15．0〕 式。底部中央に円孔 l 。周辺部に本

の葉形孔4 。休部は外傾して立ち上

がる。

体部下位横方向のヘラ削り。 灰オリーブ色

普通

覆土下層

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考
径（珊） 高さ（cm） 孔径（cm ） 重量（g ）

第43図8 土　　　 玉 （3 。8） （3∴＝ 0．9 （38．6） 床　　　　　　　 面 OP 8

9 上　　　 玉 （3．2） （3 ．2） 0．6 （29．3） 床　　　　　　　　 面 DP 9
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第43図　第11号住居跡出土遺物実測図

10cm
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第12号住居跡（第44図）

位置　調査区の中央部，B3C3区。

重複関係　本跡の北西コーナーは，第11号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸1．97mの不整長方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は15－20cmで，緩やかに外傾しながら立ち上がる。

壁溝　西壁下で確認できる。

床　平坦で，全体的に硬く踏み固められている。

ピット　4か所（Pl－P4）。Plは径35cmの円形で，深さ12cm，PZは径50cmの円形で，深さが16cm，P3は

長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ15cm，P4は長径50cm，短径40cmの楕円形で，深さは16cm。Pl－P4
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第44図　第12号住居跡実測図

はいずれも主柱穴である。

寵　東壁やや南寄りを壁外に45cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ130cm，幅170cmであ

る。両袖とも上部を耕作により削られている。火床部には赤変硬化した焼土がわずかに確認できる。煙道は，

火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土居解説
1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片95点及び須恵器片15点が出土している。1の土師器杯及び4の高台付杯は竃内か

ら出土し，2及び3の土師器杯，5の須恵器短頸壷は床面から出土している。

所見　本跡は，竃内出土の遺物や底部回転糸切痕の残る杯などから，10世紀中頃の住居跡と考えられる。

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 桂 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 45 図 杯 A 〔14．3〕 底部か ら□縁部にかけての破片。平 口縁部内 ・外面ナデ。口縁部から体 長石 ・石英 ・雲母 P 90　　　　 50％

1 土　 師　 器 B 〔3．9〕 底。体部，口綾部は直線的に外傾 し 部内面横方向のヘラ磨 き。休部内面 鈍 い黄褐色 竃内

て立 ち上がる。比較的器高が低い。 ヘラ磨 き。 普通 内面栗色処理

2

杯 A lO．0 口緑部一部欠損。体弧　 口綾部 は直 口緑部内 ・外面ナデ。底部回転糸切 長石 ・石英 ・雲母 P 91　　　　 95％

土　 師　 器 B　 2．7

C　 6 ．4

線的に外傾 して立ち上がる。 り。 浅黄橙色

普通

床面
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第45図　第12号住居跡出土遺物実測図

10cm
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図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　の　 特　 徴 手　 法　の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第45図 杯 A〔10．8〕底部から口緑部にかけての破片。平 口緑部内・外面ナデ。底部回転糸切 長石・石英・雲母 P92　　　　 30％

3 土　師　器 B　2．8

C　7．2

底。体部，口緑部は直線的に外傾し

て立ち上がる。

り。 スコリア

鈍い橙色　　 普通

床面

4

高台付杯 B（4．7）底部から口緑部にかけての破片。平 ロ緑部内・外面ナデ。 長石・スコリア P93　　　　 60％

土　師　器 E（1．5）底。付高台。高台は先端ほど薄くな

り，内轡気味に外傾して「ハ」の字

状に開く。休部は下位に不明瞭な稜

を持ち，内野しながら立ち上がる。

鈍い橙色

普通

竃内

5

短　頸　壷 B（8．7）高台部から休部にかけての破片。高 体部外面下位に軸がかかる。 砂粒 P94　　　　 20％

灰粕陶器 D〔8．7〕

E　O．9

台は短く，直線的にわずかに外に開

く。底部は丸味を帯びた平底。体部

は直線的に外傾して立ち上がる。

灰色

（粕）オリーブ灰色

良好

床面

第13号住居跡（第46図）

位置　調査区の中央部，B3b6区。

規模と平面形　長軸6．10m，短軸5．85mの方形である。

主軸方向　N－1100－W

壁　壁高は40－50cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下と西壁下で確認でき，幅約15cm，深さ約5cmで，断面はU字形である。

床　平坦で，壁際を除いた部分は硬く踏み固められている。また，北壁から南壁にむけての広い範囲に焼土が

堆積し，東壁側にはかまぼこ状の焼土の塊が確認されている。

ピット19か所（Pl～P19）。Pl－P4は径60～70cmの円形もしくは楕円形で，深さが46～67cmの主柱穴であ

る。P5は径50cmの円形で，深さは21cmの出入り口施設に伴うピットである。P6～P19は径30～60cm，深さ

11－58cmのピットで，性格は不明である。

寵　西壁中央部を壁外に20cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。煙道部先端が調査区外へ延びている

が，確認できる規模は長さ105cm，幅115cmである。両袖とも良好な状態で残り，火床部には赤変硬化した焼

土が厚く堆積し，両袖部内面も焼土ブロックが覆っている。わずかに残る煙道は，火床面から段をもって緩

やかな傾斜で立ち上がる。

義士層解説
1　鈍い褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

粘土ブロック多量，焼土ブロック・山砂少量
焼土ブロック・山砂中量，炭化粒子微量
壌土ブロック・粘土ブロック少量
粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック多量，粘土ブロック少量．炭化粒子微量
焼土粒子・山砂少量，炭化粒子微量

7　暗褐色　壌土ブロック・山砂少量
8　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子微量
10　褐　　色　粘土ブロック中量．焼土粒子・炭化粒子少量
11暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

一64一
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第46図　第13号住居跡実測図
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覆土　多量の粘土ブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

住居跡土居解説
1黒褐色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土ブロック少量，炭化粒　6　黒褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　褐　色　粘土ブロック中呈，黒色土ブロック少量，焼土粒子・炭
化粒子微量

8　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
10　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・焼土粒子少量，炭化

粒子微量

子微量
2　黒褐色　焼土ブロック・ローム′トブロック・粘土ブロック少量，

炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
4　黒褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　焼土粒子・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片516点，須恵器片45点及び土玉2点が出土している。5及び6の土師器賓は覆土

下層から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，7世紀中頃の住居跡と考えられる。

第47図　第13号住居跡竃実測図
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第48図　第13号住居跡出土遺物実測図
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第臓号住屠跡出土遺物観察衷

図版番号　 器　　 種 計漸縮扇 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 48 図　　　 杯 Å〔13．5〕 底部から目線部にかけての破片㍉　丸 目線部内 ・外面横方向のナデ．底部 長石 ・石 英 ・雲母 P 95　　　　 20％

1　　 土　 師　 器 B　 4 ．2 底い休部，＝縁部 は内増 しながら立

ち上がる。

外面へラ削 り後ナデ。 スコリア

橙色　　　　 普通

楷土

杯 Å〔13．2〕 底部から目線部にかけての破片㍉　丸 目線部内 ・外面横方向の強いナデ㍉ 長石 ・雲母 P 9（う　　　　　 却％

2　　　 土　 師　 器 H 「上目 底。体部は内暫 しながら立ち上が りタ 休部外面から底部にかけてへラ削 り 赤褐色 覆土

目線部は外反する。体部と日経部境

に不明瞭な稜 を持つ。

後ナデ。 普通 内外薗赤彩

杯 A 白0 ．8〕 底部から‖縁部にかけての破片い丸 目線部内 ・外面強い横方向のナデ㍉ 長石 ・雲母 ・スコ P 97　　　　 20％

3　　　 土　 師　 器 輪　 3．0 底．体部，目線部は内増 しなが ら立

ち上がる。

底部外面へラ削 り後ナデ㍉ リア

橙色　　　　 普通

覆土

杯 A L13．2〕 底部から目線部にかけての破片．丸 目線部内 ・外面強い横方向のナデ√ 長I石 ・雲母 ・スコ P9 8　　　　 15％

4　　　 土　 師　 器 勘 3．日 底。休部は内暫しなが ら立ち上が り， 底部外面へラ削 り後ナデ。 リア 覆土

目線部はわずかに外反する。 橙色　　　　 普通 内面黒色処理

斐 A　20．6 体部から目線部にかけての破片い体 目線部内 ・外面横方向のナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母 P 99　　　　 30 ％

5　　　 土　 師　 器 勘 14．3） 部は球状に立ち上がり，頭部は緩や

かに外反する。ロ綾部は外傾する。

スコリア

橙色　　　　 普通

覆土下層

磐 A 白5．6〕 体部か ら打線部にかけての破片。球 目線部内 ・外面ナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母 P 100　　　　 30％

6　　　 土　 師　 器 B 白鼠諭） 状の体部は，頭部で緩やかに外反 し，

打線部は斜め上方に外傾する。

礫

鈍い赤褐色　 普通

覆土下層

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　　　 考径五m） 高さ五m車 胤 m） 重量軸 ）

第48図7 土　　　 工 （3。5） （2。9） 0．8 （20。9） 将　 士　 上　 層 r津10

8 土　　　 工 （3．5） （2．3） （0。9） （23。2） 覆　 土　 上　 層 0「＝

二　　　，．′／　′′t′

位置　調査区の中央部，B3e‘1区。

重複関係　本跡の北壁は第20号住居跡を掘り込んでおり，北コーナーは第3号住居跡に掘り込まれている。

‥・、ノこγ日　子　く－・‘′　′∴′　　言　′′　㌣㍉　‾、　′、′・1子′．、′／・′　∴′　　ノ　ノ　言し♪読

、＿ノ∴　、　工　．

壁　壁高は約18cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　ほぼ全周している。幅10－20enl，深さ5－10cmで，断IflfはU字形である。

床　ほぼ平粗で，壁際を除いた部分は硬く踏み固められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P11は径30－50cmのほぼ円形で，深さは26－43cmの主柱穴である。P5は

㍉ノく∴了′　‘ニ′′′：ツ／′、　三、　′′　上、；′、′工　．′　′　言．・‘‘′／ノ、一　一′ン′ご　　′　‥　′・了・く；、‥三、′、　′

さ20－30cnlのIIj形で，性格は不明である。

蜜　北東壁中央部を壁外に40cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ130cm，幅140cmである。

両袖とも耕作のため上部を削られているが，袖部内側と，1111状に浅く窪んだ火床部には赤変硬化した焼土が比

較的厚く堆積している。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒千・粘土粒J’・少量，焼土粒子微量　　　　　　ご1　鈍い赤褐色　焼14、プロいノク・ローム粒子・少量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　粘土粒J’・多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　ローム粒J’－少量，焼土粒f・微量

3　鈍い赤褐色　焼土粒千・ローム粒J∴・粘目白’・中量

覆土　自然堆積と思われる。
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第49図　第14号住居跡実測図
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住居跡土居解説

1　黒褐色

2　暗褐色
3　暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色
6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色
9　暗褐色

ローム粒子・粘土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・粘土中ブロック微量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子・粘土粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片235点，須恵器片87点

及び鉄鍍1点が出土している。1及び2の須恵器

杯は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，8世紀後半の住

居跡と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

20　　　　　　　　　　　　10cln

！　　　；　　　！

第50図　第14号住居跡出土遺物実測図

回版番号 器　　 桂 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 50 囲 杯 A 〔13 j 〕 底部から口綾部にかけての破片。平 口緑部内 ・外面ナデ。底部回転へラ 長石 ・石英 ・礫 P 10 1　　　 70％

1 須　 恵　 器 B　 4．3 底。体部，ロ綾部は直線的に外傾 し 切 り後ナデ。底部中央 1 本のヘラ描 灰色 床面

C　 8．3 て立ち上がる。 線。体部外面に強いロクロ目を残す。 普通

2
珂こ A 〔12，3〕 底部か ら口緑部にかけての破片。平 ロ緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P lO2　　　 ・20％

須　 恵　 器 B　 3．7 底。体部は外傾 して立 ち上がる。 暗灰黄色　　 普通 床面

図版番号 器　　 棲

計　　　 測　　　 値

材　 質 出　土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ） 幅（qm） 厚 さ（m ） 重量（g ）

第50図 3 鉄　　　 鉄 10 ．6 4．4 0．6 15．2 鉄 床　　　　　　　 面 M 4

第15号住居跡（第51図）

位置　調査区の中央部，B3e3区。

重複関係　本跡の南コーナーは，第16号住居跡に掘り込まれているので，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸4．64m，短軸3．42mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－590－E

壁　壁高は35－50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，全周している。幅10～20cm，深さ約10cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，竃と出入り口を結ぶ主軸線上付近を中心に硬く踏み固められている。

ピット　4か所（Pl－P4）。Plは長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さが21cmの出入り口施設に伴うピッ

トである。PZは径20cmの円形で，深さ20cm，P3は長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さ14cm，P4は長径

25cTn，短径18cmの楕円形で，深さ25cmのピットである。P2－P4は性格不明である。

窓　北西壁中央部を壁外に60cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ115cm，幅130cmである。

両袖とも良好な状態で残り，火床部はほぼ平坦で赤変硬化した焼土が比較的厚く堆積している。煙道は，火

床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土居解説
1　暗褐
2　黒褐
3　暗褐
4　暗褐
5　暗褐
6　暗褐

色　粘土小ブロック・山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量

色　山砂少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化物微量
色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量

7　鈍い褐色　粘土ブロック多量
8　黒褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
11褐　　色　　ローム小ブロック少量，炭化粒子・山砂微量
12　暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
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第51図　第15号住居跡実測図

覆土　ロームブロックや粘土ブロックの混入状況から，下層は人為堆積で，上層は自然堆積と思われる。

住居跡土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量・焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム小ブロ

ック・ローム粒子少量
5　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量．炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8

9

10

11

12

13

14

褐　色
暗褐色

黒褐色

ローム粒子多量，山砂少量
炭化物・ローム粒子少量，炭化粒子微量
ロ ーム大ブロック中量，ローム粒子少量

暗褐色　ローム粒子・粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
暗褐色　ロームノトブロック・山砂少量，炭化粒子微量
暗褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量
暗褐色　粘土′トブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片342点，須恵器片228点，土玉2点，鉄製鎌1点及び金属製鋒帯1点が出土してい

る。4の土師器嚢は床面から，他はいずれも覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，8世紀前半の住居跡と考えられる。
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第52図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表

＿fE⊆7

8t9・II sこち

g R二g　　一一　』二二土二二lOcm

図版番号 券　　種 計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第52図 登 A〔18．6〕底部からロ綾部にかけての破片。体 口緑部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母 PlO3　　　　 40％

1 土　師　器 B　29．6

C　9．2

部は直線的に外傾して立ち上がり，

頚部で「く」の字状に祈れる。口縁

端部はつまみ上げられている。

鈍い橙色

普通

覆土

2

憂 A〔34．2〕ロ綾部片。頚部は緩やかに外反し， 口緑部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母 PlO4　　　　 5％

土　師　器 B（5．5）口縁部は水平方向に伸びる。端部は

上方につまみ上げられている。

スコリア

鈍い黄橙色　普通

覆土

3

嚢 A〔27．6〕体部から口綾部にかけての破片。体 口緑部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母 PlO5　　　　 5％

土　師　器 B（5．8）部は内野しながら立ち上がり，頚部

は「く」の字状に折れる。口縁端部

は斜め上方につまみ上げられている。

スコリア

鈍い黄橙色

普通

覆土下層

4
登 B（7．9）底部から休部にかけての破片。体部 体部外面縦方向のヘラナデ。 長石・石英・雲母 PlO6　　　　 20％

土　師　器 C　9．0 は直線的に外傾して立ち上がる。 鈍い赤褐色　普通床面

5

杯 A〔11．0〕底部から体部にかけての破片。平底。口緑部内・外面ナデ。体部外面下端 長石・石英・雲母 PlO7　　　　 30％

須　恵　器 B　3．7

C〔6．4〕

休部はわずかに内管しながら立ち上

がり，口緑部は直線的に外傾する。

回転へラ削り。 暗灰黄色

普通

覆土

6

盤 B（2．1）高台部から底部にかけての破片。高 底部回転へラ切り後ナデ。 長石・石英・雲母 PlO8　　　　 30％

土　師　器 D ll．3

E　l．3

台は直線的に「ハ」の字状に開く。 栂灰色

普通

覆土下層

7

蓋 B（1．6）つまみ片。つまみは偏平で，上端に 外面ナデ。 長石・石英・雲母 PlO9　　　 10％

須　恵　器 F　3．2

G　O．9

比して下端の径が小さく，上面は中

央に向かって下降し，中心部は突起

している。

黄灰色

普通

覆土

－71－



図版番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

備　　　　　　　　　　　　 考
径（cm ） 高 さ（cm） 孔径（m ） 重量（g ） 出土地点

第52図 8 土　　　 王 （2．8） （2．2） 0．5 （13．9） 覆　　 土 DPlZ

9 土　　　 玉 （2．7） （3 ．9） 0．7 （58．8） 床　　 面 DP13

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質 出　土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（qm ） 幅（m ） 厚 さ（佃） 重量（g ）

第52図10 鎌 （20 ．0） 4．7 0．5 （90 ．9） 鉄 床　　　　　　　 面 M 5

1 1 誇　　　 帯 3．2 2．0 0．6 5．5 銅 覆　　　　　　　　 土 M 6

12 釘 11．5 1．2 0．9 34．9 鉄 床　　　　　　　 面 M 7

第16号住居跡（第53図）
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第53図　第16号住居跡実測図

位置　調査区の中央部，B3f3区。

重複関係　本跡北壁の一部分が第15号住居跡を掘り込りこんでいるので，本跡の方が新しい。

確認状況　斜面上の黒色土の中に構築された住居跡で，覆土がほとんど流され，竃とわずかな覆土及び床の硬

化面が確認されただけである。

規模と平面形　長軸〔3．76〕m，短軸〔3．71〕mで，隅丸方形と思われる。

主軸方向　N－760－E

壁　壁高は0－15cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が硬く踏み固められている。

寵　耕作による撹乱のため明確でないが，東壁中央部に構築されていたものと思われる。推定規模は長さ120
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cm，幅110cmである。両袖がわずかに残り，火床部は浅く掘り込まれて焼土が薄く堆積している。

覆土屠解説

1黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　3　暗褐色　焼土大ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・山砂微量
2　黒褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子微量　　　　4　暗褐色　焼土粒子中量，山砂少量，炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片160点及び須恵器片91点が出土している。1の土師器杯及び4の土師器高台付杯

は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，10世紀前半の住居跡と考えられる。

第54図　第16号住居跡出土遺物実測図

第16号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

図版番号券　　種計測値（∞） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第54図 杯 A12．8 底部から口縁部にかけての破片。九口緑部内・外面ナデ。体部下端手持長石・石英・雲母PllO　　　　70％

l 土　師　器B　4．0 味を帯びた平底。体部，口縁部は直ちヘラ削り。底部外面へラ削り後ナ鈍い褐色 床面

C　6．1線的に外傾して立ち上がる。 デ。 普通 休部外面煤付着

2

杯 A〔14．4〕底部から口綾部にかけての破片。九口縁部内・外面ナデ。休部内面桟方長石・石英・雲母Pll1　　　50％

土　師　器B　4．4 味を帯びた平底。体部，口綾部は直向のヘラ磨き，外面下端へラ削り。灰褐色 覆土

C　7．1線的に外債して立ち上がる。 底部外面へラナデ。 普通 内面黒色処理

3

杯 A〔13．8〕底部から口縁部にかけての破片。九口縁部内・外面ナデ。体部外面下端長石・石英・雲母Pl12　　　　50％

土　師　器B　3．5

C〔7．0〕

味を帯びた平底。休部は直線的に立

ち上がり，口緑部は外反する。

手持ちへラ削り。 スコリア

鈍い赤褐色　普通

覆土

4

高台付杯A〔13．9〕高台部から口緑部にかけての破片。ロ縁部内・外面ナデ。体部内・外面長石・石英・雲母Pl13　　　　50％

土　師　器B　6．4平底。付高台。高台は「ハ」の字状丁寧なヘラ磨き。底部内面へラ磨き。橙色 床面

D　8．1

E　l．1

に大きく開く。休部は内題しながら

立ち上がり，口綾部は外傾する。

高台部内・外面ナデ。 普通 内面黒色処理

二次焼成痕

5

高台付土不A〔15．1〕高台部から口綾部にかけての破片。ロ縁部内・外面ナデ。 長石 Pl14　　　　40％

土　師　器B　4．8

D　7．3

E　O．8

平底。付高台。高台は「ハ」の字状

に開く。体部は内管しながら立ち上

がり，口縁部は直線的に外傾する。

鈍い橙色

普通

覆土

6

高台付杯B（4．3）高台部から休部にかけての破片。平体部外面下端へラナデ。 長石・石英・雲母Pl15　　　　30％

土　師　器D　9．0底。付高台。高台は長く「ハ」の字 スコリア 覆土

E　2．3状に外傾して開く。体掛は内管しな

がら立ち上がる。

橙色

普通

内面黒色処理

第17号住居跡（第55図）

位置　調査区の中央部，B3dl区。

規模と平面形　長軸3．24m，短軸3．17mの隅丸方形である。

主軸方向　N－1010－E

壁　壁高は20～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて全体的に硬く踏み固められている。

窓　東壁やや南寄りを壁外に65cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ110。m，幅130。mであ
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第55図　第17号住居跡実測図

る。両袖とも耕作により削られている。火床部は皿状に10cm掘り込まれていて，炭化粒子が多量に確認され

ている。わずかに碓認できる煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

憲土層解説
1褐　色　ローム粒子多鼠粘土粒子少量，焼土粒子・炭化拉子微量　5　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子微量　　6　鈍い褐色　粘土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　黒　色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　7　褐　色　ローム粒子多量
4　黒　色　炭化粒子多量，焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量　8　鈍い褐色　焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量

貯蔵穴　2か所。貯蔵穴1は径50cm，深さ27cmの円形で，南東コーナーに設置され，貯蔵穴2は径65cm，深さ

40cmの円形で，南西コーナーに設置されている。底面はともに平坦である。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・壌土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化物中量．焼土粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

6　褐　色　ローム粒子多量，

7　暗褐色　ローム粒子少量，
8　褐　色　ローム粒子中量，
9　褐　色　ローム粒子多量，
10　暗褐色　ローム粒子少量，

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
炭化粒子微量．
ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック少量

炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片127点，須恵器片66点及び土玉1点が出土している。3及び4の土師器高台付杯

は竃内から，5及び6の土師器要は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，10世紀前半の住居跡と考えられる。
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第56図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 56 図 杯 B （3．4） 底部から口緑部にかけての破片。丸 口緑部内 ・外面横方向の強いナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P l16　　　　 25％

1 土　 師　 器 底。体部は内暫 しながら立ち上が り， 体部内面下位縦方向のヘ ラ磨 き。底 橙色 覆土

口綾部はわずかに外反す る。 部外面へラ削り。 普通 内面黒色処理

2

杯 口綾部から体部にかけての破片。体 休部内面へ ラ磨 き。 長石 ・石英 ・雲母 P l17　　 10％

土　 師　 器 部，口綾部は直線的に外傾 して立 ち 鈍い黄橙色 覆土

上が る。 普通 内面黒色処理

休部外面墨書

3

高 台 付 杯 A 16．0 底部から体部にかけての破片。平底。 口縁部内 ・外面ナデ。休部から底部 長石 ・石英 ・雲母 P l 18　　　　 65％

土　 師　 器 B　 5．4

D　 6 ．8

E　 l．0

付高台。休部は内野 しながら立 ち上

がり，口綾部は外反する。

内面へラ磨き。 礫

橙色

普通

覆土

4

高 台 付 杯 A 〔13．7〕 高台部から口綾部にかけての破片。 口緑部内 ・外面ナデ。休部から底部 長石 ・石英 ・雲母 P 119　　　　 60％．

土　 師　 器 B　 5．0 平底。付高台。高台は低 く，径は短 内面へ ラ磨 き。 鈍い褐色 覆土

D 〔5．5〕

E　 O．7

い。休部は内轡 しながら立ち上がり，

口綾部は外反する。

普通 内面黒色処理

5

尭 A 〔18．の 休部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 120　　　　 3 0％

土　 師　 器 B （17．8） 部は内暫 しながら立ち上が り，口綾

部は直線的に外傾する。

鈍い黄橙色

普通

床面

6

嚢 A 〔20 ．0〕 体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 12 1　　　 5 ％

土　 師　 器 B （7 ．6） 部は球状に膨み，頚部は緩やかに外

反する。口縁部は直線的に外傾する。

黒褐色

普通

床面

7

嚢 A 〔2 1．8〕 休部から口緑部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 122　　　　 5 ％

土　 師　 署菩 B （8．の 部は内野 しながら立 ち上が り，頚部

は 「く」の字状に折れる。口縁部は

直線的に外傾する。

鈍い貴橙色

普通

覆土

8

整 A 〔31．0〕 体部からロ縁部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。休部外面平行 長石 ・石英 ・雲母 P 123　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B （10．7） 部はわずかに内野 しなが ら立ち上が

り，頚部は 「く」の字状に折れる。

口縁部は直線的に外傾 し，端部は上

下両方向に突出 している。

叩 き。 礫

灰白色

普嘩

覆土
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図版番号 器　　 棲
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考

径（伽） 高さ（∞） 孔径（qm ） 重量（g ）

第56図9 土　　　 玉 （2．4） （2．7 ） 0．4 （13．6） 床　　　　　　　 面 DP14

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
材　 質 出　土　 地　点 備　　　　　　　　 考

長さ（qm） 幅（①） 厚 さ（皿 ） 重量（g ）

第56図10 釘 （5 ．6） 1．0 0．8 （12．0） 鉄 床　　　　　　　 面 M 8

第18号住居跡（第57図）

2m

l－　　　；　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

上＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第57図　第18号住居跡実測図

位置　調査区の中央部，B3eZ区。

重複関係　本跡の東壁は，第78号土坑を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．12m，短軸2．97mの隅丸方形である。

主軸方向　N－1060－E

壁ぐ壁高は15－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁を除き，全周している。幅約20cm，深さ約10cmで，断面はU字形である。

床　ほぼ平坦で，主軸線上付近を中心に硬く踏み固められている。

寵　東壁やや南寄りを壁外に70cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ110cm，幅110cmであ
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る。耕作のために両袖とも上部を削られているが，覆土中には黒色土に混じって多量の焼土が確認されてい

る。煙道は，火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。

寵土居解説
1暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量　3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
2　赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

貯蔵穴　南東コーナーに付設されており，長径80cm，短径70cmの楕円形で，深さは12cmである。底部は平坦で，

壁は緩やかに立ち上がる。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　　　5　褐　　色　ローム粒子多量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　6　褐　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　7　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片166点，須恵器片31点及び砥石1点が出土している。1及び2の土師器高台付杯

は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，10世紀前半の住居跡と考えられる。

二‾
．・．・．・．・・．・一・．一、－　「‾

第58図　第18号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡出土遺物観察表

〔二二二⊃　0

」　　＿；　　　！

図版番号器　　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第58図高台付杯A〔16．0〕底部から口縁部にかけての破片。丸口嫁部内・外面ナデ。体部内面様方長石・石英・雲母P124　　　　50％

1 土　師　器B（7．4）味を帯びた平底。付高台。高台部大向の回転へラ磨き。底部内面へラ磨鈍い褐色 床面

E（0．4）部分欠損。休部は内暫しながら立ち

上がり，口縁部は外反する。

き。 普通

2

高台付杯B（4．1）高台部から体部にかけての破片。丸休部内面横方向のヘラ磨き。底部内長石・石英・雲母P125　　　　50％

土　師　器E（1．1）味を帯びた平底。付高台。高台は端面へラ磨き。 鈍い黄褐色床面

部が細くなり，「ハ」の字状に開く。

体部は内野しながら立ち上がる。

普通 内面黒色処理

3

高台付杯B（3．5）高台部から体部にかけての破片。丸体部から底部内面にかけてへラ磨き。雲母・スコリアP126　　　　50％

土　師　器D　7．7底。付高台。高台は低く，先端部が休部外面下端回転へラ削り。 鈍い黄橙色 覆土中層

E　l．0横方向に突出している。休部は内野

しながら立ち上がる。

普通 内面黒色処理

図版番号器　　種
計　　　測　　　値

石　質出　土　地　点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（qm）厚さ（m）重量（g）

第58図4砥　　　石（8．1）（4．4）（2．1）（62．3）凝灰岩覆　土　中　層Ql

第19号住居跡（第59図）

位置　調査区の中央部，B2do区。

規模と平面形　長軸4．20m，（短軸末碓認）。住居跡の西側は調査区外に延びており，全体は確認できない。

東コーナー及び南コーナーは隅丸である。
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長軸方向　N－110－E

壁　壁高は約9cmで，緩やかに外傾しな

がら立ち上がる。

床　平坦で，黒色土が硬く踏み固められ

ている。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土層解説
1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロッ

ク・ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
3　明褐色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から，土師器片10点及び須

恵器片5点が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，10世

紀中頃の住居跡と考えられる。住居跡

の西側半分以上が調査区外に延びてい

るため，竃は確認されていない。

第21号住居跡（第60図）

位置　調査区の中央部，B3d4区。

規模と平面形　長軸3．28m，（短軸未

確認）。遺構の西側半分は調査区外

へ延びており，全体は確認できない。

北東コーナーは隅九である。

長軸方向　N－100－E

壁　壁高は約17cmで，外傾して立ち上

がる。

床　ほぼ平坦で，黒色土が硬く踏み固

められている。南側の床面に焼土の

塊が見られる。

ピット　径約40cmの円形で，深さ20cm

の主柱穴である。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭

化粒子・粘土粒子微量
3　黒褐色　煉土粒子・ローム粒子少鼠炭侶正子微量
4　暗褐色　焼土′トブロック，焼土粒子・ロ

ーム粒子少量，炭化粒子微量
5　極暗褐色　焼土小ブロック・ローム粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片60点及び

須恵器片16点が出土している。2及

＿旦＿16．8．¶
‾‾1

＼1－

第59図　第19号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第60回　第21号住居跡実測図
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び3の土師器高台付杯は床面から，1の土師器杯及び4の土師器高台付杯は覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，10世紀前半の住居跡と考えられる。重複のために竃は確認されていない。

第61図　第21号住居跡出土遺物実測図

第21号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　…一一一一l一一11－」

図版番号器　　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第61回杯AlO．5口綾部一部欠損。平底。休部は内轡口縁部内・外面ナデ。底部回転糸切長石・石英・空母P127　　　　80％

1土　師　器B　3．2

C　6．8

しながら立ち上がり，口綾部はわず

かに外反する。

り。体部外面に強いロクロ目を残す。橙色

普通

覆土下層

2

高台付杯B（2．8）高台部から体部にかけての破片。平口緑部内・外面ナデ。休部内面様方長石・石英・雲母P129　　　　50％

土　師　器D　7．6底。付高台。高台は直線的に開き，向のヘラ磨き。底部内面へラ磨き，橙色床面

E　l．4休部は内野しながら立ち上がる。外面回転へラ切り後ナデ。普通内面黒色処理

3

高台付坤こB（1．3）高台部片。平底。付高台。高台は外底部内面へラ磨き。高台部内・外面長石・石英・雲母P130　　　　30％

土　師　器D　6．7傾しながら開き，先端部が横方向にナデ。 鈍い橙色床面

E　l．1突出している。 普通内面黒色処理

4

高台付杯B（2．1）高台部片。平底。付高台。高台は直底部内面へラ磨き。高台部内・外面長石・石英・雲母P131　　10％

土　師　器D〔8．2〕

E　l．4

線的に外傾して開く。ナデ。 鈍い橙色

普通

覆土下層

5

長　頸　壷B（8．6）高台部から体部にかけての破片。平体部外面横方向のナデ。長石・石英・雲母P132　　　10％

須　恵　器D〔13．0〕

E　O．6

底。付高台。高台部は短い。体部は

内暫しながら立ち上がる。

礫

暗灰褐色　　普通

覆土下層

表6　念代遺跡住居跡一覧表

番号 位 置

主軸 方向

（長軸方剛

平 面 形

規　 模 （m ）

（長 軸 ×短軸 ）

壁高

（0m ）

床 面

内　 部　 施　 設

寵 覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　 考

新 旧関係 （古→ 新 ）主柱穴 貯蔵穴 ピット 入 口

1 A3 i6 N － 34 L E 隅 九 方 形 3 ，72　×　 3 ．7 2 15 ～ 20 平坦 4 － 2 1 1 自然
土師掛妬・妻）．須恵器（坪・援・菱・甑）．土
製品（土玉）

第2 号竪穴状遺構→本跡

3 83 a 4 N － 6 L E 不　　　 明 5 ．47 ×〔3 ．7 3〕 20 ～ 35 凸 凹 2 － － － 1 自然 土師器（杯・高台付杯・登）．須恵器岬 ・養 ・
盤・董・臨）

S I20 一一S I14－→本跡

4 A3 i 9 N －4 2L E 隅 丸長方 形 4 ．70　×　4 ．10 40 － 60 平坦 4 1 1 自然

土師器（坪・高台付妬・喪），須恵器（杯・高杯

・高台付杯 ・壷 ・盤 ・蓋 ・髄），土製品

（土玉・管状土鎌・支脚）

5 C2 C3 N －2 8L w 隅 丸 方 形 3 ．43　×　3 ．35 20 － 25 平 坦
－ － － － 1 人為 土師器（杯・妻・皿・董），須恵器（杯・高台付

杯 ・萎・甑）
本跡→第2 号地下式填

6 B3a 9 N－ 37 L E 隅 丸 方 形 4 ．20 ×〔4 ．15 〕 55 － 60 平 坦 4 2 1 1 人 為

土師器（不・高台何杯・壷・壷），観念器（杯・

高台付休・養 ・査・醸・円面魂）．土製品（土

王・支脚L鉄製品（刀子）

SK86→本跡→SK87→518

7 A 3 jo N － 48 L E 隅 九 方 形 3 ．4 5　×　 3 ．35 20 一・50 平 坦 － － 4 1 1 人為
土師器（妬・壷）．須恵器（杯・高台付妬・壷・
董・小形壷）

8 B3 a 9 N －4 1 L E 不　　　 明 （3 ．52 ）×〔1 ．52〕 40 平坦 4 － 1 － 1 人為 土師提（杯 ・壷・皿），須恵器仰 ・高台付咋・
登・短頭重） 516→5粗 →本跡→S且87

9 B3 il N －4 5 L w 不　　　 明 7 ．20　×（5 ．8 5 ） 34 平坦 4
－

8
－

不明 自然 土師器（杯・高台付坤・建），須恵等（杯・蓋・
壷） 本跡 一→S IlO

10 83 j l N －7 7 L w 不　　　 明 3 ．90　×（2 ．3 5 ） 30 平坦
－ － 2 －

不明 自然 土師器（杯・高台付鋒 ・隻）．須恵器（杯・高台
付坪・蓋・差）

S Ig →本 跡

11 B3 cZ N －5 7L E 不　　　 明 5 ．30　×（3 ，82 ） 8 5 平坦 2 － 1 1 1 自然 土師蓄（年・憂）．須恵等（杯・高台付鋒 ・隻 ・
盤・甑・蓋）

本跡 →S I12

12 83C 3 N－ 90 L E 不整 長方 形 3 ．08　× 1 ．97 15 － 20 平坦 4 － － － 1 自然 土師掛杯・高台付杯・援・鉢）．須奈古（杯・
妻・蓋・壷）

S Il l→本跡

13 B3b 6 N－ 110L w 方　　　 形 6 ．10　×　 5 ．85 40 － 50 平 坦 4 － 14 1 l 人為
土飯箸（咋・責・甑），須恵器（妬・責・蓋・甑

・壷），土製品（土玉）

14 B3C 4 N － 29 L E 隅 九 方 形 （4 ．60 ）×　 4 ．20 18 平 坦 4 － 3 1 1 自然 土師器雁 ・高台付隼・粟），須恵器（杯・壷・
査）．鉄製品（鉄銭）

SI20→ 本跡 →S 13
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番号
主軸方向

位置
懐 軸方翻

平 面 形
規　 模（m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm ）

内　 部　 施　 設 i 竃

覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　 考

新旧関係（古→新）
班 穴桓 穴 ピット人「1

15 B3P J N－59⊥E 隅丸長方形 4 ．64　×　3 ．42 35～50 平坦

十

3 1 l 自然

土師器（杯・襲e蓋），須恵器錘巨霹軽症錘巨

餐・盤・甑・蓬）ト土製品（土圭・紡錘車L金

属製品（鋒帯6錬・釘）

本跡→SI用

16 I菅fJ N－76⊥E 隅 丸 方 彬 〔3．76〕×〔3．7日 鼠5 、付け － － － － i 自然 土師器捧・高台相棒・聾L 須恵器杯・聾・
盤・息1 SI15→本跡

17 8 3d l N一m 「二E 隅 丸 方 形 3．24　×　3．i7 2 0～30 平坦 － 2 … － l 自然 土師器杯・高封 杯・餐），須恵器湖 ・斐・
蓋し土製品上玉）鉄製品釘）

且8 B3 e Z　N－106ごE 隅 丸 方 形 3．12　×　2．97 i5～30 平坦 － ヱ － － ユ 自然 土師器（称・高台付称も斐），須恵器（杯・聾），
右製品砥石） SK78・→本跡

19
B2 d o恒 IL E

不　　　 明 4．20　×0 ．65） 9 平坦 － － － － 不明 自然 土師器用ト頚仕溜憎瀾里酎

20 B3 bl N－0 「 不　　　 明 4．65　×O 。25） 25 平坦 3 － － － 不明 自然 土師器（襲う 本跡→Sl14→SI3

2 i B3d 4　鮮＋膵吉成 不　　　 明 3．28　×（2．65） 17 平坦 l ！
－ － 不明 自然 土師器棒も高台相称・憂L須恵器杯・高台

相称・登）

2　竪穴状遺構

第　号竪究状遺構　第鵬図）

位置　調査区中央部，Clgt）区。

規模と平面形　長軸2．60nl，短軸2．50nlの方

形である。

長軸方向　N－42。－E

壁　壁高は70emで，垂直に立ち上がる。

底面　平班で，炭化粒子や焼上粒子がわずか

に散れている。硬化面は見られない。

覆土　ロームブロックの混入状況から，人為

堆積と思われる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒千少∑＿i‡二，炭化物・ローム中ブ

ロック微量

2　暗褐色　ローム太ブロック中鼠　ローム粒子少

量，炭化物微量

3　暗褐色　ローム大ブロック・ローム申ブロック

・ローム粒了華量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム太ブロック・

焼土粒子微量

5　暗褐色　ローム拉子中鼠　粘土粒子少鼠　ロー

ム大ブロック微量

（う　暗褐　色　ローム大プロ・ソク・ローム中ブロック

・ローム粒子中量

∈二二二‾ん　：

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

、　‥　　＿＿＿＿＿∴　　‥　＿　　‥＿＿＿

し？＿＿＿＿＿＿…＿＿＿Jここ

第寝間　第　号竪穴状遺構啓出立遺物実測図

遺物　覆土中から，土師器片50点及び須恵器

片50点が出土している。

所見　本跡は芦　出土した遺物から，平安時代の竪穴状遺構と考えられる。形状は住居跡と似ているが，規模が

小さいことや竃，炉の痕跡が無いことタ　さらに9　人が住んで底面が踏み固められた様子が無いことなどからタ

住居跡ではないものと思われる。
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第思考竪穴状遺構出土遺物観察衷

図版番可 器　 種 諦輌縮粛 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 警 固 ！土 霊 器 Å〔19．0〕 体部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ㍉ 長石 ・石英 ・雲母 P i33　　　　 5 ％

勘　 4．0） 部は内攣 しながら立 ち上が り，頸部 鈍い橙色 覆土

i は「く」の字状に折れる．目線端部
はつまみ上げられている。

普通

第　号竪穴状遺構　第鵬図）

＼Vぐ

∴bC、

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

㍉＿、＿．．‥▲　＿　＿‥＿＿＿：

第63聞　第2号竪穴状遺構実測図

位置　調査区中央部，A3i6区。

重複関係　本跡を人為的に埋めて，第1号住居跡が構築されている。

規模と平面形　長軸3．65nl，短軸3．25nlの方形である。

長軸方向　N－35。一E

壁　壁高は15cmで，緩やかに立ち上がる。

底面　平坦でタ　炭化粒子や焼土粒子がわずかに放れている。硬化面は見られない。

滞立　各層に粘土プロッタが混入している状況から　人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　粘土ブロック多鼠　ロームブロック少鼠　焼土粒子・炭　5　暗褐色　焼土粒子0炭化粒子微量

化粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　色　粘土ブロック中量，焼土粒子。炭化粒子微量

2　褐　色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量　　　7　暗褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

4　明褐色　粘土ブロック多量

適物　覆土中から　土師器片媚点　須恵器片蟻点　土重　点及び流れ込みと思われる縄文土器片2点が出土し
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ている。

所見　本跡は，出土した遺物か

ら，平安時代の竪穴状遺構と

考えられる。形状は住居跡と

よく似ているが，規模が小さ

いことや竃，炉等内部施設の

痕跡が無いこと，さらに，人

が住んで底面が踏み固められ

た様子が無いことなどから，

住居跡ではないものと思われる。

3・4Sこち

第64図　第2号竪穴状遺構出土遺物実測図

第2号竪穴状遺構出土遺物観察表

ト一一一1－－－十一…一一」

図版番号 器　　 種 計測値（血） 器　 形　 の　 特　 赦 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第64 図 杯 A〔8，7〕 体部から口綾部にかけての破片。体 口縁部内・外面横方向の強いナデ。 長石・スコリア P 4　　　　 10％

1 土　師　器 B（2．6） 部，口縁部は内増しながら立ち上が

る。体部と口綾部の境に稜を持つ。

底部外面へラ削り。 鈍い橙色

普通

覆土

2

蓋 A〔14．8〕 天井部・口綾部片。天井部は内増す 天井部外面回転へラ削り。口縁部内 長石・雲母・砂粒 P 5　　　　 10％

須　恵　器 B（2．4） る。口縁部はわずかに内攣する。 ・外面ナデ。 黄灰色

普通

覆土

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

出　土　地　点 備　　　　　　　　　　 考
径（即） 高さ（qm）孔径（cm） 重義（g）

第64図3 土　　　 玉 （3．6） （2．9） 0．8 （23．6） 底　　　　　　　 面 DP3

4 土　　　 玉 （3．2） （3．0） 1．0 （18．7） 覆　　　　　　　　 土 DP4

3　土坑

遺構確認の段階で，89号まで土坑番号を付けたが，風倒木痕の類を除いて，82基を土坑とした。出土遺物は

少なく，その大部分も細片で，時期や性格について不明なものが多い。ここでは，19基の土坑について説明を

加え，その他は一覧表にまとめ実測図を掲載する。

第1号土坑（第65図）

位置　調査区北部，Dld9区。

規模と平面形　長軸（2．14）m，短軸0．72mの長方形で，深さは0．54m

である。遺構の南側は調査区外へ延びている。

長軸方向　N－180－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　ロームブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，粘土粒子微量
3　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，粘土粒子微量

調′
－19．2nl

U

⑥

0　　　　　　1m
し＿＿＿＿＿＿1＿　」

遺物　覆土中から土師器片10点及び床面から小刀1点が出土している。　第65図　第1号土坑実測図

所見　時期や性格等は不明である。
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∴三：二云’∴＋二＿∴＿＿・一∴道ニ信言′（

第温号土塊出土遺物観察衷

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　　　　　　　　』

計　　　測　　　値
図版番号器　種恒cm）幅五m恒cm）重量沌）材　質出　土　地　点 備　　　　　　　　考

雛響小　刀巨示聖子∵蒜丁竜蒜
鉄床　　　　　　　面M9

第　号丑琉　第鮮図）

位置　調査区北部タ　ma9区。

∴；こ了ミ′∴　∴工　こ弓・，∴＿言，・∴＿のふ′．言∴　′：こごて

は0．47nlである。

長軸方向　N－230－E

壁面　外傾して立ち上がる。　底面　平坦である。

滞並　ロームブロックの混入状況から彩　Å為堆積と思われる。

土層解説

！噂褐申　ローム町・瞞1ローム大ブロック・ローム中プロlソケ少量，炭化物微量

莞竃筐呂＝会鍔呂；茅：呂＝套霞享募畳親
墓
量

微
徴

物
物

∴右′　∴　　ハし．　　ノ．・上、′ノとし＼工了こ，∴ソ′＼．＿

している。

所農　本跡は，出土した遺物から芦　平安時代の土塊と考え

られる。性格は不明である。

－さJ

A
－19．2m

志望票‡妾‡竿

「」～二者
0 2m

－＿＿　　　　＿《　　ニ

工′ノご　′I三・、．rJこ．．♪史

第磯考豊坑（第68図）

′′′‾呈　′了、：′く′工、′て　こ∴　′′く

規模と平面形　長軸の爛m　短削。渕mの長方形で　深さは。糾mである。

長軸方向　N－650－ⅥJ

壁面　外優しで立ち上がる。　底面　平坦である。

滞並　ロームブロック努粘土ブロックの混入状況からタÅ為堆積と思われる。

土層解説

Illl　1－1　　　　　1　　　1

3　暗褐色　ローム中邦ックをローム粒子多選音炭化物凍土太邦ック微量　6　灰褐色　粘土粒子多量，ローム中ブロックのローム粒子中量

∴∴五　′＼・／ノ・′J　－／、′　∴　壬∴∴こ′′　＞う、　工′、ノ・－′　‥′：′．＼′　Jrノヾ　二′。‥ノ：、　ノて′ソ）

所兇　本跡はタ出土した遺物からタ平安時代の土塊と考えられる。性格は不明である。

第4号土塊出丑遺物観察衷

図版番可 器　 種

第 68 回　　　 鉢

計測掛証 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴　　　 胎土 ・色調 ・焼成　　 備　　 考

A 〔31．0〕 休部か ら目線部にかけての破片．体 目線部内 ・外面横方向の強いナデ．　 長石 ・石英　　　 P 134　　　 20％

1　　 士帥質土器 B ll．4 部は直線的に外傾して立ち上が り， 体部下位指頭 による斜方向の庄痕。　 橙色　　　　　　 覆土

C 〔12。8〕 目線端部は左右両端が突出 している㍉ 普通
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図版番号 名　　 称 時　 代 初鋳造年 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　　　 考

第68図 2 輿 寧 元 賓 北　　 宋 1064 覆　 土　 中　 層 M lO

第39号土坑（第68図）

位置　調査区北部，Clj8区。

重複関係　第4号土坑と重複している。新旧

関係は不明である。

規模と平面形　長軸1．20m，短軸（0．90）m

の不定形で，深さは0．28mである。

長軸方向　N－530－W

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　覆土中から，勲寧元賓1点が出土して

いる。

所見　時期や性格は不明である。

「

0　　　　　　　　　5cm

J i
第68図　第4・39号土坑・出土遺物実測・拓影図

第7号土坑（第69図）

位置　調査区北部，C2il区。

規模と平面形　長軸1．68m，短軸1．20mの長方形で，深さは0．78

mである。

長軸方向　N－100－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　ロームブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土居解説

1暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中呈，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片14点及び須恵器片2点が出土してい

る。

所見　時期や性格等は不明である。

－84－
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第69図　第7号土坑実測図
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第開聞　第　号豊銑実測図

位置　調査区北部タ　cm　区。

規模と平面形　長径3。53m　短径。錆mのほぼ開形で　深さは。鋼mである。

長径方向　N－420－W

壁面　内攣しながら立ち上がる。

底面　最下部に平坦な窪みをもちタ　全体は球状である。

滞並　ロームブロックや粘土ブロックの混入状況から，Å為堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒Ilf一微量

2　褐　色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　明褐色

ローム粒千少量，

ローム小ブロック

子微量

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

化粒子微量

ローム粒子中量

ローム小ブロック

焼土粒千・炭化粒子微量

・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒

焼土粒子微量

ローム小ブロック少量，焼士粒子・炭

ローム小ブロック少量，焼土粒f一微量

・ローム粒子多量

8　褐　色

9　暗褐色

10　明褐色

11褐　色

12　暗褐色

13　黒褐色

ローム粒子多量　ローム小ブロック少量，炭化粒千微量

焼土中ブロック中量，炭化物・ローム小ブロック・粘土

ブロック少量

ローム中ブロック多量．ローム粒f一・粘土ブロック少量

炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子

微音

ローム粒子・砂粒少鼠　焼土粒千・炭化粒子微量

ローム小ブロック・粘土ブロック少量

遺物　覆土中からタ土師器鋸併頗及び須恵器耳錮臆が出土している。5の須恵器棒は覆土下層からタ　且0の須

恵器高台相称は覆土中層からタ　他は覆土上層から出土している。

所農　本跡はタ　出土した遺物からタ　平安時代の土塊と考えられる。井戸あるいは貯水施設の可能性がある。
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第71図　第8号土坑出土遺物実測図

第8号土坑出土遺物観察表

∈≡巨式一一

ミヨ≡震

図版 番号 器　　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

第 7 1 図 土不 A 〔13 ．6 ） 底 部か ら口綾 部 にか け ての破 片。 平 口緑 部 内 ・外 面 ナ デ。休 部外 面下端 長石 ・雲 母 ・ス コ P 13 5　　　　 6 5 ％

1 土　 師　 器 B　 4 ．0 底 。休部 は 内野 しなが ら立 ち上が り， 回転 へ ラ削 り。底 部外 面 へ ラ削 り。 リア 覆土 上層

C　 6 ．5 口縁 部 はわず か に外 反す る。 鈍 い 黄橙 色　 普 通 墨 書　 r太 部J

2

高 台 付 杯 A 13 ．1 平底 。高 台 は短 く直線 的 に 「ハ」の 口緑 部内 ・外 面 ナデ。 口縁 部 か ら体 長石 ・石英 ・ス コ P 136　　 100 ％

土　 師　 器 B　 4 ．4 字状 に開 く。 体部 は 内暫 しな が ら立 部内 面横 方向 の丁 寧 なヘ ラ磨 き。底 リア 覆 土上 層

D　 6 ．6 ち上 が り， 口綾 部 は直 線的 に外 傾す 部内 面へ ラ磨 き。 底部 回転 糸切 り。 浅 黄橙 色 墨 書 r山万j

E　 O ．7 る。 普 通 内 面黒 色処理

3

鉢 A 〔20 ．5 〕 口縁部 か ら体部 に か けての破 片 。平 口緑部 内 ・外面 横 方向 のナ デ。 口縁 長 石 ・石英 ・雲母 P 13 7　　　　 70 ％

土　 師　 器 B　 8 ．4 底 。休 部 は内暫 しなが ら立 ち上 が り， 部 か ら休部 内面 横方 向 のヘ ラ磨 き。 鈍 い橙色 覆土 上層

C　 8 ．7 口綾部 は外 反す る。 休 部外 面下位 横 方向 のヘ ラ削 り。 底

部 内面 へ ラ磨 き。

普通 内面 黒色 処理

4

杯 A 〔13 ．4 〕 ロ縁 部 か ら体 部 にか けて の破 片。 平 口縁 部 内 ・外 面 ナデ。 体 部外 面下 端 長石 ・石 英 ・雲母 P 138　　　　 70 ％

須　 恵　 器 B　 4 ．6 底。 体部 は わず か に内管 しなが ら立 手持 ちへ ラ削 り，内面 に 強い ロ タロ ス コ リア 覆土上 層

C　 6 ．6 ち上 が り， 口緑部 は外 傾 す る。 目を残す 。 鈍 い黄 橙色　 普通

5

杯 A 13 ．1 口縁 部 か ら底 部 にか けて の破片 。体 口緑 部内 ・外 面 ナデ。 体部 外面 下位 長 石 ・雲母 P 139　　　　 85 ％

須　 恵　 器 B　 3 ．5 部， 口緑 部 は直線 的 に外傾 して立 ち 横 方 向の ヘ ラ削 り。休 部外 面 に強 い 褐 灰色 覆 土下 層

C　 8 ．0 上 が る。 ロ タロ 目を残 す。 普 通

6

杯 A 〔13 j 〕 口綾部 か ら体部 に かけ ての破 片 。平 口緑部 内 ・外面 ナ デ。体 部外 面 下端 長 石 ・石英 ・雲 母 P 140　　　　 70 ％

須　 恵　 器 B　 4 ．4

C　 7 ．2

底 。体 部， 口綾 部 は直線 的 に外傾 し

て 立 ち上が る。

ヘ ラ削 り。 灰 黄褐色

普通

覆土 中層
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図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 71 図 土不 A 〔12．8〕 底部から口緑部にかけての破片。体 口線部内 ・外面ナデ。休部外面下端 長石 ・石英 ・雲母 P 14 1　　　 50％

7 須　 恵　 器 B　 4．2 部， ロ綾部は直線的に外傾 して立 ち 回転へラ削 り。休部内面に強いロク 暗灰黄色 覆土上層

C　 7．9 上が り，端部 はわずかに内題する。 ロ目を残す。 普通

8

杯 A 〔13．3〕 底部から口綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。休部外面に強 長石 ・石英 ・雲母 P 142　　　　 50％

須　 恵　 器 B　 3．4

C　 7．7

部，口綾部は直線的に外傾して立ち

上がる。

いロタロ目を残す。 灰色

普通

覆土

9

杯 A 〔13．8〕 底部から口緑部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。休部外面下端 長石 ・石英 ・雲母 P 143　　　　 40％

須　 恵　 器 B　 4 ．4 部は直線的に外傾 して立ち上が り， 手持ちへラ削 り。底部外面へラ削 り 礫 覆土

C 〔7 ．0〕 口綾部は外反する。 後ナデ。 灰黄褐色　　 普通 墨書 r大部J

10

高 台 付 杯 B （3 ．3） 高台部から体部下端 にかけての破片。 底部回転へラ削 り後ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 144　　　　 60％

須　 恵　 器 D　 8 ．0 平底。付高台。高台は直線的に「ハ」 灰色 覆土中層

E　 l．0 の字状に開 く。体部は直線的に外傾

して立ち上がる。

普通 墨書 F太部」

11

高 台 付 土不 B （2．7） 高台部から底部にかけての破片。平 底部外面へラ削 り後ナデ。高台部内 長石 ・石英 P 145　　　　 40％

須　 恵　 器 D　 9．6

E　 l．6

底。付高台。高台 は外傾 して 「ハ」

の字状に開 く。

・外面横ナデ。 黄灰色

普通

覆土中層

12

高 台 付 杯 B （2．6） 高台部か ら底部にかけての破片。平 底部回転へラ切 り。 長石 ・石英 P 146　　　　 40％

須　 恵　 器 D　 8 ．2

E　 l．3

底。付高台。高台は直線的に 「ハ」

の字状に開く。

灰色

普通

覆土中層

13

要 A 〔30 ．0〕 体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。体部外面平行 長石 ・石英 ・雲母 P 14 7　　　　 5 ％

須　 恵　 器 B （10 ．8） 部は直線的に外傾 し，頚部は緩やか

に外反する。口綾部は水平方向に伸

び，端部は下方に突出 している。

叩き。体部内面指頭庄痕。 灰黄色

普通

覆土中層

第15号土坑（第72図）

位置　調査区北部，C2d4区。

規模と平面形　長径1．36m，短径0．96mの楕円形で，深さは0．16

mである。

長径方向　N－37㌔－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　自然堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片2点が出土している。

所見　時期や性格等は不明である。

第15号土坑出土遺物観察表

子。感心一一）
‾下『妄云＝才一－』‥ヒヨm3　　2

第72靡
図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （血 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 7 2 図 杯 A 〔1 5 ．8 〕 底 部 か ら ロ 綾 部 に か け て の 破 片 。 平 口 縁 部 内 ・外 面 ナ デ 。 口 緑 部 か ら 体 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 14 8 　　　　 3 0 ％

1 土　 師　 器 B 　 3 ．8 底 。 体 部 ， 口 縁 部 は 内 管 し な が ら 立 部 内 面 丁 寧 な へ ラ 磨 き 。 休 部 外 面 下 鈍 い 黄 橙 色 覆 土

C 　 6 ．8 ち 上 が る 。 比 較 的 器 高 が 低 い 。 端 回 転 へ ラ 削 り 。 底 部 内 面 へ ラ 磨 き ，

外 面 へ ラ 削 り 。

普 通 内 面 黒 色 処 理

墨 書 r太 部 』
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第16号土坑（第73図）

位置　調査区北部，C2C4区。

規模と平面形　長軸1．13m，短軸0．84mの長方形で，深さは0．15

mである。

長軸方向　N－460－E

壁面　垂直に立ち上がる。　　底面　皿状である。

覆土　ロームブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

二二二／＿
匂！　　　　　oI

0　　　　　　1m
L　　：　！

第73図　第16号土坑実測図

土屠解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック微量　3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量．炭化粒子・ローム　　　　　　　少量，炭化粒子微量

大ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から，土師器片16点及び須恵器片11点が出土している。

所見　時期や性格等は不明である。

第24号土坑（第75図）

位置　調査区北部，Dldo区。

重複関係　本跡の南側は第1号地下式境に，北側は第26号土坑と28号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古

い。

規模と平面形　長軸（2．54）m，短軸1．68mの不定形で，深さは0．20mである。

長軸方向　N－80－E

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。　　底面　平坦である。

葎土　多量のロームブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土居解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化粒子少量

2　褐　色　ローム中ブロック中量，炭化物・ローム大ブロック微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化物・ローム大ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム大ブロック微量

5　明褐色　ローム粒子多量，炭化物微量

6　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子多量，炭化物少量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化物・ロー

ム大ブロック微量

遺物　覆土中から，土師質土器片13点が出土

している。1の内耳鍋は床面から出土して

いる。

所見　本跡は，出土した遺物から，中世の土

8　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム中ブロ

ック微量

9　褐　色　ローム粒子中量

10　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

11褐　色　ローム粒子多量

12　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，炭化物微量

13　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック微量

14　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

坑と考えられる0性格は不明である0　　　畢藍窪 二　　‾‾

卜3S射　＝＿」cm

第24号土坑出土遺物観察表　　　　　第74図　第24・28号土坑出土遺物実測図

図版番号 券　　 種 計測値（om） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 74 回 内　 耳　 鍋 A 〔34．5】 体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 149　　　　 5 ％

1 土師質土許 B （7．7） 臥　 口縁部はわずかに内野す る。口 鈍い赤褐色 覆土中層

縁端部は内側に突出している。 普通 体部外面煤付着
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第75図　第24～29号十坑実測図
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第25号土坑（第75図）

位置　調査区北部，D且co区。

重複関係　本跡は，第28号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸（1．14）nl，短軸0．94nlの不定形で，深さは0．35mである。

長軸方向　N－510－E

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。　　底面　凸凹がある。

遺物　出土していない。

所見　時期や性格等は不明である。

第26号土坑（第75図）

位置　調査区北部，DIco区。

重複関係　本跡は，第24号土坑と第28号土坑を掘り込んで，第27号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸（2．27）nl，短軸1．90nlの不定形で，深さは0．40nlである。

長軸方向　N－130－E

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。　　底面　平坦である。

遺物　出土していない。

所見　時期や性格等は不明である。

第27号並坑（第75図）

位置　調査区北部，Dle。区。

重複関係　本跡は，第26号土坑と第29号土坑を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸1．98m，短軸1．44nlの不整長方形で，深さは0．71nlである。

長軸方向　N－14。－E

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　覆土中から，土師器片8点，須恵器片2点及び縄文土器片1点が出土している。

所見　時期や性格等ほ不明で る。

第28号土坑（第75図）

位置　調査区北部，DIco　区。

重複関係　本跡は，第24号土坑，第25号土坑及び第26号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸4．50nl，短軸1．60mの不定形で，深さは0．40mである。

長軸方向　N－150－E

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。　　底面　平坦である。

遺物　覆土中から，土師質土器片7点，土師器片8点及び陶器片1点が出土している。2の土師質皿及び3の

内耳鍋は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から中世の土坑と考えられる。性格は不明である。
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第28号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（血） 話　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 74 図 皿 A　 7．5 口緑部一部欠損。平底。底部は突出 口縁部内 ・外面ナデ。底部回転糸切 長石 ・石英 ・スコ P 150　　　　 95％

2 土師質土器 B　 2．1 気味。体部，口綾部は直線的に外傾 り。 リア 床面　　　 灯明皿

C　 4 ．6 する。 橙色　　　　 普通 口綾部子由煙付着

3

内　 耳　 鍋 A 〔3 5．9〕 休部から口縁部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 151　　　　 5 ％

土師質土器 B　 5．3 部は内暫 し，口縁部は肥厚 して端部 スコリア 床面

は内側水平方向に突出 している。 橙色　　　　 普通 休部外面煤付着

第29号土坑（第75図）

位置　調査区北部，DIc9区。

重複関係　本跡は，第27号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸2．18m，短軸1．38mの不定形で，深さは0．30mである。

長軸方向　N－700－W

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。　　底面　平坦である。

遺物　覆土中から，土師器片12点が出土している。

所見　時期や性格等は不明である。

第30号土坑（第76図）

位置　調査区北部，Dlb7区。

重複関係　本跡は，第89号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．16m，

長軸方向　N－180－E

短軸1．37mの長方形で，深さは0．56mである。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　i

第76図　第30・89号土坑実測・出土遺物拓影図
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壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平班である。

澤立　田…ムブロックや粘土ブロックの混入状況からタ　Å為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　色　ローム粒千・秒粒少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒千・秒粒微量

3　褐　色　ローム粒千・粘土粒千・秒粒微音

遺物　覆土中から，寛永適賓2点が出土している。

繭見　本跡は　長方形の箱の形に粘土が貼られている　粘土粘　土坑　ことや　古銭　寛永通常　が出土して

いることから，近世の墓堰の可能性がある。

第渕号土塊出土遺物観察衷

図版番号 名　　 称 時　 代 初鋳造年 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　　　　 考

第76図 1 寛 永 適 賓 江　　 戸 1636 覆　　　　　　 土 M 14

2 寛 永 通 貨 江　　 戸 1636 覆　　　　　　　 土 M 15

第約号豊銑　第開園）

位置　調査区北部，Dlb7区。

重複関係　本跡は　第諏号土坑に掘　込まれてお軋　本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸2．32nl，短軸1．98nlの長方形で深さは0．47Illである。

長軸方向　N－300－W

壁面　外傾して立ち上がる。　　底面　平出である。

覆土　粘土ブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

4　黒褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　焼土粒子・ローム粒J’・・砂粒微量
6　黒褐色　粘土ブロック・山砂少量，炭化粒子微量
7　黒褐色　粘土ブロック・山砂少量

8　黒褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
9　褐色　　粘土プロ、ソク中量，山砂少量

10　暗褐色　粘土ブロック中鼠　焼土粒守一微呈

遺物　覆土中から，土師器片13点，土師質土器片8点及び憮寧元賓1点が出土している。

所見　時期や性格等は不明である。

第納骨土塊出土遺物観察衷

図版番号 名　　 称 時　 代 初鋳造年 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　　　　 考

第76図 3 憮 寧 元 賓 北　　 宋 1068 覆　　　　　　　 土 M ll

第5号並杭　第繹図）

位置　調査区北部，B3a5区。

規模と平面形　長径2。2　m　短径は。醐　mの楕閏形で　深さは。壷mである。遺構の東側半分は調査区外へ

延びており，規模は確認できない。

ふ埜ノ引く、・二＼一（主　兢

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　自然堆積と思われる。
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ニーl∴　二二二：∴

第77図　第58号丑坑◎出土遺物実測図

土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒召数量
2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム4、ブロック微量
3　黒褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量
4　黒褐色　粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒子0炭化粒子微量

βJ
も

0　　　　　　　10cm

」二二二1＿－＿＿三二二二二二」

5　黒褐色　粘土ブロックも山砂少量，焼土粒子。炭化粒子微量
6　暗褐色　粘土ブロック中量，山砂少量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　浅黄橙色　粘土粒子多量

遺物　覆土中から，土師器片236点，須恵器片58点及び瓦質の捨鉢片3点が「一旧二している。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の土坑と考えられる。性格は不明である。

第58号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 77 図 杯 A 〔12 ．2〕 底部から目線部にかけての破片。平 口緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 P 156　　　　 20％

1 土　 師　 器 B　 4 ．9 ＿

C　 6 ．8

底。体部は内攣 しなが ら立ち上が り，

口綾部は外反する。

鈍い黄橙色

普通

覆土

2

聾 A 〔24．7〕 体部から口緑部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・スコ P 157　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （3．5） 部は内暫しなが ら立 ち上が り，頚部

は緩やかに外反する。口縁端部は真

上につ まみ上げられている。

リア

明赤褐色

普通

覆土

第86号丑坑（第78図）

位置　調査区北部，A3j8区。

重複関係　本跡は，第55号士坑を掘り込んで，第6号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸2．93m，短軸（L22）mの不定形で，深さは0掴3mである。

長軸方向　N－370－W

壁面　外傾して立ち上がる。　　底面　凸凹がある。

滞土　粘土ブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量

3　鈍い褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子微量

4　暗褐色　　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　　焼土粒子・炭化粒子微量

6　褐　色　　粘土ブロック中量，炭化粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片99点及び須恵器片54点が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の土坑と考えられる。粘土採取の痕跡から，粘土採掘坑の可能性

がある。
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0　　　　　　　　2m
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第78図　第50◎55◎86号並坑⑳出立遺物実測図

第86号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　10cm

」　＝二二土二＿　二＿＿」

図版番号 器　　 種 計測値（珊） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第78 図 杯 A 〔13．0〕 底部から日録部にかけての破片。体 口縁部内‾・外面ナデ。体部外面に強 長石・石英・雲母 P 159　　　　 45％

1 須　 恵　 器 B　4．1

C〔7．0〕

部，口綾部は直線的に外傾して立ち

上がる。

いロクロ目を残す。 灰色

普通

覆土

第87号並坑（第79図）

位置　調査区北部，B3b9区。

重複関係　本跡は，第53号土坑，第88号土坑，第6号住居跡及び第8号住居跡を掘り込んでいるので，本跡の

方が新しい。

規模と平面形　長軸4。61m，短軸〔3。82〕mの不定形，深さは0。27mである。

長軸方向　N－540－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　凸凹がある。

覆土　粘土ブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・砂粒微量
2　黒褐色　粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗褐色　山砂中量，粘土ブロック少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　粘土ブロック中量，炭化粒子微量
5　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・砂粒微量
6　黒褐色　粘土ブロック・山砂少量，炭化粒子微量

7　黒褐色　粘土ブロック・山砂少量
8　黒褐色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
9　褐　色　粘土ブロック中量，山砂少量
10　暗褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
11褐　色　ローム粒子中量
12　褐　色　ローム粒子多量

遺物　覆土中から，土師器片187点，須恵器片7点及び土玉1点が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の土坑と考えられる。粘土採取の痕跡から，粘土採掘坑の可能性

がある。
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第79図　第53・87・88号土坑・出土遺物実測図
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第82図　第73・74・77～79・82号土坑実測図

第83図　第9・35・37A・38・48・73号土坑出土遺物実測図

第87号土坑出土遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l l　　　」

図版番号器　　種計測値（伽）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第79図坤こA〔8．6〕底部からロ綾部にかけての破片。丸口縁部内・外面横方向の強いナデ。長石・雲母・スコP160　　　　20％

1土　師　器B　2．8底。休部は内野しながら立ち上がり，

口縁部は直線的に外傾する。

底部外面へラ削り。 リア

橙色　　　　普通

覆土

2

嚢A〔18．6〕体部から口綾部にかけての破片。体口緑部内面及び口縁部から休部上位長石・石英・雲母P161　　　5％

土　師　器B（6．0）部は内暫しながら立ち上がり，頚部

は「く」の字状に祈れる。口綾部は

直線的に外傾する。

外面には刷毛目が施されている。鈍い黄橙色

普通

覆土

第9号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 桂
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
径（0m ） 高 さ（om ） 孔径（qm ） 重量（g ）

第83図 1 土　　　 玉 （2．9） （2．6） 0．6 （15．3） 覆　　　　　　　 土 DP 15
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第35号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 83 図 杯 A 13 ．5 日綾部一部欠損。平底。体部は内攣 口縁部内 ・外商ナデ。体部外面下端 長石 ・石英 ・礫 P 152　　　　 95％

2 須　 恵　 器 B　 4 ．6 しながら立ち上がり，口綾部は直線 手持ちへ ラ削 り。底部外面へラ削 り。 灰 白色 覆土

C　 6 ．5 的に外傾する。 体部外面に強いロクロ目を残す。 普通

第37A号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（孤） 器　 形　 の －　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼成 備　　　 考

第 83 図 杯 A 〔13 ．8〕 底部から口綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。体部内面に強 長石 ・石英 ・雲母 P 153　　　　 40％

3 土　 師　 器 B　 4 ．0 部，日経部は直線的に外傾 して立ち いロクロ目を残す。 礫 覆土

C 〔6．8〕 上がる。 鈍い黄褐色　 普通 内面黒色処理

第38号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（①） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 8色誘巨 焼成 備　　　 考

第 83 図

4

高 台 付 杯

土　 師　 器

B 〔1．7〕 底部片。平底。付高台。高台部欠損。 底部内面へラ磨 き。 長石 ・雲母

鈍い黄橙色

普通

P 154　　　 10％

覆土

内面黒色処理

墨書 『太部』か

第48号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色誘巨 焼成 備　　　 考

第 83 図 高 台 付 杯 A 〔14．5〕 高台部から目線部にかけての破片。 目線部内 ・外面ナデ。底部回転へラ 長石 ・石英 ・雲母 P 15 5　　　　 60％

5 須　 恵　 器 B　 5．6

D　 8．6

E　 l．0

平底。付高台。高台は 「ハ」の字状

に開く。体部は内攣 しながら立ち上

が り，目線部 は直線的に外傾する。

切 り後ナデ。 灰黄色

普通

覆土

第73号丑坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴′ 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 83 図 高 台 付 杯 B （2．7） 高台部か ら底部にかけての破片。平 底部内面へラ磨き。 長石 ・石英 ・雲母 P 158　　　　 40％

6 土　 師　 器 D 〔5．5〕 底。付高台。高台は直線的に外に開 鈍い橙色 覆土

E　 l．1 く。体部は内攣 しなが ら立ち上がる。 普通 内面黒色処理

衷7　念代遺跡土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　 考

新旧関係（古→新）長径×短径（m ）深さ（①）

1 Dld9 N －18L E 長　 方　 形 （2．14）×　0．72 54 外傾 平坦 人為 土師器（杯 ・嚢），鉄製品（刀子）

2 Dlbo N －50L E 不 整 円 形 1．07　×　0．90 26 緩傾 皿状 自然

3 Dla9 N －23⊥E 不整長方形 L 82　×　0 ．96 47 外傾 平坦 人為 土師器（杯 ・婆），須恵器（杯 ・整）

4 Clj7 N －65⊥W 隅丸長方形 2 ．40　× 1．50 84 外傾 平坦 人為 土師器碑 高台付杯・聾・鉢），須恵器肺 高台付恥凱 古銭腰寧元賓） SK39と重複（新旧不明）

7 C2il N －10L w 長　 方　 形 1．68　× 1．20 78 外傾 平坦 人為 土師器（杯 ・嚢），須恵器（杯 ・嚢）

8 Clg9 N －42L w 不 整 円 形 3．53　×　3．25 220 外傾 球状 人為 土師器（杯・高台付杯・嚢・鉢），須恵器悌 ・高台付杯・整）

9 C2g5 N －41⊥W 不 整 円 形 0．85　×　0．84 38 外傾 凸凹 自然 土師器（嚢），土製品（土玉） SK12と重複（新旧不明）

10 C2g 6 N －44 L E 不整楕円形 1．05　×　0．81 27 外傾 皿状 自然 土師器（杯），須恵器（婆）

11 C2e 5 N －20L E 円　　　 形 0．81 ×　0．78 19 外傾 皿状 自然 土師器移巨 高台付杯 ・婆），須恵器（杯 ・嚢）

12 C2g 5 N －64L E 不　 定　 形 2．80　× 1．40 24 外傾 平坦 自然 土師器（杯 ・襲 ），須恵器（杯 ・嚢） SK9と重複（新旧不明）

13 C2c Z N －40⊥ E 楕　 円　 形 0．98　×　0．83 57 外傾 皿状 自然 土師器（杯 ・襲 ），須恵器（杯 ・襲）

14 C2C 4 N －51L w 楕　 円　 形 0．91 ×　0．66 36 外傾 皿状 自然

15 C2d 4 N －37L E 楕　 円　 形 1．36　×　0．96 16 外傾 皿状 自然 土師器（杯）

16 C2C 4 N －46L E 不整長方形 1．13　×　0．84 15 垂直 平坦 人為 土師器（杯），須恵器（杯 ・聾 ・甑）

17 C2d 4 N －64L w 楕　 円　 形 0．76　×　0．62 64 垂直 皿状 自然 土師器（杯），須恵器（嚢）
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番号 位置 長径方向 平 面 形
規　　　　 模 庫

底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　 考

新旧関係（古→新）長径×短径 （m ）深さ毎

18 C 2C 4 N －42ニーE 楕　 円　 形 0 ．83　×　0 ．62 8 0 緩傾 平坦 自然 土師器（杯）

19 C2 C4 N －20 L E 不整楕円形 0．92　×　0 ．60 10 緩傾 凸凹 自然 土師器（嚢），須恵器（嚢）

20 C2 C5 N －62ニーE 不整楕円形 0．92　×　0．67 11 緩傾 平坦 自然

21 C2C 5 N －32 L w 隅 丸 方 形 0．80　×　0．78 50 垂直 平坦 自然 土師器（杯 ・聾），須恵器（杯 ・高台付杯 ・嚢）

22 C2b 5 N －36 L E 不整長方形 0．86　×　0．64 44 垂直 皿状 自然 土師器（嚢）

23 B2 j5 N －51L w 不　 定　 形 1．10　×　0．96 17 緩傾 皿状 自然

24 D ld o N －8 L E 不　 定　 形 （2．54）× 1．68 20 緩傾 平坦 人為 土師質土器（内耳鍋 ）
本跡→第1号地下式凰

本跡→SK28→SK 26

25 D Ic o N －51L E 不　 定　 形 （1．14）× 0 ．94 35 緩傾 凸凹 自然 SK28→本跡

26 D Ico N －13 L E 不　 定　 形 （2．27）× 1．90 4 0 緩傾 平坦 自然 SK24→SK28→本跡→SK27

27 D Ico N －14 L E 不整長方形 1．98　× 1．44 7 1 緩傾 平坦 自然 土師器（杯 ・嚢），須恵器（蓋） SK2 9→SK26→本跡

28 DI co N －15 L E 不　 定　 形 4．50　× 1．06 40 緩傾 皿状 自然 土師器（杯・襲・鉢），土師質土器柄耳鍋・皿）瀾器（壷）
SK24→本跡→SK26，

本跡→SK25

2 9 DIc 9 N －70 L w 不　 定　 形 2．18　× 1．38 30 緩傾 平坦 自然 土師器（杯 ・嚢） 本跡→SK27

30 Dlb 7 N －18 L E 長　 方　 形 2．16　× 1．37 56 外傾 平坦 人為 古銭（寛永通蜜） SK89→本跡

31 Dlb 6 N －54 L E 不整長方形 （2．08）× 1．35 10 8 垂直 平坦 自然 土師器（杯 ・聾） SK40と重複（新旧不明）

32 Dla 7 N －5 L E 長　 方　 形 2．08　× 1．40 25 外傾 平坦 自然 須恵器（杯 ），陶器片 SDl→本跡

33 C lj 7 N －82L w 楕　 円　 形 1．61 ×　0．97 51 外傾 平坦 自然

34 D la 8 N －39L w 不 整 円 形 1．30　× 1．20 15 緩傾 平坦 自然

35 C2 c Z N －52 L E 不　 定　 形 （3．70）× 1．10 50 緩傾 凸凹 自然 土師器（嚢），須恵器（杯） SI5→本跡

36 C2 b3 N －45ニーE 長　 方　 形 1．15　×　0．85 6 5 垂直 平坦 自然 SK37B→本跡

37－A C2b 3 N －12 L E 不　 定　 形 （3．20）× 1．34 40 緩傾 凸凹 自然 土師器（嚢），須恵器（杯 ・餐） SK3 7B→本跡

37－B C2b′3 N －66 L w 不　 定　 形 （1．94）× 0．94 6 5 緩傾 凸凹 自然 本跡→SK36，本跡→SK38

38 C2b 3 N －32 L w 不整長方形 0．95　×　0．66 55 垂直 平坦 自然 土師器（杯 ・聾），須恵器（杯 ・嚢 ・甑） SK3 7B→本跡

39 Cl j8 N －53 L w 不　 定　 形 1．20 ×（0．90） 28 緩傾

垂直

緩傾

緩傾

緩傾

垂直

外傾

垂直

平坦

平坦

平坦

皿状

平坦

皿状

平坦

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

自然

土師器（嚢），須恵器（杯）

土師器（杯 ・嚢），須恵器（杯 ・蓋）

SK4と重複（新旧不明）

40

4 1

42

43

44

4 5

Dlb 7

C 2d 3

C 2d 4

C2 b 4

C2 b4

B3 a 7

N －29 L E

N －63L w

N －76L w

N － 7 L w

N －45 L E

N －62 L w

不 整 円 形

楕　 円　 形

楕　 円　 形

不整楕円形

不整楕円形

不整長方形

1．07　×（0．74）

1．05　×　0．71

0 ．81 ×　0．56

1．05　×　0 ．56

0．78　×　0．58

4．92　× 1．25

50

20

35

66

5 0

10

SK31と重複（新旧不明）

SI13→本臥本跡→SK46，

本跡→SK47

SK4 5・→本跡46 B3b 7 N －82 L w 不　 定　 形 1．58　× 1．40 48 皿状 土師器（嚢）

土師器（杯 e寮），須恵器（杯 を高台付杯）

47 B3a 7 N －58 L w 楕　 円　 形 0．65　×　0．51 82 垂直 皿状 SK4 5→本跡

SK5 5→本跡→SK86

本跡→SK 87

本跡→SK 50→SK8ti

48 B3a 7 N －58 L w 不　 定　 形 1．37　×　0．95 28 緩傾 皿状 自然

49 B3a 8 N －57 L w 不整楕円形 1．75　× 1．50 47 緩傾 凸凹 自然 土師器（嚢），須恵器（杯 ・蓋）

50 A3 j8 N －59 L w 不　 定　 形 1．76　× 1．26 27 緩傾 皿状 自然 土師器（杯 ・要），須恵器（杯 ・聾）

51 B3a 6 N －68L w 楕　 円　 形 0．75　×　0．53 63 外傾 皿状 自然 土師器（嚢），須恵器（杯 ）

52 B 3a 6 N －60L w 不 整 円 形 0．75　×　0．68 60 外傾 皿状 自然 土師器（杯 ・嚢），須恵器（杯 ・聾 ・蓋 ）

須恵器（杯 ）

土師器（軒高台仲不・聾），須恵討杯塙台付杯・敷凱 二踊質土討揺鉢）

53 B 3b 8 N －48 L w 不　 定　 形 2．27　×〔1．62〕 65 緩傾 平坦 自然

54 B3云6 N 1 24 L w 不　 定　 形 1．00　×　0 ．63 262 外傾 皿状 自然

55 A3 j8 N －39 L w 不　 定　 形 1．67　×（0 ．89） 27 緩傾 平坦 自然

57 B3 a 6 N －15 L w 楕　 円　 形 1．30　× 1．00 、 42 外傾 皿状 自然

58 B3a 6 N －61 L w 楕　 円　 形 2．20　×　0．60 4 5 外傾 平坦 自然

59 B2h 7 N －25 L w 楕　 円　 形 1．06　×　0．81 48 緩傾 皿状 自然 土師器（嚢），須恵器（杯 ・餐）

60 B2g 8 N －57 L w 長 楕 円 形 1．88　×　0．76 30 緩傾 皿状 自然 土師器（嚢），須恵器（襲）

－100－



番号 位置 長径方向 平 面 形
規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
ぢ備　　　 考

新旧関係（古→新）長径×短径（m ）深封壷

61 B2h 7 N －24 L w 円　　　 形 0．87　×　0．84 16 緩傾 皿状 自然 土師器（杯 。婆）

62 B2g 9 N －21L w 不整楕円形 0．83　×　0．70 28 緩傾 平坦 自然
I

63 B2g 8 N －25⊥W 楕　 円　 形 1．36　×　0．92 56 外傾 皿状 自然 土師器（捧 ・襲）

64 B2g 8 － 円　　　 形 0．85　×　0．85 27 緩傾 皿状 自然 土師器（杯 ・梁上須恵器津村

65 B2g 9 N －59 L w 方　　　 形 0．85　×－　0．80 22 緩傾 平坦 自然 須恵器（捧）

66 B2g 8 N －10 L w 不整楕円形 1．07　×　0．－90 34 緩傾 皿状 自然 土師器（嚢）

72 B 2h o N －30 L w 長　 方　 形 1．90　× 1．03 68 外傾 平坦 自然 土師器（杯 ・襲），須恵器（杯 ・嚢）

73 B 2h 8 N －17⊥W 隅丸長方形 1．52　× 1．14 65 外傾 皿状 自然 土師器（高台付杯 さ斐），須恵器（聾）

74 B 2h 9 N －70L w 長　 方　 形 1．53　× 1．21 78 外傾 皿状 自然 土師器瀬 ・整），須恵器瀬 ・嚢・蓋）「土師質土器（内耳鍋）

75 B Z i9 N －55L w 楕　 円　 形 1．30　×　0 ．97 70 垂直 皿状 自然

76 B2 io N －27 L w 隅丸長方形 1．36　× 1．00 78 垂直 平坦 自然

77 B3 b3 N －56⊥W 不　 定　 形 2．00　× 1．20 3 4 緩傾 皿状 自然 土師器（襲 ），須恵器（斐） SIllと重複（新旧村那

78 B3 eZ N －25 L w 円　　　 形 0．90　×　0．89 4 2 緩傾 皿状 自然 土師器（杯 ・餐 ），須恵器（杯 ・嚢） SI18→本跡

79 B2 io N －31 L w 不整楕円形 1．88　× 1．40 101 外傾 皿状 自然 土師器（杯 ・襲），須恵器（婆）

81 B3e l N －75 L w 不整楕円形 1．64　×　0．88 12 緩傾 平坦 自然

82 B2e o N －28⊥W 不整楕円形 1．01 ×　0．84 42 外傾 皿状 自然 土師器（杯 さ婆），須恵器（婆）

83 B3e l N －60 L w 楕　 円　 形 0．90　×　0．68 170 緩傾 平坦 自然

84 B2d l N －25⊥W 隅 丸 方 形 0．62　×　0．62 90 緩傾 平坦 自然

85 B 3d l N －34⊥W 不整楕円形 0．88　×　0 ．72 90 緩傾 平坦 自然

86 A 3j 8 N －37L w 不　 定　 形 2．93　×　L 22 43 外傾 凸凹 人為 土師器（捧 ・婆），須恵器（称 ・婆 ・盤 ・蓋） SK55・→SK50→本跡→SI6

87 i B3 b 9 1 N －54⊥w l不　 定　 形 ！4 ．61 ×〔3 ．82月 27 I緩傾 ！凸凹 ！人為 I 土師器（器台・杯・嚢），須恵器（杯・整），土製品（土玉） I
SK88→SI8→SI6→本臥

SK55→本跡

N－42Lw

N－30⊥W

4　溝

不　定　形 2．91×（2．56）

長　方　形 2．32　×1．98

土師器錘巨高台付杯・嚢），須恵器（杯）

土師器（杯・聾），土師質土掛内耳鍋），古銭（憮寧元賓）

第瑠号溝（第23◎84図）

位置　調査区の南部，Dl区。

重複関係　本跡は，第32号土坑に掘り込まれており，本跡の方が

古い。

本跡→SI8→SK87

本跡→SK30

二三二二∴二二‾
0　　　　　1m

L二二±二二才

第鋼図　第瑠考満断面図
規模と形状　上幅0．75－0．95nl，下幅0．50－0．85nl，深さ0．10－

0．40mで，断面はU字形で，壁は65度～80度の傾斜で外傾して

立ち上がる。　Dla6区からDla8区にかけて，ほぼ直線的に約6m延びる。

方向　ほぼ東西を向く。

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から，土師器片23点，須恵器片8点及び瓦質の揺鉢片3点が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の溝と考えられる。性格は不明である。
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第2号満（第23◎85図）

位置　調査区の南部，C2区。

規模と形状　上幅1．15－2．20m，下幅0．20－

0．30nl，深さ0．20－1．35nlで，断面はU字

形である。壁は約50度の傾斜で立ち上がり，

C2g2区～C2i5区にかけて，ほぼ直線的に約

16nl延びる。

方向　北西から南東へ延びている。

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

風軌輸

し　／
第85図　第2号溝断面図

4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片156点，須恵器片17点，土師質土器の内耳鍋片1点及び陶器片4点が出土してい

る。

所見　本跡は，出土した遺物から，平安時代の溝と考えられる。性格は不明である。

第3号溝（第23◎86図）

位置　調査区の北乳A3区。　　　　　　　　　　　　　　旦随の悶些旦隠⑳閉　路9－－－－　　　　　　　　　　　　　－－　　　　一

規模と形状　上幅0・20～0・50m，下幅0・10－0・30m，深さ約0・10mで，断面はU　瑠「　㌔／榔・

字形である。壁はわずかに内攣しながら立ち上がり，A3i5区からA3j5区にか

けて直線的に約5m延びる。両端とも調査区外へ続いている。

方向　ほぼ南北を向く。

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　出土していない。

所見　時期や性格等は不明である。

第4号溝（第23◎87図）

位置　調査区の北鼠　A3区及　塑縮緬

びA4区。

規模と形状　上幅0．65－1．50nl，

下幅0．10－0．20m，深さ約
第87回　第4号溝断面図

0　　　　　1m

し二二二二」二二」

第86区　第3号溝断面記

0　　　　　1m

しこ二二二L▼＿二二」

0。40mで，断面はU字形で，

壁はわずかに内攣しながら立ち上がる。A3g7区（境界）から直線的にA4h2区まで約20m延び，A4h2区で

幅が狭くなるとともに向きを北寄りに変えて，直線的に約10m進んで，A4g4区で谷への傾斜面で消えてい

る。

方向　ほぼ東西を向く。
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覆土　自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

2　褐　色　砂粒多量，粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片118点及び須恵器片66点が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から平安時代の遺構と考えられる。本跡を挟んで南側には集落が形成され，北側

には住居跡が1軒も確認されていないことから，住居区域を区画する溝と思われる。

5　地下式墳

当遺跡で碓認した地下式墳4基のうち，3基は台地の南側縁辺部に，1基は台地中央部に位置している。3

基は遺存状態が良いが，1基は壁の崩落が激しい。いずれの地下式境も遺物のほとんどが細片で量も少ない。

第1号地下式墳（第88図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

I l l“－　1

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　一十　　　　i

第88図　第1号地下式塘・出土遺物実測図

位置　調査区の南部，Dlao区。

重複関係　第24号土坑を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

主軸方向　N－390－W

竪坑　上端は長径60cm，短径40cmの楕円形。底面は径35cmの円形で，深さは1．55mである。

主室　上部壁面の崩落が激しい。底面は平坦で，長軸1．15m，短軸1．10mの円形である。

壁面　底面から垂直に立ち上がる。上部は崩落のために外傾する。

覆土　自然堆積と思われる。
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土居解説

1暗褐色　tlト1ム粒J’一多量，U－ム申ブしトノク中量，炭化粒J’・少量

2　褐　色　ローム中ブしトノク中量，炭化物・U－ム大ブしトノク微量

二1　暗褐色　ローム小ブUソク・ローム粒J’・多量．炭化物・ローム大
ブロック微量

ヱl　黒褐色　LJ－ム粒1’一多量，U－ム【巨ブUック中量，ローム大ブロ

ック微量

5　明褐色　ローム粒J’一多量，炭化物微量

6　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒子多鼠　炭化物少量

ノ三を；′呈・了′、′．1∴・・ノ・、軋、星∴リ、′　ノ．、　＿・工′：！、′、j＿三、！－至言、ノ　‥ノえび井上く・＿ノ．ノ　‥J十‥

している。

所農　本跡は，土師質土器片が出土していることから芦　中世の遺構と考えられる。性格は不明である。

第思考地下式墳出土遺物観察表

図版番号　 器　 種 序 鵬 k粉） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 88 回　　　 血　　　 Å〔7．2〕 底部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ㍉休部外面下端 長石 P 162　　　　 60％

1　　 土帥賞土器　 B　 2．0 部は内攣気味に立ち上がり，日録部 ヘラ削り。底部回転糸切り。 橙色 再土

C 〔3．5〕 は直線的に外傾する。 普通

皿　　　 A 〔8．日 底部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデい　底部回転系切 雲母・砂粒 P 163　　　　 20％

2　　　 土師質土器　 B　 2．5 部，目線部は直線的に外伸して立ち り。 橙色 樟土

C 〔3．2〕 あがる。 普通

皿　　　 A 〔7．幻 底部から日綾部にかけての破片。体 目線部内・外面ナデ．底部回転系切 長石 ・雲母 P 164　　　　 40 ％

3　　　 土師質土器　 B　 2．1 部は内暫しながら立ち上がり，目線 り。 鈍い黄特色 覆土

C L　生9〕 部は直線的に外傾する。日録部径に

比して，底部後が大きいい

普通 目線部内 ・外面油

煙付着

皿　　　 A 〔7．0〕 底部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデい底部回転系切 雲母・砂粒 P 165　　　　 20％

4　　　 土帥質土器　 B　 2．5 部，目線部は直線的に外伸して立ち り。 鈍い黄橙色 樟土

C L 3．9〕 上がる。 普通

内　 耳　 鍋　 B （上目 目線部片。端部は肥厚して内側水平 目線部内 ・外面ナデ㍉

i

長石・石英 ・雲母 P 167　　　　 5 ％

5　　　 土師質土器 方向に突出している。

i

鈍い褐色 席上

i　　　　　　　　　　 i　　　　　　　 i 普通　　　　　 I 休部外面煤付着

′∴　ブ∴．．、，．．二、、∴主；二二・．く′

位置　調査区の南部，C2e二汗夏。

主軸方向　N－32。－W

竪銑　上端は一辺粥潤の不整方形。底面は長軸8娠m　短軸腑cmの不整長方形で　確認面からの深さは。請mで

ある。底面は平坦である。

一、言、′三上，′・く　て′　一　　二　　、一、、　′　　　′′、の、．．て一　′了＼　一骨！′∴、′ノ‘′、∴　∵一つ　六　′′　・′′

で，竪坑は主室に比べ5cm程低くなっている。

壁面　竪坑は垂直に立ち上がる。主室は北面が外傾して立ち上が軋　他の　面は垂直に立ち上がる。

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム【巨ブロック・ローム粒子少量，焼土粒J’・・炭化粒
子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒J’一少量

3　褐　色　ローム粒J’・多量，ローム中ブロック中量

J′1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒J’・少量

5　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中憲二

（i　黒褐色　ローム粒J’中量，焼土粒f・・炭化粒子少量

7　褐　色　ローーlム粒手中鼠　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

8　暗褐色　焼土粒子・炭化粒J’・・ローム粒千微量

9　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒f・多量

第9層は王室天杵部が崩落した層と思われるt、

遺物　覆土中から　土師器片勘蕪　須恵器片娠喪及び陶器片　点が出土している。

所見　中世の遺構で，性格等は不明である。
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第89図　第2号地下式場実測図

［］

0　　　　　　　2m

』二二二十二二二∃

第3号地下式壌（第90回）

位置　調査区の南端部，Cli8区。　　主軸方向　N－430－E

竪坑　長径1・70m，短径1・05mの半楕円形で，深さは1．85mである。底面は平坦で，長軸75。m，短軸60。mの長

方形である。主室底面より約30cm高い。

童窒　底面は平坦で，長軸，短軸ともに約1。95mの不整方形で，深さは2。15mである。

覆土　自然堆積と思われる。

色
色

見
褐
褐

三
一
円解

暗
暗

層土

1

2

ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　8　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量，砂粒微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子　9　明褐色　ローム大ブロック多量
・砂粒少量　　　　　　　　　　　　　　　　　10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量　11明褐色　ローム大ブロック多量
4　明褐色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　12　灰褐色　粘土小ブロック多量
5　褐　色　ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　13　鈍い橙色　粘土小ブロック多量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック少量　　　第11層は主室天井部が崩落した層と思われる。
7　褐　　色　ローム大ブロック多量，ローム粒子・砂粒少量

遺物　覆土中から，土師器片且6点，須恵器片9点，土師質土器片10点及び陶器片1点が出土している。

所見　本跡は，主室底面から土師質土器の捨鉢が出土していることから，中世の遺構と考えられる。性格は不

明である。

第3号地下式壌出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼成 備　　　 考

第 90 図 内　 耳　 鍋 A 〔24．2〕 体部から口縁部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。体部外面横方 長石 ・石英 ・雲母 P 169　　　 10％

1 土師質土器 B （8．1） 部は外傾 し，口綾部は肥厚 して，端 向のヘラナデ。 スコリア 覆土

部は内側水平方向に突出している。 鈍い褐色　　 普通 外面煤付着

2

捨　　　 鉢 A 〔3 3．0〕 底部から口綾部にかけての破片。平 口緑部内 ・外面ナデ。体部内面上位 長石 ・石英 ・雲母 P 17 0　　　　 40％

土師質土器 B lO ．9 底。体部は内攣 しながら立 ち上が り， ナデ。体部から底部内面に櫛 目が施 スコリア 覆土

C 〔12．0〕 口綾部は直線的に外反する。端部は

内側につ まみ出されている。

されている。 鈍い褐色

普通

表面著 しい剥離
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0　　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第90回　第3号地下式壌◎出土遺物実測図

第超号地下式壌（第91図）

位置　調査区の南部，D2al区。

主軸方向　N－630－W

竪坑　長径2．25m，短径1。75mの半楕円形で，深さは2．40mである。底面は平坦で，長軸1．05m，短軸0．80m

の長方形である。

童室　上端は長径2。50m，短径1。55mの不整楕円形，底面は長軸2．65m，短軸1．95mの長方形で，深さは2．40

mである。

壁　竪坑は底面から垂直に立ち上がり，約1。50mから上は外傾する。主室は垂直に立ち上がる。

覆土　崩落の危険があるため，上位4層のみの観察にとどまった。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　　　　3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム大ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子微量　　　4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片84点，須恵器片21点，土師質土器片23点，石皿1点及び陶器片1点が出土してい

る。
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第91図　第4号地下式城・出土遺物実測・拓影図
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∴　′・＼ツ、∴　　　∴・′の　一＼ノノ　ナ　ノ．∴＼、′、工ご一フ′、　∴　、〇　・才′‥．．　　くノ㍉、、了　ノ∴i）－　′LJ、

格は不明である。

第4号地下式墳出土遺物観察麦

図版番号 器　 擾 序 測倦 灘き　　 器 形 の 特 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎ま き色調 。焼成 i 備　 考

第 9 1 図 瓶　　　 千　 B　 2．5　　 高台部か ら底部にかけての破片㍉　辛 底部内 ・外面 に薄く柚付着．底部回 長石 ・砂粒　　　　　 P 171　　　 m ％

且 瀬 戸 陶 器　 し 10．2　　 底㍉削り高台．高台は極めて毎いい 転糸切 り。 吠 黄色　　　　　　 床面

体部は直線的に内傾 して立 ち上がる。 良好　　　　　　　 （軸）オリーブ灰色

2
桔　　　 鉢　　　　　　　 体部片㍉ 休部には10本単位の櫛日が施されて 長石　　　　　　　　 TP 1　　　　 5 ％

土師賞工器 いる。 褐色　　　　 普通　 将士

図版番号 器 擾 径行m㌢ 測 値 i 石 質

！ 備　　　　　　　　　　　　　　　 考
高さ五m） 重量（g ）

組 閣時 首　 血中 郎 〕 （5。3） （730 ．2） 安 山 岩 Q 2

6　遠路跡

、一、、′、，、／＼ぐ‾・！　　∴ソ二∴、′′1！㌧1．′ノ　′′　’：．・′　′　　穴　′′ゾの　．′．　′′　′、、、′′、．

第　号道路妙　第犯図）

位置　調査区の南端，Cl区。

．こ了′：睾′′：　′′、．’‘∴　　　A了・′　：′－、・：、．牛、：、、、′一：　′′、′ノ．売．　シ∴′、シ・一ノ′′．′

二、（、′　∴、、－　ノ・ぺ′ノ∴、、／、′＼′。′ノ　∴、、、て・・こ　　こノ　ー、・′くフノ　′．一！′、．て′、∴′．∴．ノ　′．：ノ、　′＿、′＿

′′∴　・′∴　！の、．　∴　′′．　－　∵　一　′′′、，‘′・、・・日，′．　一、′／、’　二．

壁面　外傾して立ち上がる。

方向　ほぼ南北を向く。

覆土　自然堆積と思われる。

土居解説

1　暗褐色　ローム粒J’一・粘土粒f・少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

二号　褐　色　小礫多量，ローム小プロ・ソク・ローム粒j’一少量

遺物　覆土中から，土師器片530点，須恵器片300点及び縄文土器片3点が出土している。

繭農　本跡は　出土遺物から平安時代の遺構で　底面の、礫の堆積状況や硬化の様子から連絡路と考えられる。

第思考道路跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（壷 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴＋ 極 … 掛 振
備　　　 考

第 92 図 杯 A 〔9．3〕 底部から目線部にかけての破片や丸　 目線部内 ・外面横方向の強いナデP l 長石 ・石英 ・スコ P 172　　　　 30 ％

l 土　 師　 器 H （3．6） 底。休部は内暫 しながら立ち上が り， 休部外面下位へラ削 り㍉ リア 捲土

不明瞭な綾を経て，目線部は直線的 明赤褐色

に上方に立 ち上がる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

2

蓋 A 〔16。2〕 天井部片。天井部は中央か ら端部に　 ＝縁部ナデ．＝縁部内面に薄 く自然　 長石 ・石英 P 173　　　　 20％

須　 恵　 器 B （3．3） 向かってなだらかに下降し，端部は 粕。外面に強いロクロR を桟す．　　 灰色 領土

水平方向に伸びるい端部下端 は下方 普通

向に突出する。
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第盤図　第　考道路路◎出立遺物実測図

7　遺物包含層

遣物包含層は，調査区北部（B3区）の斜面上に形成されている。全面黒色土に覆われた斜面に，4nl毎に

幅1nlのトレンチを東西，南北に碁盤目状に設定し，掘り込んだ結果，黒色土中に平安時代の土師器の杯，棄

及び須恵器の杯などが確認された。また，土層の堆積状況を見るため，B3i二i区にテストピットを設定して，約

1．50nlまで掘り下げた結果，土層は単一一一一一層で粘土を含む湿潤できめ細かな黒色土が上層から下層まで埋めてい

ることが確認できた。遺物包含層は台地斜面の前方に広がる調査区外の低湿地にまで及んでいると推定される

が，はっきりした規模については確認できない。

以下，主な出土遺物の解説と実測図を掲載する。
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第93図　遺物包含層出土遺物実測図

遺物包含層出土遺物観察表

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第93園 杯 A〔10．2〕底部から口綾部にかけての破片。丸口繰部内・外面強い横ナデ。 長石・雲母・スコP174　　　　30％

1 土　師　器B（4．3）底。体部，口縁部は内野しながら立

ち上がる。口縁部下端に稜を持つ。

リア

橙色　　　　普通

2

土不 A〔15．0〕底部から口縁部にかけての破片。九口緑部内・外面ナデ。底部外面へラ長石・石英・雲母P175　　　　30％

土　師　器B（4．2）底。体部は浅い角度で九味をもって

立ち上がり，口綾部は外反して開く。

削り後ナデ。 橙色

普通

3

土不 A〔10．9〕底部から口緑部にかけての破片。丸口縁部外面強い横ナデ。体部外面下長石・スコリアP176　　　　30％

土　師　器B（3．6）底。体部は内管しながら立ち上がり，

口綾部は不明瞭な稜を経て，直線的

に立ち上がる。

端へラ削り。 鈍い褐色

普通

4

珂こA〔12．4〕底部から口縁部にかけての破片。丸口綾部外面強い横ナデ。体部外面下長石・石英・雲母P177　　　　30％

土　師　器B（3．の底。体部は浅い角度で緩やかな九味

をもって立ち上がり，明瞭な稜を経

て，口縁部は直線的に立ち上がる。

端へラ削り後ナデ。 スコリア

明赤褐色

普通

5

杯 A〔9．8〕底部から口縁部にかけての破片。平口縁部内・外面ナデ。底部回転糸切砂粒・スコリアP178　　　　40％

土　師　器B　3．3

C〔4．6〕

底。休部は内管気味に立ち上がり，

口縁部は直線的に外傾する。

り後ナデ。 鈍い橙色

普通

－110－



掬版番号　 器　 檀 序 舶 潤） 器　 彬　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴＋ 極 目 料 舶 備　　　 考

第 93 図　　　 年　　　 8 （3．日 底部から目線部にかけての破片い丸 目線部内 ・外面強い植ナデい　底部外　 砂粒 P 179　　　　 20％

6　　　 土　 師　 器 底。体部は内暫 しながら立ち上が り， 面へ ラ削 り後ナデ√ 黒褐色

目線部は直線的に伸びるい 普通

杯　　　 A 白l．4〕 底部から目線部にかけての破片㍉　丸 目線部内 ・外面強い植ナデ㍉　底部外　 長石 ・雲母 P 180　　　　 20％

7　　　 工　 帥　 器　 H （2．9） 底い体部は内増 しながら立ち上が り， 面へラ削 り後ナデ．　　　　　　　　　 スコリア

目線部は直線的に外傾する。 鈍い褐色　　 普通

林　　　 A 白0 ．8〕 底部から目線部にかけての破片い　丸 目線部内 ・外面強い横ナデ㍉　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 接1　　　 10％

8　　　 土　 師　 器　 B は ．6） 底戸休部，＝縁部は直線的に外傾 し 橙色

て立ち上がる。 普通

磐　　　 A は1．3〕 休部から目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P l氾　　　　 川％

9　　　 土　 師　 器　 勘　 7．3） 部は内攣 しながら立ち上が り，頸部 黄橙色

は 「く」の字状 に折れる．目線部は

直線的に外傾 し，端部は兵士につ ま

上げられている。

普通

棄　　　 A は6．0〕 体部か ら目線部にかけての破片。体 ＝縁部内 ・外面ナデ。　　　　　　　 長石 ・石 英 ・雲母 P 183　　　　 5 ％

10　　 土　 師　 器　 B （5．3） 部は内攣 しなが ら立ち上が り，頸部 鈍 い黄橙色

ほ緩やかに外廃 する。 普通

嚢　　　 Å〔18．2〕 目線部片。頸部は緩やかに外反する。 ＝縁部内 ・外面ナデド　　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 184　　　 5 竿

日　　　 子　 帥　 器　 B （有6） 目線端部は先端が細 くなる。 鈍い橙色

普通

磐　　　 A 白7．の 体部から目線部にかけての破片い体 目線部内 ・外面ナナ。　　　　　　　　 長石 ・石英 ・雲母 P 185　　　 10％

i2　　　 土　 師′　器　 B （5。2） 部は内攣 しながら立ち上がり，頸部 スコリア

は緩やかに外反す るJ H 縁部は直線 鈍い橙色

的に外伸 し，端部は斜め十方にわず

かにつまみ十げられている。

普通

杯　　　 A 白3．2〕 底部から打線部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ。休部外面に強　 長石 ・雲母 P 18 6　　　　 20％

13 須　 恵　 器　 B　 3．9 底。休部， ＝縁部は直線的に外伸し いロク日日を残す。

l

灰色

i　　　　　　　　　　 i C 〔9．の l て立ち上が る。　　　　　　　　　 i 普通　　　　　　 ［i l c 〔 9 ．の l て立 ち上が る。 ！ l 普通 l

‖

林 A 0 3 ．7 1 底部 か ら目線部 に か けての破 片 ㍉　平 目線 部 内 ・外面 ナ デ。休 部外 面 に強 長 石 P 18 7　　　　 20 ％

須　 恵　 器 0　 3 ．6

C 〔 8 諸〕

底 。休 部， ＝綾 部 は直線 的 に外傾 し

て立 ち上が る。

い ロ クU H を残 す。 褐灰 色

普通

15

杯 A 白 2 ．7〕 底 部か ら目線部 に かけ ての破 片。 平 目線 部 内 ・外 面 ナデ 。休 部外 面 に強 長石 ・石 英 ・雲母 P 188　　　　 40 ％

須　 恵　 器 0　 3 ．9

C 〔 9 ．6 〕

底 ㍉休 部， 目線 部 はわず か に内攣 し

なが ら立 ち上が る。

い ロ クロ 日を残 す。 褐灰色

普通

図版番号 器　　 種
計 測 値 i　 備　　 考

長 封 cm ）　 幅五m ） 高さ（cm ） 孔径五m） 重量（g ）

第93図16 管 状 土 錘 経　　 （2．5） （6 ．3） 0 ．7 （25．5） DP16

17 士　　　 上 径　　 （2，2） （L 7） 0 ．4 （6．9） DP17

18 泥　 面　 子
2・6　 日 ・l

0．5 － 3．4 D P22

二　：、三：‘、＝“∵・　：ニゴー．′㌻∴′　告：二（：

遺構外出丑遺物観察麦

図版番号 器　　 桂 計測値（爪） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講 ・焼成 備　　　 考

第 94 図 杯 Å〔12。4〕 底部から‖縁部にかけての破片。辛 目線部から休部内面横方向のヘラ磨 長石 ・石英 ・雲母 P 19 0　　　　 2 5％

ま 十　 帥　 器 H　 4．0 底。体部，目線部は内攣 しながら立 き。体部外薗下端へ ラ削 り後ナデ。 鈍い黄楕色 表採

C 〔6．8〕 ち上がる。 底部外面へラ削 り後ナデ。 普通 内面黒色処理

2

婆 A 12．1 休部か ら目線部にかけての破片㍉体 目線部外面強い横方向のナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 19 2　　　　 40 ％

土　 師　 器 B （9．9） 部は球状 に内暫 し，頚部は小 さな段

を作 る小　目縁部は頭部か ら外反 して

斜め上方に伸 びる。

灰褐色

普通

表採

3

血 Å　 8．6 底部から目線部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ．底部回転系切 長石 ・石英 ・雲母 P 19 1　　　 70％

土師質土器 B　 l．4 底。体部は極めて浅い角度で立 ち上 り。 灰黄色 表採

C　 5．4 が 軋　 日録部は内攣する。 普通

4

悟　 烙　 鍋

土師質土器

A 〔2 5．0〕

B　 3 。l

C 〔24．0〕

目線部片。 目線部内 ・外面ナデい 長石 ・石英 ・雲母

スコリア

黒色

P 202　　　　 5 ％

表採

普通
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第95図　遺構外出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　　種 計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第94図 杯 A 13．9 口綾部一部欠損。平底。体部，口緑 口縁部内・外面ナデ。休部外面に強長石・石英・雲母P189　　　　8の‘

5 須　恵　器 B　4．2

C　8．3

部は直線的に外傾して立ち上がる。 いロクロ目を残す。 灰色

普通

表採

6

杯 A 13．1 体部から口縁部一部欠損。平底。体 ロ縁部内・外面ナデ。休部外面に強長石・石英・雲母P193　　　　70％

須　恵　器 B　3．6

C　8．3

部，口綾部は直線的に外傾して立ち

上がる。

いロクロ目を残す。 灰白色

普通

表採

7

杯 A〔13．5〕底部から口縁部にかけての破片。平 体部下端から底部外面へラ削り後ナ長石・石英・雲母 P194　　　　30％

須　恵　器 B　4．2

C〔6．6〕

底。体部は直線的に立ち上がり，口

綾部は肥厚してわずかに外反する。

デ。体部外面に強いロクロ目を残す。鈍い黄橙色

普通

表採

8

杯 A〔14．0〕底部から口綾部にかけての破片。平 口縁部内・外面ナデ。休部外面下端長石・石英・雲母 P195　　　　20％

須　恵　器 B　5．0 底。休部は直線的に外傾して立ち上 手持ちへラ削り後ナデ。底部外面へ黄灰色 表採

C〔6．8〕がり，口縁部はわずかに外反する。 ラ削り後ナデ。 普通

9

土不 A〔13．9〕底部から口綾部にかけての破片。平 口緑部内・外面ナデ。体部外面下端長石・石英 P196　　　　20％

須　恵　器 B　5．5 底。休部，口綾部はわずかに外反す 手持ちへラ削り後ナデ。底部外面へ灰色 表採

C〔8諸〕る。底部が肥厚している。 ラ削り。 普通

10

盤 A〔12．4〕底部から口綾部にかけての破片。体 口縁部内・外面ナデ。底部へラ削り長石・石英・雲母P197　　　　30％

須　恵　器 B　2．1

C〔5．0〕

部は極めて浅い角度でわずかに外反

しながら立ち上がり，口綾部は斜め

上方に折れて直線的に外傾する。

後ナデ。 暗黄褐色

普通

表採

11

蓋 B（2．6）天井部片。天井部中央には比較的高 つまみ部ナデ。天井部外面へラナデ。長石・石英 P198　　　　60％

須　恵　器 F　3．1

G　l．0

く逆等脚台形状のつまみが付き，そ

こからロ縁部に向かってなだらかに

弧を描いて下降する。

暗灰黄色

普通

表採

12

差 B（2．6）天井部片。天井部中央には比較的高 つまみ部ナデ。天井部外面へラナデ。長石・石英・雲母P199　　　　60％

須　恵　器 F　2．9

G　l．1

く逆等脚台形状のつまみが付き，そ

こからロ緑部に向かってなだらかに

弧を描いて下降する。口緑部は水平

方向に直線的に伸びる。

黄灰色

普通

表採
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掬版番号 器　　 種 器　 形　 の　 特　 徴 苧 法 の 特 徴＋ 序 か 鯛 欄 可　 儲旨　 考

第 94　図 蓋　　　　 B （2．8） 天井部片。つ まみ部欠損。 天井部外面へ うナデ．外面に自然柚． 長石 ・石英　　　　　 P 200　　　 30％

13 須　 恵　 器 灰色　　　　　　　 衷採

普通　　　　　　　 内面へラ記号

摘

長　 頚　 壷　 8 （14．＝ 高台部から頭部にかけての破片い平 休部外面十 ・中位へラ磨 き， 卜位へ　 長石 ・石英 ・雲母　 P 20 1　　　 40％

須　 恵　 器　 D ＝0．弟 底㍉付高台い高台は短 く 「ハ」の字 ラ削 り後ナデ。休部内海へラナデ。 黒色　　　　　　　　 表採

E　 O．8 状に外伸して開 く㍉休部は練やかに

内轡 しながら立ち上が り普　最大径 を

もつ上位で強 く内攣 して頚部に至る。

不良　　　　　　　 内 ・外面黒色処理

、、 －監コ 。 i　 計　 測　 値 巨 土 地点

備　　　　　　　　　　 考
写　　　　 径行m） 高紬 m） 孔経五m） 重宣（g ）

紬 可 土　 王事 細 巨 細
0．6 （31．の 衷　　　　　　 採 OP18

16　 巨 二　 道十 甘 可 （細
0．7 （27．8） 衷　　　　　　 採 りP19

け 「ヒ　 ≡可 は 潮 目 2e2）
0．6 ＝0．日 衷　　　　　　 採 DP20

18　 巨 二　 王十 掬 可 （細
0．4 （26．9） 表　　　　　　 抹 りP21

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値 巨 質

出 土 地 点 備 r　　　　　　　 考
長さ五m） 幅（cm） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第9確固温9 打 製 石 斧 （9．5） （5め4） （3。2） （14 7．Jl 安 臥．餌　岩 表　　　　　　 採 Q 3

第95図20 有　　　 鍍 （2．い） （2。6） 0．6 （1．の 安　山　岩 衷　　　　　　 採 Q 9

2 1 右　　　 鉄 2．4 1．9 0．4 （iせ6） チャー ト 衷　　　　　　 採 Q lO

22 右　　　 鉄 2．7 l。4 0 ．5 ぐ　0．9） 黒 曜　有 太　　　　　　 採 0 日

第94図23 砥　　　 石 （信＝ ぐ　4 ．0） （蓬。3） （52．8） 安　 山　岩 表　　　　　　 抹 Q 4

24 砥　　　 石 5．0 3．6 1」 35．4 安　山　岩 表　　　　　　 採 Q 5

。。 1
ムJ i 砥　　　 石

沈 可 ／　つ　り＼
t J’‘！ l

l 、1 1
㍍且 i

肛 可 餌 可 麦　　　 可
Q 6

26 砥　　　 石 ぐ　6．9） （確。2） 3．0 （88．4） 流 紋 岩 衷　　　　　　 採 Q 7

第貼図27 右　　　 目 経白4．01 リ．5 （1川 ．91 安　山　岩 表　　　　　　 抹 Q 8

第4節　まとめ

念代遺跡の今回の調査では　竪穴住居跡鋼軒　竪穴状遺構　基　土坑氾基　藩　条　地下式墳　墓及び道路

跡　条が確認されている。ここでは　当遺跡の時期ごとの横磯を　住居跡の形態と遺物との関わ　や　土塊及

び地下式堰と遺物との関わりについてまとめてみたい。

温　奈良砂平安時代

当遺跡で確認された住居跡20軒のうち，竃を有しているものは15軒である。竃の向きで住居跡を分類する

と，次の4種に分けられる。遣物から時期を検討してみたい。

（1）西向きに竃を持つ住居跡（第13，15号住居跡）

2つの住居跡は調査区中央部やや東寄りの南向き斜面に臨む台地縁辺部に位置している。第13号住居跡

r∴，：ノ∴′㍉∵　　　一　つ二一　　　　　二′．′：†、：の．．∴ノ・言′′十．∴　r′．－′、∴’＿Jこ、こ、∴ノ∴．‾＼、　ミニ；　′　　ミ

軸長3．42nl，幅4．64nlの隅丸長方形の住居跡である。第13号住居跡からは，休部に明瞭な稜を残す土師器

の杯や，最大径を休部中位に持ち口縁部のつまみ上げのない土師器の婆などが出土している。第15号住居

跡からは，大形の須恵器の盤や，底径が比較的大きい須恵器の杯に加えて鉄製の鎌や役人の身分を表す銅

製の帯金具などが出土している。北向きや東向きの竃を持つf扶引こ比べ，西向き竃を持つ住居から出土す

る遣物はより古い形状を示している。2つの住居跡は7世紀中頃から8世紀前半の住居跡である。

－114－



（2）北向きに竃を持つ住居跡（第3，10号住居跡）

主軸方向がほぼ真北を向く住居跡である。第3号住居跡からほ，目線部を強く屈曲させ，端部を短くつ

まみ上げた土師器の婆や，器高が低く底径が広い須恵器の杯が出土している。出土した遺物の形状から，

8世紀後半の住居である。

（2）北東向きの竃を持つ住居跡（第1，4，6，7，8，11，14号住居跡）

調査区中央部から北部にかけての南向き斜面に臨む台地縁辺部に位置している。住居跡の主軸方向は真

北に対していずれも東へ45度程傾いている。第4号住居跡からは底部と体部の境に丸味を持ったり，底部

径が小さく目線部が外反する須恵器の杯や，日綾部が「く」の字状に折れて端部が強くつまみ上げられて

いる土師器の嚢などが出土している。須恵器の甑は体部に縦方向の平行叩きが施され，日録部は水平方向

に折られて，端部がつまみ上げられている。第6号住居跡からは，端部のつまみ上げられた土師器の数

日縁部径が底部径の約2倍程の須恵器の杯及び天井部に平坦面を持つ蓋などが出土している。第7号住居

跡からは，目線部径が底部径の約2倍程の須恵器の埠，胴長の土師器の嚢，須恵器の小型壷などが出土し

ている。第8号住居跡からは，短頸壷などが出土している。第11号住居からも底部と体部の境に丸味を持

つ須恵器の杯や，目線端部をつまみ上げられた土師器の賓などが出土している。出土した遺物の形状から，

これらの住居跡は8世紀末から9世紀のものである。

（4）東向き竃を持つ住居跡（第12，16，17，18号住居跡）

調査区中央部の南向き斜面に臨む台地縁辺部に位置している。出入り口と竃を結ぶ主軸がほぼ真東を向

いている。住居跡の規模は全体に小さい。第12号住居跡からは，底部回転糸切り痕を残す皿状の土師器の

杯が出土しており，北向き竃を持つグループよりも更に一段新しい様相を見せている。高台の長い高台付

捧及び灰粕のかかった短頸壷なども出土している。第16号住居跡からほ須恵器が出土せず，高台が長く

「ハ」の字状に開く土師器の高台付杯，高台が短くしかも目線部に比べて底径が小さい土師器の高台付杯

及び底部径が小さく浅い角度で大きく日録部が開く土師器の杯などが出土している。第17◎18号住居跡か

らも，高台部が杯部に比べて小さな土師器の杯が出土している。出土した遺物の形状から，これらは10世

紀に位置付けられる住居跡である。

念代遺跡の住居跡については，（1）から（2）までのわずかな数の住居跡の観察からではあるが，西向きの竃

を持つ住居跡よりも北向きの竃を持つ住居跡が新しく，さらに，念代遺跡の住居跡については言1）から（2）

までのわずかな数の住居跡の観察からではあるが芦　西向きの竃を持つ住居跡よりも北向きの竃を持つ住居

跡が新しく，さらに，東向きの竃を持つ住居跡が新しいということが言えそうである。

2　中◎近世

出土遺物から，中e近世の遺構と思われるものがあるのでまとめてみたい。

（1）土坑

調査区南端は住居跡が確認されていない区域である。ここでは，第8号土坑のように，出土遺物から平

安時代の土坑と判断できるものもあるが，中e近世の遺構と思われるものも少なくない。

第1号土坑は長さ2。14m，幅0．72cmの長方形で，深さ54cmの土坑である。ここからは，形状から近世の

遺物と考えられる長さ21。7cmの小刀が出土している。第4号土坑は長さ2。40m，幅1。50mの長方形で，深

さ84cmの土坑である。ここからは，勲寧元賓（初鋳造年1064年）という北宋銭が出土している。渡来銭で

あることや贋銭が横行していたことを考え合わせるとタ　中世の遺構と思われる。第24号から29号土坑は地
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下式嬢もからんで重複が激しい地点であるが，土師質土器の小皿や内耳鍋片などが出土している。土師質

皿はロ綾部に油煙が付着していることから，灯明皿として利用されたものと思われる。第30号土塊は長さ

2．16m，幅1．37mの長方形で，深さ56cmの土坑である。ここからは，寛永通宝が2枚出土している。粘土

が貼ってあったことから，近世の墓壕と考えられる。第89号土坑は第30号土坑と重複しているが，ここか

らも照寧元賓が1枚出土している。調査区南端には，平面形が長方形である程度の深さをもつ点で似通っ

た土坑が点在する。この地点が中e近世において墓域であった可能性も考えられる。

（2）地下式壌

地下式壕は調査区南部の住居跡がない場所に4基確認されている。第1号地下式境は第24号土坑と重複

しているが，ここからは土師質土器の皿と内耳鍋片が出土している。第3号地下式墳からは，1本単位の

櫛目が施された捨鉢や内耳銅片などが出土している。第4号地下式墳からは，瀬戸陶器瓶子底部片や土師

質土器の措鉢などとともに，石臼が出土している。地下式境から出土した遺物はいずれも中世の遺物で，

地下式壕も同時代の遺構と考えられる。地下式壕が埋葬施設という考え方もあることから，この地点が墓

域的な性格をもつ地点だと考える事もできる。

これらのことから，念代遺跡周辺の台地上には奈良時代以降継続して集落が営まれ，台地南端部は中世以

降墓域が形成されたものと考えられる。

参考文献

浅井　哲也　『茨城県内における奈良e平安時代の土器（1）』　研究ノート創刊号1992年3月

浅井　哲也　『茨城県内における奈良。平安時代の土器（2）』　研究ノート2号　1993年3月
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第6章　平　坪　遺　跡

第1節　遺跡の概要

平坪遺跡は，霞ヶ浦の西方約3km，念代遺跡の南東約0．5kmのところにある。霞ヶ浦に流れ込む花室川の右

岸，標高10－15mの舌状台地上に位置し，調査面積は1，635nfで，現況は畑である。

今回の調査では，竪穴住居跡5軒（古墳時代3軒，平安時代2軒），掘立柱建物跡1棟，土坑6基，溝2条

を確認した。

遺物は，土師器（杯，高杯，高台付杯，皿，整，壷，器台），須恵器（杯，襲，甑，蓋），土製品（土玉，

紡錘車）及び金属製品（鉄鉱，刀子）が出土している。

第2節　基本層序

調査区内（B2a3区）にテストピットを設

定し，第4図に示すような基本土層の観察を

行った。

なお，表土除去により耕作土等は取り除か

れている。

第1層は，40－80cmの厚さで，ローム粒子

を中量程度含む褐色の砂層である。

第2層は，40－50cmの厚さで，ローム粒子

と直径5mm程度の礫を少量含む砂層である。

第3層は，35－50cmの厚さで，直径10mm程

度の礫と粘土の混じった赤褐色の砂層である。

第4層は，15－30cmの厚さで，直径5mm程

度の礫と粘土の混じった褐色の砂層である。 第96図　基本土層図

第5層は，直径3mm程度の礫を少量含む褐色の砂層である。

第6層は，鈍い褐色のきめ細かな砂層である。

第7層は，5－10mmの礫と粘土を少量含む灰褐色の砂層である。

第8層は，30－55cmの厚さで，直径10mm程度の礫を多量に含む褐色の砂層である。

第9層は，直径5mm程度の多量の礫と少量の粘土を含む灰褐色の砂層である。

第10層は，直径10mm程度の多量の礫を含む鈍い褐色の砂層で，指で押すとサラサラと崩れる。

第11層は，粘土を少量含む大きめの粒の灰褐色の砂層である。

第12層は，赤褐色のバター状の粘土層である。

第13層は，直径5mm程度の多量の礫と粘土を少量含む鈍い黄褐色の砂層である。

第14層は，鈍い黄褐色の締まりの強い粘土層である。

住居跡等の遺構は，第1層上面で確認した。
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第97園　平輝遺跡全体図

ー118－



第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

当遺跡では，調査区南端の舌状台地が谷に向かって傾斜する南側斜面から5軒（古墳時代3軒，平安時代2

軒）の住居跡を確認した。古墳時代前期の住居跡は比較的掘り込みが浅く，耕作による撹乱を受けているので

遺物の遺存状態は良くない。平安時代の住居跡は砂質の地山を1m近く掘り込んで構築されている。遺物の遺

存状態は良好で，内面黒色処理された土師器の外面に墨書が施されたものも出土している。

第1号住居跡（第98図）

位置　調査区の南端，Blho区。

重複関係　本跡の南壁は，第2号住居跡を掘り込んでいるので，本跡の方が新しい。

規模と平面形　（長軸，短軸ともに未確認）南東壁，南西壁ともに調査区外へ延びており，全体は確認できな

第98図　第1号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　；　　　！
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い。北コーナーは隅丸である。r

l一音ノ．こ　＼　∴　．　・∴・・・　′∴′ノ）．′、二　′ノ諭、．・∴‾　′・ノ　ー′十′′・ノ

床　はぼ平坦で　踏み固めは弱ら全体に薄　堆積した焼土が確認できる。

′′＼　了′くそ′′・：、；′くト、ご・！）′．∴上‘？二㌦∴㌦　こ′∴　言、∵ふノ、．

竃　北東壁と北西壁の2か所0北西竃　第　号竃　は壁外に甑mほど掘　込んで　砂質粘土で構築されてもーる。

規模は長さmOcm夢幅温05cmである。両袖と　遺存状態は良　ない○火腐部は平坦で　覆土舶二は離陸的多義

の焼丑や炭化粒子が確認され　土師器の杯が出土している○煙道は　火床蘭から緩やかな傾斜で立ち上がる。

∴　二′；ノノ∴　′ノ1′・’′′　′　　　′、′′　一　十′、、　二　一．、二、／J　‥・′′′・．！′（　′ノ、．′、．′ノ

、∵∴ノ（＼十ノ∴く′り・＼′：、！　′′‥、ノ、′てノ・シ・、′・ハ＼、′、・下血、㍉七′′ノ　′′－ミ・、′′′し㍉∵、言、′∴言㌦′、．

・′　′＼′′ノノ・ノ　ノC・て：－く．、・′’、・’′、ノそノごノ′　ノノ、　‥、∴　′　・、／、′、フノ、′ノ：，′呈′㍉1了・、‾　′．ノ′／′二

第鼠号竜野第2号竃ともに袖部撃火床部ともに取り壊されたことが認められないので　雨竜が翻寺に使用され

たものと考えられる。

北西竃（第1号竃）土層解説

l　褐　色　粘上ブt「ノク帖1焼上粒J’・・炭化粒「しトム粒子少；Iを　　（う　褐　色　粘付しトノク中量，他日詩イ・・炭化粒r・U－ム粒J′一少；ll‥
2　暗赤褐色　焼上ゾしト′ク・焼上粒戸口㌫1臣十八位「少量，炭化け「微量　7　暗赤色　焼上ブtl「ソク・焼‖吊中：ら　しトム粒子少量，炭化
3　褐　　色　焼悌「「・炭化粒j’－・tトム粒J’・・粘い粒子′少量　　　　　　　　　　粒Jr・微量
4　赤褐色　焼土粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　暗褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロックeローム粒子少量
5　極暗褐色　ローム粒J’－微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！‾）褐　　色　粘土粒子多量

北東竃（第2号窓）土層解説

1暗褐色　tトム粒J′・・粘「粒子レ量，焼主夫ゾしトノク・焼「粒11黒褐色　焼日出一・歳化粒J′・中量，しトーム粒子少量
J’一・歳化粒J∴微量　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗赤褐色　焼上粒j’一多量

り
ん
　
り
ヽ
U

褐　色　砂粒多量，しトム粒J’・中量　　　　　　　　　　（う　褐　色　粘十粒J’・・砂粒多量，しトム粒J′一少量
暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロックの焼土小ブロックe炭

化粒J’・・lJ－ム粒j’・少量

覆土　自然堆積と思われる。1

住居跡土居解説

つ了！　　′、－　′　　′′　　　′′．′　　′　・・、・‥㌦㍉、、ノン　　、、一′′　り〔．′．，・′↑′㍉J．

十大ブしトノウ少量一　対ヒ粒自微量　　　　　　　　（う　暗褐色　焼十粒J′・・炭化粒J′・・ローム粒J・・・粘上ブしトノク微量

2　褐　色　粘土粒子申鼠炭化粒子。ローム粒子少量　　　　　　7　暗褐色　焼土粒子の炭化粒子も粘土中ブロック少量，ローム粒子
3　明褐色　小石・砂粒多量，粧抽白㌧中量，しトム粒J’・少量．焼上　　　　　　　微：‡l‥

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　8　褐　色　粘土小ブロック中量タローム粒子少量，炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム太ブロック中量チ焼土粒子e炭化粒子eローム粒　9　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子少亀炭化粒子e焼土粒子微量
J’一・粘士粒子少量

遺物　覆土中からタ土師器榊58点　須恵器則鮒点　陶器片　慮及び縄文土器片　点が出土している。2，4資

′、のh－′リニ！＼′しこ二へ・て、、・′　　・）、J、ぅ男　－∴ン十止′ノ、、′：の　一・・′　′、ノ　ノ′ふ、つシノ、∴∴、∠∴

所見　本跡はタ　出土した遺物から夢　路陛紀前半の住居跡と考えられる。

第温号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　　 種 計測値（孤） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 99 図 杯 A 13．3 平底。体部 はわずかに内攣 しながら 日経部内 も外面ナデ。日録部から体 長石 ・石英 ・雲母 P 1　　　 100％

ヱ 土　 師　 器 B　 4．2 立 ち上が り，日録部 は直線的に外傾 部内薗横方向のヘラ磨 き。体部外面 スコリア 床面

C　 6．8 する。 下端回転へラ削り後ナデ。底部内面 浅黄色 内面黒色処理

ヘ ラ磨 き，外面へラ削 り後ナデ。 普通

2

杯 Å 13．6 口縁部一一一ム部欠損。平底。体部はわず 目線部内 ・外面ナデ√休部外面下端 長石 ・石英 ・雲母 P 2　　　　　 95％

土　 師　 器 B　 4 ．5 かに内暫 しながら立ち上が り，日録 回転へラ削 り後ナデ。 スコリア 覆土

C　 6 ．2 部は直線的に外傾する。 黄橙色 普通

3

杯 A i2．8 底部から目線部 にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ。目線部から体 長石 ・石英 ・雲母 P 3　　　　　 70 ％

土　 師　 器 B　 4．5 底。体部はわずかに内攣 しなが ら立 部内面横方向のへラ磨 き。底部内面 スコリア 覆土

C　 7．0 ち上が り，目線部は外反する。 ヘ ラ磨 き，外面へラ削 り後ナデ。 浅黄橙色　　 普通 内面黒色処埋
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l

第99図　第1号住居跡出土遺物実測図
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図版番号　 器　　 種 計測値（撒き 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第99図　　　　 年 A 12．4 底部から目線部にかけての破片．辛 ナ目線部内 ・外面子で。目線 部から体 長石 ・石 英 ・雲母 P 4　　　　　 70％

4　　　 土　 師　 器 H　 4 ．8 底。体部はわずかに内攣 しながら立 部内面横方向のヘラ磨 き，外面下端 スコリア 楷…上

C　 7．0 ち上が り，目線部は直線的に外傾す 回転へラ削 り後ナデ㍉　底部外面へラ 浅黄橙色

る。 削 り後ナデ。 普通

捧 A 〔14 ．61 底部から目線部にかけての破片．辛 目線部内 ・外面ナデ．目線部から体 長石 ・石英 ・雲母 P 5　　　　　 50％

5　　　 千　 帥　 器 B　 4 ．7 底。体部はわずかに内攣 しながら立 部内面横方向のヘラ磨 きい休部内面 スコリア 領土

C　 5．6 ち上が軋　 臣．1線部は外反す る。 下端縦方向のヘラ磨 き，外面下端手

持ちへラ削り。

橙色

普通

杯 A 白2．8〕 底部から目線部にかけての破片い　平 目線部内 ・外面ナデ。体部内面弱い 長石 ・石英 ・雲母 P 6　　　　　 50％

6　　　 土　 帥　 器 H　 4．1 底。体部はわずかに内攣 しなが ら立 横方向のヘラ磨 き，外面強いU クロ スコリア 覆土

C　 7．6 ち十がり，目線部は直線的に外伸す 日が残 年　 外面下端手持 ちへラ削り 橙色

るい　底部が比較的厚い。 後ナデ。底部外海へラ削 り後ナデ。 普通

杯 Å　鼠2．2 底部から体部にかけての破片。平底。 目線部内 ・外面ナデ㍉平底㍉　目線部 長石 ・石英 ・雲母 P 7　　　　　 5し）％

7　　　 土　 師　 器 B　 3．7 休部は内暫 しながら立ち上が り，＝ から体部内面横方向のヘラ磨 き。体 スコリア 席上中層

C 〔6．2〕 綾部 はわずかに外反する。 部外面下端回転へラ削り㍉　底部内面

へラ磨 き，外面へ ラ削 り後ナデ。

灰白色

普通

内面黒色処理

杯 A 12．1 底部から打線部にかけての破片。平 ＝縁部内 ・外面ナデい　＝綾部から体 長石 ・イf英 ・雲母 P 8　　　　　 55％

8　　　 土　 師　 器 B　 4 。3 底。体部は内攣 しながら立ち上が り， 部内而横方向のヘ ラ磨 き，外面下端 スコリア 床面

し　 6 ．0 目線部は直線的に外傾する√全体に 回転へラ削 り。底部内面へ ラ磨 き， 灰白色 内面黒色処理

厚めである。 外面へラ削 り後ナデい 普通

杯 A 白2．幻 底部から目線部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデい　目線部か ら体 長石 ・石英 ・雲母 P 9　　　　　 40％

9　　　 土　 帥　 器 B　 4淵 底。体部，日録部は内攣 しなが ら立 部内面へラ磨 きい　底部外面へラ削 り。 スコリア 床面

C L　6．引 ち上がる。全体 に厚めである。 浅黄橙色

普通

内面黒色処理

二次焼成

杯 A 白2．6〕 底部から目線部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ。体部外面下端 長石 ・石英 ・雲母 P lO　　　　 45％

10　　　 土　 師　 器 8　 4．1 底。体部は内攣 しながら立ち上が り， 回転へ ラ削り。 スコリア 覆土

C 〔6．8〕 目線部は直線的に外傾する㍉ 橙色

普通

内面黒色処理

二次焼成

林 A 白5．01 底部から目線部にかけての破片！辛 目線 部内 ・外面ナデ。休部内面櫨方 長石 ・石英 ・雲母 P l1　　　　 30％

ll　　 土　 師　 器 B　 4．8 底。体部 はわずかに内攣 しながら比 向のヘラ磨 き，外面下端回転へラ削 スコリア 博士中層

C 〔7．0〕 軽的沌い角度で立ち上が り，目線部 り後ナデい底部内面へラ磨 き，外面 浅黄橙色 内面黒色処理

は直線的に外傾する。 へラ削 り後ナデ。 普通

杯 B （2．5） 底部から体部にかけての破片。平底。 休部から底部内面へラ磨きい　底部外 長石 ・石英 ・雲母 P 12　　　　 20％

12　　　 土　 師　 器 C　 7．2 体部は内攣 しなが ら立 ち上がる。 面へ ラ削 り後ナデ。 灰 白色

普通

床面

内面黒色処理

刻書

杯 Å〔12 ．0〕 底部から目線部にかけての破片。平 目線部内 ・外面ナデ。休部内面様方 長石 ・石英 ・雲母 P 13　　　　 15％

13　　　 土　 帥　 器

杯

B　 4 ．7 底。体部は内攣 しなが ら立ち上が り， 向のヘラ磨き，外面下端回転／＼ラ削 鈍い黄橙色 床面

C L 6．0〕 日録部は直線的に外博する。 り。底部外面へラ削り後ナデ。 普通 内面黒色処理

B （2．9） 底部から体部にかけての破片。平底。 体部から底部内面へラ磨 き。底部外 長石 ・石英 ・雲母 P 14　　　　 30％

14　　　 土　 師　 器

杯

15　　　 土　 師　 器

高 台 什 杯

C　 6．2

i

A 〔摘．3〕

体部は内攣 しながら立ち上がる。

体部片o　 i

高台部から目線部 にかけての破片。

面へラ削 り後ナデ。

i

目線部内 ・外面ナデい休部内面横方

霊霊苧

欝 や雲母 i

長石 ・石英 ・雲母

覆土下層

内面黒色処理

体部外面墨書

P 16　　　　　 5 ％

覆土

内面黒色処理

休部外面墨書

P 17　　　　　 50％

16　　　 土　 師　 器

高 台 付 杯

8　 5．6 平底。付高台。高台は 「ハ」の字状 向のヘラ磨 き。底部内面へラ磨き。

目線部内 ・外面ナデ㍉休部内面様方

スコリア 床面

0　 7．6

E　 O ．7

A 白6 ．7〕

に開く。体部は内攣 しながら立ち上

が り，日綾部は直線的に外傾する。

高台部か ら目線部にかけての破片。

浅黄橙色

普通

長石 ・石 英 ・雲母

内面黒色処理

P 18　　　　　 50 ％

17　　　 土　 師　 器

皿

B　 5 ．7 平底。付高台。高台は短 く 「ハ」の 向のヘラ磨き。底部内面へ ラ磨 き， スコリア 床面

D　 8．6

E　 l．3

A 〔14．4〕

字状に開 く。体部は内攣 しながら立

ち上がり，日録部は外反する。

底部からロ縁部にかけての破片。平

外面回転へラ切 り後ナデ。

‖縁部内 ・外面ナデ√休部から底部

鈍い橙色

普通

長石 ・石英 ・雲母

内面黒色処理

P48　　　　 40％

18　　　 上　 帥　 器

高 台 付 皿

B　 2．2 底。体部， 目線部は極めて浅い角度 内面へラ磨き。底部外蘭ナデ。

日録部内 ・外面ナデ。体部から底部

鈍い特色 覆土

C 〔7．0〕

A 12．4

でわずかに内暫 しながら立ち上がる。

ロ綾部一部欠損。平底。削 り高台。

普通

長石 ・石英 ・雲母

内面黒色処理

休部外面墨書

P 19　　　　 90％

19　　　 土　 師　 器 B　 2．2 高台は短 く断面は三角形 をしている。 内面へ ラ磨 き後ナデ。 スコリア 床面

0　 6．2 体部は極めて浅い角度で外傾 して立 鈍い黄橙色 内面黒色処理

E　 O．6 ち上が り，小さな稜を持つ。日録部

は外反す る。

普通 底部外面墨書
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図版番号 器　　 種 計漸縮粛 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 99 図 婆 A 〔21．4〕 体部から日綾部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ㍉　休部外面縦方 長石 ・石英 ・雲母 P 20　　　　 10％

20 土　 師　 器 B ＝9．8） 部は内攣 しなが ら立ち上がり，頸部

は 「く」の字状に折れる㍉　目線部は

わずかに外反 し，端部は真上につま

み上げられている。

向のヘラ削 星 橙色

普通

床面

21

磐 A 〔17．の 体部から日録部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ。休部外面縦方 長石 ・石英 ・雲母 P 21　　　　 5 ％

土　 師　 器 勘　 9．4） 部は内攣 しながら立ち上がり，頸部

は緩やかに外反す る。 目線端部は真

上につまみ上げられている。

向のヘラ削 り後ナデ。 スコリア

浅黄橙色

普通

覆土

婆 A 〔14 ．4〕 体部から日録部にかけての破片。体 目線部内 ・外面ナデ．体部内 ・外面 長石 ・石英 ・雲母 P 22　　　　 15％

22 土　 師　 器 町 8 ．6） 部は内攣 しながら立ち上が り普　頸部

は 「く」の字状 に折れる。日録部は

直線的に外伸 し，端部は兵士 につま

み上げられている。

ナデ。 橙色

普通

覆土

磐 A は5．5〕 体部か ら冒綾部にかけての破片。体 ＝縁 部内 ・外面横方向のナデ．休部 長石 ・石英 ・砂粒 P 23　　　　　 5 ％

23 須　 恵　 器 B （6．日 部は内攣しなが ら立ち上が り，頚部

は水平方向に折れる。日録端部慮 つ

まみ上げられている。

外商平行叩 き。 灰色

普通

覆土下層

第　号櫨履跡　第摘図）

位置　調査区の南端部，Blgo区。

重複関係　本跡は　南東壁を第　号住居跡　西側を第　号住居跡に掘　込まれてお軋　本跡の方が古い。

規模と平面形　一一辺が〔4．77〕nlの隅丸方形である。　　長軸方向　N－40°、－E

壁　壁高は約45cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平班で，踏み固めは弱い。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒r・・ローム粒J’一少量，炭化粒千微量
3　褐　色　ローム粒J’・・砂粒中量，焼土粒子微量
′1　褐　色　ローム粒千・粧し粒子少量，焼上粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒千微量
6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒J’・・粘土大ブロック微量

8　黒褐色　ローム粒千少量，粘土大ブロック・砂粒微量

！）黒　色　ローム粒子微量

10　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒J’一微量

11褐　色　粘土粒子多鼠　ローム粒千微量

遺物　土師器片273点，須恵器片36点，縄文土器片3点，陶器片1点及び刀子1点が出土している。2の装飾

壷の口縁，6の器台脚部，8の台付薬の台部は床面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

第2号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第100 図 二女ご宣E A 〔22．1〕 頚部から日綾部にかけての破片。頸 口縁部は内・外面とも僻目が施され 長石・雲母 P 24　　　　　 5 ％

1 土　 師　 器 B （5。7） 部と目線部境は水平方向に折れ段を ている。外面には円形の貼付装飾及 橙色 覆土

成す。日録部は幅広で外傾する。 ぴ3 本単位の隆線が施されている。

頭部内 ・外面縦方向のヘラ磨きい

普通 赤彩

2

てこ吏ご寛 Å〔16。7〕 目線部片。目線部は直線的に外傾す 目線部内・外面ナデ。目線部から頸 長石 ・石英 ・雲母 P 25　　　　 10％

土　 帥　 器 B （2．9） る。 部外面には刷毛目が施されている。 橙色

普通

覆土

赤彩

3

二ニ土ご箋E A 白7．0〕 目線部片。日綾部は直線的に外傾す ＝縁部内・外面横方向のナデや　目線 長石 ・石英・雲母 P 26　　　　 10％

土　 師　 器 B （2．8） る。 部から頚部外面には刷毛目が施され

ている。

スコリア

橙色　　　　 普通

覆土中層

4

ニ土ご∃芝 A 〔24 ．6〕 頸部から口緑部にかけての破片。日 日録端部に刻み。日録部外面には刷 長石 ・石英 ・雲母 P 27　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （3 ．7） 綾部は直線的に外傾する。 毛目が施されている。 スコリア

鈍い黄橙色

普通

覆土

－123－
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第100図　第2号住居跡・出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（伽） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 10 0図 杯 B （1．3 ） 底部から体部にかけての破片。体部 体部内面へ ラ磨 き。 長石 ・雲母 P 28　　　　　 5 ％

5 土　 師　 器 C 〔7．2〕 は内管 しながら立ち上がる。 鈍い黄橙色

普通

覆土

内面黒色処理

底部外面墨書

6

器　　　 台 B （7．1） 脚部から器受部にかけての破片。脚 脚部には縦方向の刷毛目が施 されて 長石 ・雲母 P 29　　　　 40％

土　 師　 器 部は外反する。脚部には孔が3 つ穿

たれている。

いる。 スコリア

灰黄褐色

普通

覆土下層

7

要 A 〔26．0〕 休部から口縁部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 30　　　　 10％

土　 師　 器 B （10．4） 部は内管 しながら立ち上が り，頸部

は緩やかに外反す る。口縁端部は真

上につまみ上げられている。

スコリア

橙色

普通

覆土下層

8

台　 付　 喪 B （6 ．7） 脚台部から休部にかけての破片。脚 休部から脚台部外面にかけて刷毛日 長石 ・石英 ・雲母 P 32　　　　 20％

土　 師　 器 C 〔10．2〕

E　 6．2

台部は直線的に外傾 して 「ハ」の字

状に開く。底部 は丸底で，体部は内

増 しながら立ち上がる。

が施 されている。 スコリア

鈍い橙色

普通

床面

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

材　 質 出　土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（印） 幅（qm） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第100図9 刀　　　 子 （15．6） （1．9） （0．4 ） （25．5） 鉄 覆　　　　　　　 土 M l

第3号住居跡（第101図）

第101図　第3号住居跡実測図
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位置　調査区の南端部，Blgo区。

重複関係　本跡は，第2号住居跡と第4号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　主軸長〔2．52〕m，幅3．40mで，遺構の南半分が調査区外へ延びており，全体は確認できない。

北コーナー及び東コーナーは隅丸である。

主軸方向　N－490－E　　壁　壁高は約55cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，床面全体に薄く焼土の堆積が見られる。

ピット　Pl－P3は径40cm程の円形で，性格は不明である。

患　北東壁中央部を壁外に40cm程掘り込んで，砂質粘土で構築されている。規模は長さ135cm，幅140cmである。

両袖とも良好な状態で残存している。覆土下層からは多量の焼土とともに，土師器片や須恵器片が比較的多

く出土している。火床部は平坦で，煙道は火床面から約45度で立ち上がる。

竜土居解説
1褐　　色　粘土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土中ブ

ロック微量
2　赤褐色　焼土多量，ローム粒子微量
3　褐　　色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
4　明褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
5　褐　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

6　褐　　色　砂粒多量，焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量
7　暗赤褐色　焼土多量
8　褐　　色　砂粒多量，ローム粒子中量
9　褐　　色　粘土粒子中量，ローム粒子少量
10　暗い褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
11褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第102回　第3号住居跡出土遺物実測図
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存土　粘土ブロックやロームブロックの混入状況から，人為堆積と思われる。

住居跡土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブ

ロック・炭化粒子微量

5　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

6　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土大ブロック微量

7　暗褐色　粘土大ブロック・粘土小ブロック中量，炭化粒子・ロー
ム粒子少量，焼土粒子微量

8　黒褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

遺物　覆土中から，土師器片684点，須恵器片106点及び縄文土器片10点が出土している。1－4の土師器棄及

び5の須恵器杯は，床面近くから出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から，9世紀前半の住居跡と考えられる。

第3号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第10 2図 要 A 19．8 口緑部一部欠損。平底。休部はわず 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 33　　　　 90％

1 土　 師　 器 B　34 ．6 かに内管 しながら立ち上が り，頚部 灰褐色 床面

C　 8 ．6 は緩やかに外反する。口縁端部は真

上につまみ上げられている。

普通 底部木葉痕

2

喪 A　20．1 体部一部欠損。平底。体部はわずか 口縁部内 ・外面ナデ。体部外面積方 長石 ・石英 ・雲母 P 34　　　　 85％

土　 師　 器 B　32．1 に内野 しながら立ち上が り，頚部は 向のヘ ラ削り。休部外面下位縦方向 スコリア 床面

C　 9．3 緩やかに外反する。口縁部は上方に

わずかにつまみ上げ られている。

のヘラ磨き。 橙色

普通

底部木葉痕

3

尭 A 14．8 口縁部一部欠損。平底。休部はわず 口縁部内 ・外面ナデ。体部外面下位 長石 ・石英 ・雲母 P 35　　　　 95％

土　 師　 器 B 17．6 かに内野 しながら立ち上がり，頚部 横方向のヘラ削 り。体部内面に明瞭 灰褐色 床面

C　 7．9 は緩やかに外反する。口緑端部は斜

め内側につまみ上げられている。

な給横痕が残る。 普通

4

嚢 A 〔12 ．3〕 ロ綾部一部欠損。平底。体部は直線 口縁部内 ・外面ナデ。休部内面部分 長石 ・石英 ・雲母 P 36　　　　 90 ％

土　 師　 器 B 15．2 的に外傾 して立ち上が り，頚部は緩 的にヘラナデ。体部外面下位斜め方 鈍い橙色 床面

C　 8．2 やかに外反する。口縁端部はわずか

につまみ上げられている。

向のヘ ラ削り。 普通

5

杯 A 12．9 口綾部一部欠損。平底。休部は内野 口線部内 ・外面ナデ。体部外面下位 長石 ・石英 ・雲母 P 37　　　　 95％

須　 恵　 器 B　 4．7 しなが ら立ち上がり，口縁部は直線 ヘラ削 り後ナデ。底部外面へラ削 り 小礫多量 床面

C　 6．6 的に外傾する。 後ナデ。休部外面に強いロクロ目を

残す。

灰色

普通

第4号住居跡（第103図）
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第103図　第4号住居跡・出土遺物実測図
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位置　調査区の南端部，Blfo区。

重複関係　本跡は，南側コーナーで第3号住居跡に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸〔2。80〕m，短軸〔2。鮮　mで　遺構の南側が削られ，全体は確認できない。北コーナー

及び東コーナーは隅丸である。

最軸方向　N－450－W　　壁　壁高は約墟cmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

ピット　長径45cm，短径25emの楕廿形で深さは20enlである。性格は不明である。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説

1　黒褐色　ローム粒子・砂粒微量

2　暗褐色　砂粒少鼠　ローム粒子微還

3　暗褐色　焼土粒子0炭化粒子・ローム粒子徴巌

4　暗褐色　粘土粒子少量，焼土粒子e炭化粒子のローム粒子微量

5　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

6　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量，ローム粒f一少量

7　褐　色　砂粒中量，ローム粒子・粘土粒J’－少量

8　褐　色　炭化粒子。ローム粒子微量

9　褐　色　ローム粒子少鼠　粘土中ブロック微量

遺物　覆土中から，土師器片2鼠2点及び須恵器片29点が出土している。須恵器及び且，2は流れ込みである。

所見　床面から出土する土師器片の多くが刷毛目を有することから芦　古墳時代前期の住屠跡と考えられる。

第4号住居跡出土遺物観察麦

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 103図 高 台 付 杯 Å〔12．9〕 底部から目線部 にかけての破片。高 目線部内 ・外面ナデ。目線部から底 長石 ・石英 ・雲母 P 38　　　　 10％

呈 土　 師　 器

！

B （4．2）

i

台部欠損。体部は内攣 しながら立ち 部内面へラ磨 き。 鈍い黄橙色 覆土

上が り，目線部はわずかに外反する。 普通 内面黒色処理

体部外而墨書

蓋 B （2．5） 天井部片。天井部中央に逆台形のつ つ まみ部ナデ。 長石 ・石英 P 39　　　　 30％

2 須　 恵　 器 F　 2．9 まみが付 き，日録部に向かって様や 褐灰色 覆土

G　 l．1 に下降す る。 普通 天井部外面刻苦

第　号住居跡　第摘図）

位置　調査区の南端部，Blf9区。

重複関係　本跡は，第7号土坑と重複している。新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸2。67m，短軸（2．22）mで　南西部は調査区外へ延びてお軋　全体は確認できない。北コ

ーナー及び束コーナーは隅丸である。

長軸方向　N－60小一W

壁　壁高は約84cmで，外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，床面は柔らかい。

覆土　自然堆積と思われる。

住居跡土居解説

1暗褐色　焼土粒子。ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量　　　　　　　5　褐　色　砂粒多量，ローム粒子中量
3　暗褐色　焼土中プロ、ソク・焼土粒千・炭化粒千・ローム粒Ij’・・粘　6　暗褐色　砂粒中鼠　焼土中ブロック・ローム粒子少量

土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　褐　色　ローム粒子中鼠　粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

遺物　覆土中からタ　土師器片382点　須恵器片視点　土王2点，縄文土器片8点及び陶器片1点が出土してい

る。1，2の土師器杯は覆土下層から出土している。

所見　本跡はタ　出土した遺物から7世紀後半の住居跡と考えられる。遺構の南側が調査区外へ延びているため，

竃は確認されていない。
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＼　五・一
第104図　第5号住居跡・出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

1

図版番号 器　　 種 計測値（om） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 104図 杯 A 〔12．0〕 底部か らロ綾部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面強い横方向のナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 40　　　 10％

1 土　 師　 器 B （3．8） 部，ロ綾部は内管しなが ら立ち上が

る。

体部下位か ら底部にかけてへラ削 り。 スコリア

橙色　　　　 普通

覆土下層

2

杯 A 〔14 ．2〕 底部から口綾部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横方向のナデ。体部 長石 ・石英 ・雲母 P 41　　　 10％

土　 師　 器 B （3 ．3） 部，口綾部は内暫 しながら立ち上が

る。

から底部外面へラ削り後ナデ。 スコリア

橙色　　　　 普通

床面

3

登 A 〔26．3〕 体部から口綾部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 42　　　　　 5 ％

土　 師　 器 B （11．3） 部は内管 しながら立ち上が り，頚部

は緩やかに外反する。口綾部は外反

し，端部は尖る。

スコリア

灰褐色

普通

覆土

4

杯 A 〔12．1〕 底部か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 43　　　 10 ％

須　 恵　 器 B　 4．1

C 〔6．2〕

部は内野 しなが ら立ち上が り，口綾

部はわずかに外反する。

黄灰色

普通

覆土

5

蓋 A 〔16 ．8〕 天井部片。天井部はなだらかに下降 口縁部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 44　　　　 25％

須　 恵　 器 B （2 ．7） し，ロ緑端部は斜め下方に突出して 灰色 覆土

いる。 普通 天井部外面へラ記号
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捕版番号　 器　 裡 序 腑 cmラ　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 i 胎鉦 渦 潮 可　 儲喜　 考

第 摘　 掬　 短　 頚　 壷　 B （ 。鋸　 高台部から休部にかけての破片。丸 休部外面 ・底部内面軸付着㍉　　　　　 砂粒　　　　 吠色　 P 朝　　　　 却％

6　　　 痍 粕 陶 器　 鋸 8．3ラ「味のある平底。柑高台。高台は短 く 欄柄外面　 黒褐色　 櫓士中層

E　 O．7　 「ハ」の字状に外佃するい休 部は内 内面　 吠オリーブ色

攣 しながら立ち上がる。 普通

図版番号 器 種 径㌶ さ行m）；孔径葦 茹 i 出土位置　　　 備　　　 考

蜘郷 土　 可 （持つ 「細 …　日時 穫　　　 可削
8　巨　 可 は潮 巨細 …　日周 覆　土　下　痢椚

こ1　′′、二．、十′・ノ、二′．こ

土軸方向
番号　位置　　　　　　平面彬

濾軸方翻

規模（m）壁高離」内部施設！　　　　　　　　 備　考

（長軸×矧 （cm）海国貯献恒入日！竃覆土　 出土遺物　 新旧関係橘尋新）
中中庸斗不　明（2・35）×幽可腑巨可㍉「巨一巨序然！孟欝露語琵遽酢斐㈲甑雄楓S糀重複新旧

2桓圧勝車像摘〔4・77〕×締り砥恒主上巨」竺座璃膠欝窓忠恕譜町議論議義

中叫恒縦中舶方形〔2852〕×用い目顔つ一巨つl恒P慧警雷宗謡帥埠胤須矧杯巨亘2丞跡，S‡4→繍
中中潮斗硝鯛〔2080〕×細り砥恒主上巨つ欄纏橙等働埠㈲鵬器棒働繍→S柑
中可恒酔中風摘2067×融可　朗つ翻「つ」－つ欄極熱！豊漂豊豊霊温霊認‘鐙車鼠→本跡

′・　′ノ＿

当遺跡で確認した　基の丑坑はタ　いずれ　南側に入　込む谷に薗した緩やかな斜面上に位置している。以下資

4基の土坑について解説を加え．他は－一覧表にまとめ実測図を掲載する。

ノ　ノ三　二　′．工　∴、人′

位置　調査区北部，Blb8区。

重複関係　本跡は，北側で第4号土坑を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸〔8鍼　m　短軸。鵬mの不整長方形で　深さは。鍼mである。

長軸方向　N－50－W

壁面　緩やかに外傾しながら立ち上がる。〕

底面　平．坦である。

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説

l　暗褐色　砂粒中量，ローム粒J’・少品．炭化粒日放量

2　褐　色　砂粒多量，ローム粒J’－中量

3　褐　色　砂粒多量，ローム粒子少量

‘1　明褐色　砂粒・小礫多量，ローム粒巨巨星

5　明褐色　ローム粒子・砂粒・小礫中量，炭化粒召数量

遺物　覆土中から，土師器片24点及び須恵器片5点がJ甘土している。

所見　時期や性格等は不明である。

第　号並践　第摘固）

位置　調査区北部，Bla8区。

重複関係　本跡は，南側で第3号土坑に掘り込まれているのでタ　本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3も40mタ　短軸〔3。36〕mの不定形で撃　深さは0。35mである。長軸方向は第3号土塊に掘り

込まれていて，全長は確認できない。
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長軸方向　N－750－E

壁面　外傾して立ち上がる。

床面　平坦である。

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　粘土中ブロック中量，炭化

粒子・ロームブロック・ロ
ーム粒子・砂粒少量

2　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，粘
土粒子少鼠　焼土粒子・炭
化粒子微靂

3　褐　色　砂粒多量，ローム粒子少量，
炭化粒子微量

4　明褐色　砂粒多量，ローム粒子中量
5　褐　色　砂粒多量，ローム粒子少量
6　明褐色　砂粒多量，ローム粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片20

点及び須恵器片5点が出土し

ている。

所見　時期や性格等は不明で

ある。

第柑図　第　◎　号並坑実測図

第6号土坑（第106図）

位置　調査区北部，Blho区。

重複関係　本跡は，第1号住居跡及び第2号

住居跡と重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模と平面形　径0．84mのほぼ円形で，深さ

は0．60mである。

長径方向　N－530－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　覆土中から，土師器片9点及び須恵器

旦S：読1李
旦12．紬

二㌦
0　　　　　　1m

」＝±ヒ＝」

④

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

［　　　1　　－－－i

第106図　第6号土坑◎出土遺物実測図

片2点が出土している。1の土師器杯，2の土師器婆は床面から出土している。

所見　時期や性格等は不明である。
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第6号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第10 6図 杯 A 14．4 日録部か ら体部にかけて一部欠損。 口緑部内 ・外面ナデ。体部外面下端 長石 ・石英 ・雲母 P 45　　　　 80％

1 土　 師　 器 B　 5．0 平底。体部 は内攣 しながら立ち上が 手持 ちへラ削 り。底部外面へラ削 り スコリア 床面

C　 7．5 り，口縁部はわずかに外反する。 後ナデ。 橙色　　　　 普通

2

嚢 A 〔13．6〕 体部か ら口綾部にかけての破片。体 日録部内 ・外面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 46　　　　 10％

土　 師　 器 B （6．8） 部は内攣 しなが ら立ち上が り，頚部

は 「く」の字状に折れる。口綾部は

直線的に外傾 し，端部は真上につま

み上げられている。

鈍い赤褐色

普通

床面

第7号並坑（第107図）

位置　調査区北部，Blf9区。

重複関係　本跡は，第5号住居跡及び第5号土坑に

掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸〔4．10〕nl，短軸（2．00）mの不

定形で，深さは0。65mである。西側が調査区外へ

延びているため，平面形は確認できない。

長軸方向　N－100－W

壁面　外傾して立ち上がる。

床面　平坦である。

遺物　覆土中から，土師器片56点，須恵器片13点，

土師質土器片2点及び縄文土器片1点が出土して

いる。

所見　時期や性格等は不明である。

その他の土坑（第108図）

旦欄細

／　工ノ
SK　2

A
－13．6m　1

2　≡三男。

B

「」＿＿′志摘

第108図　第1c205c8号土坑実測図

0　　　　　　　2m

⊆二二二二　L＿＝∴」

第瑠07図　第7号土坑実測図

表　土

l‾も二千二、＼

SK5

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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言　　．′＿、＿ノー　．ノ　！・′

番号位置 長径方車 面影彊 茹 炭
出　　十　　遺　　物

備　　　 考

新旧関係し古→賄う

漫　B且だ9 N－… 小 宅　 発車 憫 …瀾 序 外傾 平坦極熱 土師器ぐ婆） SMと重掛新l日中町

2　Bl車 …LE 不整閏形巨の鍼×・盤巨6 外傾 平坦極熱 土師器楽L須恵器け付

3　Bl磁区 Lw 欄藻方形恒e躯 潤 い4 緩傾 平坦極熱 土師器り不∵無し頂点器け付 SH→本跡

4　BlaS　N－75⊥E　不　定　形　3．40　XLよ3の　35 外傾　平川　自然 土帥器杯・患し須恵器ル「弓酎 本跡→Sh3

十帥器は臣 Sk7－→SX55　Blfゥ　N－68⊥E　不整楕円形目上HDく　＝淵i 17 緯傾　平川　自然
中 可 距狛 車 凋 可 攣欒 攣 恒 外傾平坦極然 工帥器林・登L須恵器は針 Sほ叫本跡jHと重複

新旧不明き
弓 高車…酔年不 定可 射撃他項 茄 外傾平坦極然 土裾狛杯∵針目妃澗吊巨高林・患う寸帥貴子甘鉢）本跡→S捕，本跡→Sn

畑 中 肛腑 中 電 可 紺甘 臓 序 緩傾平坦極然 ∬廿→本跡→Shl

く　　′　、’二・、ク．．′、

ノ　　　　二　、．、・・∴：、　′．　ノ

位置　調査区の南端部，BlgL）区。

重複関係　本跡は，第2号住居跡及び第3号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模　東西3問言有北2間まで確認したが，遺構が調査区外へ延びていて全体は確認できない。柱間寸i去は東

西が約2．25111，南北が約2．05nlである。〕柱穴の堀り方は平面形が40－50enlの円形で，深さは45－70enlである。〕

長軸方向　N－300－E

覆土　黒褐色土の単つ再で，柱痕は確認できなかった。

第相聞　第　号堀室根建物跡実測図
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所見　出土遺物もなく，時期や性格等は不明である。

4　溝

当遺跡では，溝を2条確認した。第1号溝は調査区を横切っている。第2号溝は第1号溝の西側に位置し，

2か所のコーナーが確認できるが，大部分が調査区外にあるものと思われ，全体は把握できない。

第1号溝（第97・110図）

位置　調査区の北端から南端部，A2区及びBl区。

規模と形状　上幅0．95－2．00m，下幅0．10－0．80m，深さは0．20～0．30mで，

北東から南西へ約24mは確認できるが，両端とも調査区外へ延びている。断

面はU字形で，底面は皿状である。

方向　調査区内で北東から南西（N－350－E）へ約24m測り，調査区外へ延

びている。

存土　自然堆積と思われる。

土居解説
1　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　褐　色　炭化粒子・ローム粒子・砂粒少量
3　明褐色　砂粒中量，ローム粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片142点，須恵器片14点，鉄釘片11点，泥面子1点

及び陶磁器片16点が出土している。

所見　時期や性格等は不明である。

第1号溝出土遺物観察表

一旦14。4m

‾「琶≡≡墓参㌘‾
3

0　　　　　1m

L＿＿　こl二　一一」

（：つ－』＝∃。m
第110図　第1号溝断面・

出土遣物実測図

図版 番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （仰 ） 厚 さ（cm ） 孔 径 （侃 ） 重量 （g ）

第1 10区ll 泥　 面　 子 2 ．1 1 ．6 0 ．5 － （ 1．5 ） 覆　　　　　　　 土 DP 3

第2号溝（第97・111図）

位置　調査区の西端部，Al区及びBl区。

規模と形状　上幅0．50－1．00m，下幅0．10－0．45m，深さ

は0．15～0．30mで，断面はU字形，底面は皿状である。

Alh9区からBla6区まで，北東から南西に平面上18mを

測り，両端とも90度北西に折れ，約4mで調査区外へ延

びている。

方向　北東から南西（N－350－E）へ延びて，両端とも

直角に北西に曲がる。

覆土　自然堆積と思われる。

A－A’

1　赤褐色　ローム粒子・砂粒中量
2　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量
3　赤褐色　ローム粒子・砂粒中量
4　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量

遺物　出土していない。

A14．2m　　　　　　　　旦14．2m

旦14．4m

「酔7‾‾‾
12

第111図　第2号溝断面図

B－B’

1　赤褐色　ローム粒子・砂粒中量
2　褐　色　ローム粒子・砂粒少量
3　赤褐色　砂粒多量，ローム粒子中量
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所見　時期や性格等は不明である。

5　遺構外出土遺物（第112図）

「3S＝長

0　　　　　　　10cm

！．＿．．上．．．＿＿＿」

第m　図　遺構外出丑遺物実測図

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

出　土　 地　 点 備　　　　　　　　　　 考
径（cm） 高さ（cm ） 孔径（cm ） 重量（g ）

第112図1 土　　　 玉 （3．3） （2．9） 0．5 （2 7．8） 覆　　　　　　　　 土 DP 4

2 土　　　 上 （2．7） （2．3） 0．4 （13．4） 覆　　　　　　　　 土 DP 5

第4節　まとめ

平坪遺跡の今回の調査では，5軒の竪穴住居跡，1棟の掘立柱建物跡，8基の土坑及び2条の溝が確認され

ている。ここでは，住居跡と出土遺物についてまとめてみたい。

且　古墳時代（第2　⑳4◎　5号住居跡）

第2の4号住居跡は，南向きの馬の背状の台地縁辺部に位置している。台地が馬の背状で表土が流れやす

いことや，耕作のために覆土が撹乱を受けているために，遺構や遺物の遺存状態は良くない。重複する平安

時代の住居跡の深さが，確認面から1m程あるのに比べると対照的である。

遺物は，覆土が削られているために床面近くのものだけが残った。第2号住居跡では，混入と思われる須

恵器の細片を除いて，器台の脚部，台付嚢の台部及び装飾壷の日録部などの土師器が床面から出土している。

器台の脚部，台付婆の台部には，ともに古墳時代前期によく見られる刷毛目の模様が確認できる。また，装

飾壷が搬入品でパレススタイルと呼ばれる特徴を示していることから，これらの遺物は古墳時代の前期に位

置付けられるもので，住居跡も同時期と考えられる。また，第5号住居跡は，遺構の大部分が調査区外であ

るが，時期は出土遺物から古墳時代後期末である。古墳時代には規模の小さな集落がこの地に形成されてい

たものと思われる。
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2　平安時代（第且　◎3号住居跡）

第1・3号住眉跡は言与墳時代の第2・4号住居跡と重複して構築されている。古墳時代前期の住居跡の

覆土の残りが極めて悪かったのに比べて，平安時代の住居跡は確認面から1nl近く掘り込んでいる。第1号

住居跡は北向き竃と東向き竃をもち，遺存状態から同じ時期にともに使われていたのではないかと想像され

る。本編第4章の内路地台遺跡における第1号住居跡とともに，北竜の住居の後に東竃の住居が出現する時

期の住居と考えられる。

遺物は土師器と須恵器が出土している。第1号住居跡では覆土下層から出土する遺物はほとんどが土師器で，

口縁部径に比して底部径が小さい土師器の杯が出土しているが，内面黒色処理されたものとされないものが

ある。『太』と刻苦された土師器の杯が出土しているがタ　念代遺跡から多数出土している墨書土器の『太部』

の一部と思われ，谷を挟んで念代，平坪遺跡が一つの集落であることが想定される。平成元年度に調査され

た当遺跡の南東方向約800nlに位置する長峰遺跡からも，10軒以上の平安期の住居跡が確認されている。平

安時代における当地周辺は，大きな集落が形成されていたものと考えられる。，

参考文献

茨城県　『茨城県遺跡地図』1987年3月

土浦市教育委員会　『土浦の遺跡』

茨城県教育財団　『一般国道125号道路改良工事地内埋蔵文化財調査報吾書』　茨城県教育財団文化財調査報告

第64集
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享　圭．．三．＿子

義視貝塚東遺跡

内路地台遺跡

念　代　遺　跡

羊　蹄　遺　跡



念代遺跡・平坪遺跡

念代遺跡・平坪遺跡全景

念代遺跡中央部

作業風景（念代遺跡）

念代遺跡北部

作業風景（念代遺跡）



PL　2 右籾貝塚東遺跡

遺構確認状況

第1号住居跡

遺物出土状況

調査終了全景



内路地台遺跡

第1号住居跡

遺物出土状況



内路地台遺跡

第1・2号住居跡

完掘状況

第1号火葬墓

遺物出土状況

調査終了全景



第1号住居跡・第1号

堅穴状遺構完掘状況

第3号住居跡

遺物出土状況



PL　6

第4号住居跡

遺物出土状況

第6・8号住居跡

遺物出土状況

第6・8号住居跡

完掘状況

念代遺跡



念代遺跡

第7号住居跡

遺物出土状況（竃内）

第7号住居跡

完掘状況

第10号住居跡

完掘状況



第13号住居跡

遺物出土状況

念代遺跡



念代遺跡

第15号住居跡

完掘状況

第17号住居跡

遺物出土状況（竃内）

第17号住居跡

完掘状況



第18号住居跡

遺物出土状況

念代遺跡

第18号住居跡

遺物出土状況（竃内）

第19号住居跡

完掘状況



吃′一一

‾ごプ

第7号土抗完掘状況

第8号土抗完掘状況

PL11

第72号土抗完掘状況



第1号堅穴状遺構完掘状況

（念代遺跡）

第5号住居跡・第2号地下式場

（念代遺跡）

第3号地下式場完掘状況（念代遺跡）

念代遺跡・平坪遺跡

第2号溝完掘状況（念代遺跡）

第2号溝完掘状況（平坪遺跡）



平坪遺跡

第1号住居跡

遺物出土状況

第1号住居跡

遺物出土状況（竃内）

第1号住居跡

完掘状況



PL14

第3号住居跡

遺物出土状況

第3号住居跡

遺物出土状況

第3号住居跡

完掘状況

平坪遺跡



右籾貝塚東遺跡

第1号住居跡

第1号住居跡

遺構外

PL15

′

▲i定
●書き

3　　　　　　4

17

5　　　　　　8　　　　　　7　　　　　6

ゝ●車雪辱亭18

住居跡・遺構外出土遺物



PL16

28　　　　　30　　　　21

●軍●車◆？
31　　29　　　22　　　23　　24

丁？℡

†？

32　　　　　　　34

●彗静
39　　　　40　　44　　　43

42　　　　　45　　　　37　　　　　36　　　　41

46　砲一彦

遺構外出土遺物

49

49

右籾貝塚東遺跡



内路地台遺跡 PL17

Sl1－11

住居跡・土抗出土遺物

S11－12



PL18

′す1

〕∵∴

第2号火葬墓－2

第2号火葬墓－3

第2号火葬墓－1

第1号火葬墓－2

第1号火葬墓－1

遺構外－4

住居跡・土抗・火葬墓・遺構外出土遺物



内路地台遺跡

遺構外出土遺物

PL19



PL20

ぜ

住居跡出土遺物

臣’丁・ごて’’・’『、・鱒

S15－3



ニー．コ

＿、ご疇糟！＿二二

竃

・－！lJニチ

住居跡出土遺物



盛妙

．rl

髄き

住居跡出土遺物

聾野・▲、－1

：・ごと二
S112－4



念代遺跡 PL23

S115－7

住居跡出土遺物



こ、雷、ザ

念代遺跡

第1号竪穴－1

SK8－9

住居跡・堅穴状遺構・土抗出土遺物



第1号地下式城－3

第1号地下式城－4

第1号道路跡－1

遺構外－2

PL25

SK28－2

第1号地下式壌一1

第1号道路跡－2

適構外－11

土抗・地下式塘・道路跡・遺物包含層・遺構外出土遺物



PL26

l●
Sll－4　　　sl6－21　　Sl11－8　　Sllト9

J・

S115－8　　sl17－9　　SK9－1　遠構外－15

●
S115－9

●
包含層－18

⑳　⑳

念代遺跡

ヽ′》ヽ′ヽタヽ酵

●

包含層－17　遺構外－16　遺構外－17　遺構タト18

S11－5　第2号堅穴状第2号竪穴状　sl13－7　S113－8

遺構－3　　遺構－4

應一員
遺構外－22遺構外一21遺構外－20

住居跡・堅穴状遺構・土抗・遺物包含層・遺構外出土遺物

S16－22



念代遺跡

三三三二 94－25

鯵‾督，，

35－23

サfl
50－3

52－12　　56－10

●●く蓼壌
68－2　　76－3　　76－1　76－2

住居跡・堅穴状遺構・地下式城・遺構外出土遺物



PL28

∴・二＿r∴

r＿，：

S11－16

住居跡出土遺物



平坪遺跡 PL29

撫言‡ふ！∴

住居跡出土遺物



PL30 平坪遺跡

e　●・J
l

●　●　●　●
S15－7　　S15－8　　遺構外1　遺構外2　　　　sD卜3

住居跡・土抗・溝・遺構外出土遺物
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